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第１章　飛空艇と魔改造







　英雄候補の襲しゆう撃げきイベントがあって、一週間以上が過ぎた。

　学校的には襲撃イベントの後は、すぐに定期テストに突とつ入にゆうだった。

　学年トップの景品であるマイ飛空艇と、出来る限りのＭＥＰメリツトポイントの獲かく得とくを目指し、俺おれ達たちもガチンコで臨のぞんだ結果が――今日これから分かる！

　俺達は朝ログインして学園に移動すると、廊ろう下かに張り出だされた試験結果を早さつ速そくチェックに向かった。

　このゲームの世界でわざわざ廊下に紙で結果を張り出す意味は無いだろうが、これも風ふ情ぜいってやつだ。

　ちなみに後からゲームのシステム情報画面で試験結果は確かく認にんできるそうだ。

　今回のテストは八教科あったから、八百点満点。

　学年末だったり学年が上がれば強化も増える。

　そしてそれが喜ばれる。ＭＥＰメリツトポイントが多くもらえるからな。

　抜ぬき打うちテストとかも発生すればそりゃ歓かん喜きものだ。

　イコールＭＥＰメリツトポイントが貰もらえるレアイベントだからだ。

　さて結果だが――




　１位　　　前まえ田だ琴こと美み　　７８４点




　……




　11位　　赤あか羽ばね希美のぞみ　　７４４点




　……




　28位　　青あお柳やぎあきら　７０４点




　……




　１６８位　高たか代しろ蓮れん　　　５６７点

　１６９位　片かた岡おか真しん一いち　　５６６点




　……




　３７７位　矢や野の優ゆう奈な　　２７１点




「「「おおおおおおー！」」」

　結果を見て俺おれとあきらと矢野さんは叫さけんでいた。

　ナイスだ！　これはもう流石さすがの一言！

「ナイスことみー！」

「ありがてぇ……！　やっぱ持つべきものは頭脳担当だな！」

「わたしダメだったから、助かったよー！」

　あきらは風邪かぜひいて本調子じゃなかったんだよな。

　何はともあれ、ギルドとして非常に助かる！　マイ飛空艇を貰えるぜ！

「ええ――やったわ！」

　前田さんも、満足そうにうなずいていた。

　珍めずらしく興奮気味に軽いガッツポーズまで出ている。

「きゅ～！　しゅごい～！　しゅごい～！」

　リューも喜んで前田さんの周りをぐるぐるしていた。

「よし、胴どう上あげしますし！　胴上げ！」

「えっ!?　い、いいわよ恥はずかしいし――」

「いや！　優勝したら胴上げは基本だ！」

「たぶん野球界の基本の話だよね……まあいいけど！」

　というわけで俺達三人で前田さんを胴上げだ！

　俺も密ひそかに目標としていた５００点を突とつ破ぱしていたし、言う事なしだ。




「「「バンザーイ！　バンザーイ！　バンザーイ！」」」




　そして、放課後――

　俺達はココールも誘さそって、マイ飛空艇の引ひき渡わたしにやって来た。

　浮ふ遊ゆう都市ティルーナの港には、飛空艇用の桟さん橋ばしがある。

　そこに前田さんに贈ぞう呈ていされるマイ飛空艇が泊とめてあるそうなのだ。

「は～いっぱい飛空艇が泊まってるコケな～。おいら、こんなにたくさんの飛空艇を見るのは初めてコケ～」

　仲なか田た先生に呼び出されたティルーナ港の第三桟橋を歩いていると、ココールが感心したようにため息をついてた。

「ああ、飛空艇ってティルーナでしか作れないんだっけか」

　そう、飛空艇の製造技術はこの世界で唯ゆい一いつ、浮遊都市ティルーナだけのものらしい。

　そういう世界観設定なのだ。

　だからココールのような他国の出身者にとっては、かなり珍しいし憧あこがれるものなのだ。

「そうコケ。それを学校の試験のご褒ほう美びでくれるなんて、太っ腹コケな～」

　などと話しながら、桟橋を進んでいくと――

「おーい！　前田さーん。待ってたわよ～！」

　仲田先生がぶんぶん手を振ふって、俺達に呼よび掛かけて来る。

　先生のすぐ近くには一隻せきの飛空艇が泊まっていた。

「先生！」

「やっほ～！　ギルドメンバーが勢せい揃ぞろいねー！　うんうん仲良しなのはいい事よ！」

　相変わらずノリが軽い先生である。

　先生は俺達と一いつ緒しよにいるココールに目をやって――

「相変わらずギルド対たい抗こうミッションでもやらかしてるみたいね～君達たち。聞いてるわよ～真っ先に最弱キャラ選んだって？　確かに強そうにはみえないわね――ニワトリだし……」

「コケーッ！　いいコケ！　弱者には弱者の戦い方があるんだコケ！」

　お、そう言えるのは開き直れている証しよう拠こだ。

　結構結構。

「大だい丈じよう夫ぶっす！　本番では面白おもしろいものを見せますから！」

「うんうん！　琴美ちゃんの活かつ躍やくで育成計画も順調な気がするし！」

「ほうほう。なるほど悪魔の仕業デモンズ・クラフトは自信満々――と。ほら、ミッションの〆のバトルロイヤル大会で私実じつ況きようやるからね。公式イベントだし張り切って取材しとかないとね～」

「ん!?　〆の大会ってバトルロイヤルなんですか!?」

　最後に大会があると聞いていたが、その形式は未発表だった。

　そうか、バトルロイヤルか――！

「あ！　あははは……！　わ、私は君達のためを思ってわざとかる～く情報漏ろう洩えいしてあげただけよ!?　ミスったわけじゃないから！　わざとだから！」

「……」

　まあどっちでもいいが――

　最終的にバトルロイヤルで決着っていうのはいい情報だな。

　それを見み越こして対策出来る所はやっておくとしよう。

「さぁほら！　お待ちかねの飛空艇よ！　乗った乗った！」

　誤ご魔ま化かそうとする先生に背中を押おされて、俺達は飛空艇に乗り込んだ。

「おーこれがマイ飛空艇かー！」

「わぁ～！　いいねいいね！」

「折せつ角かくだから、あとでうちのギルドらしくペイントをしたいわね」

「オーケーならあたしにお任せですし！」

　俺たちが普ふ段だん遠いエリアへの移動用に使う飛空艇の定期便より、大分船体は小さい。

　デザインも丸っこいあちらに比べて、こちらはシャープで速そうだ。

「ＬＨＳ13型――最新の小型高こう速そく艇ていモデルよ。積せき載さい容量は小さいけどその分速度が出るようになってる。大たい砲ほうとかのオプションは付いてないけど、ニトロはこのモデルの標準装備だから、まあ好きなように使ってね～」

　ニトロってあれか、車でニトロのボタン押したら爆ばく発はつ的てきに加速するんだよな。

　洋画でよく見るやつだな。

「操そう舵だ室しつはそっちね」

　と甲かん板ぱんの後方を指差す。

　飛空艇の後部には階段があって少し高くなっており、そこにちょっとした小屋のような操舵室があった。操舵室の下は船内への入り口となっていた。

　普ふ通つうの船に近いような構造だろう。

　俺達はさっそく、操舵室へと足を踏ふみ入いれた。

　中には木製の台に取り付けられた舵輪がドンと構えていた。

　前方は車のフロントガラスのようになっており、大きく視界が開けている。

　内装には特に飾かざり気けがないが、揺ゆれた時に掴つかまるためなのか、手て摺すりが張はり巡めぐらされていた。

「操縦の基本を説明するわね。見ての通りこのステアリングホイールで操縦をします。右に回せば右みぎ旋せん回かい、左に回せば左旋回よ。まあ見たまんまだけど」

「上に行ったり下に行ったりは、どうするんですか？」

「ホイール自体が押し込んだり引いたりできるわ。引けば浮ふ上じよう、押し込めば下降ね」

　俺の質問に先生が答えてくれた。

　そこに前田さんも続いた。余よ程ほど嬉うれしいのか、目がキラキラ輝かがやいていた。

「先生、先生！　加速と減速は、この下のペダルですか!?」

「お。喰くい付きがいいわねえ！　そうよ、右がアクセル左がブレーキね。前田さん、こういうの好きなの？」

「はい！　自分で取った飛空艇だから愛着もありますし、レースのゲームとかは家でよくやっていたので……！」

　なるほど、ネトゲ経験はそんなにないらしい前田さんだが、家庭用のゲームはやっていたと言っていた。レースゲームとか好きだったんだな。

「あの、それからニトロはどう使うんですか!?」

「そのホイールの持ち手の出っ張りがあるでしょ？」

　舵輪は中世の船とかでよくあるような、輪っかの外周に取っ手がくっついた構造になっている。

　その取っ手の一つを、仲田先生は指差した。

「一つだけ持ち手が赤くなってるのがあるでしょ？　それが引っ張れるようになってるからね。引っ張ればニトロ発動よ」

「なるほどこれですね、わかりました！　それからそれから、ジョブが空賊なら飛空艇の操縦にボーナスが付いたりする事はあるんですか!?」

「そうね。もっとレベルが上がればそういう特性を覚えるはずだわ。ニトロの性能が上がったり、砲ほう撃げきや白兵戦の性能が上がったりね。タレントでも覚えられるけどね」

「なるほど空賊固有のものはないんですね？　タレントさえ取れば同じになると？」

「ま、まあそうとも言えるわね……」

　仲田先生も前田さんの喰い付きっぷりにちょっと引き出したぞ。

　前田さんがテストをやる気満々だったのって、ギルド対抗ミッションのためもあるけど自分がマイ飛空艇を操縦したいっていうのも大きかったんだな。

「珍しいコケな～。琴美がそんなにテンション上がってるのは初めて見たコケ」

「いいんちょタイプだからね～ことみーは。でもたまにはいいっしょ？」

「そうだコケな～蓮なんかいつもこんな感じだから、別に慣れてるコケよ」

「そうかあ？　俺はいつも冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきして、ダメな子を何とかするべく検証をですねえ」

「それを嬉うれしそうにハイテンションにこなしてるんでしょ～？　いつも見てますから。単にやりたいようにやってるだけだよね～。別に付き合ってあげるけど」

「あざーす！」

「と言うわけで、今日は琴美ちゃんに付き合ってあげようよ」

「ああ、『空の裂さけ目め』も探しに行かないとだしな！」

『空の裂け目』は内容ランダムのインスタンスダンジョンの入り口である。

　どんなものかは見てみないとわからないが、インスタンスダンジョンというのは、突入したパーティごとに一時的にエリアを生成する仕組みのものだ。

　つまり中に入ってしまえば、他人から邪じや魔まされるという事がない。

　ギルド対抗ミッションで各地の狩かり場ばが潰つぶされている上、大手ギルドが持っている専用のプライベートダンジョンもない俺達は、インスタンスダンジョンに侵しん入にゆうしてそこでココールのレベル上げを行うしかない。

『空の裂け目』を探すための足として、マイ飛空艇が必要だったのだ。

「じゃあ説明終わりね～。あとはマニュアルを見てねって事で。いい、習うより慣れろ！　よ！」

　先生が前田さんに分厚い本のアイテムを手て渡わたしていた。

　それを教師が言うのは職務放ほう棄きな気がしなくもないが、俺達も早く出発したいし別にいい。

「はい先生！　ありがとうございます！」

「じゃーね。先生帰るわね～。あとは楽しんでね～」

　先生の姿がふっと掻き消えた。

「ねえ私が操縦していい!?　いいわよね!?」

　前田さんが目をキラキラさせながら俺達を見た。

「ああ勿もち論ろんだぜ。『空の裂け目』がどんなもんか探しに行って見ようぜ！」

「賛成！　行こ行こ！　行った事ないエリアだね！　スクショの準備はできてるよ！」

　あきらもカメラを構えて目をキラキラさせていた。

「ゴーゴー！　行こーよことみー！」

「ええ――じゃあ出発！」

　と言った前田さんは、いきなり舵輪の赤い取っ手を引っ張った。

「ちょっ……！　それニトロの――」

　言うが早いか――




　ズゴオオオォォーーーーッ！




　いきなり物もの凄すごい速さで、飛空艇が桟橋から爆ばく走そうを始めた。

「「「ぎゃああああああーーーっ!?」」」

「コケーーーーーー!?」

「きゅきゅきゅーーーー!?」

　急加速に俺達は壁かべに叩たたき付つけられ、悲鳴を上げた。

　船体が何かにゴツンゴツン当たって、揺れまくりだった。

「あははははは！　なかなか速いわね！　気持ちいいわ！」

　やばい！　ハンドルとか持たせたらやばい人だったかも知れない！

　とにかくいきなりニトロはやめろ、ニトロは！

「だあああああーーーーっ!?」

　桟橋沿いをいきなりニトロで爆走しているため、驚おどろいて逃にげる他プレイヤーやＮＰＣの悲鳴も外から聞こえてきた。

　操舵室の中の俺達はもうもみくちゃである。

　あ、何か柔やわらかいものが顔に――

「きゃー!?　ヤダ、止めてよ！　あたしはそーいう担当じゃありませんし！」

　矢野さんの胸に俺の顔が埋うまっていた。

「そーだよ蓮くん！　そこはわたしにしとかないと怒おこられるよ！」

「何がだ……！　つーか不ふ可か抗こう力りよく不可抗力……！」

「コケーーッ!?　噛かみついて掴まんなコケーーーッ！」

「ちきん、あむあむーー！」

　と騒さわいでいると、ふっと速度の圧が緩ゆるんだ。

　ああ、ニトロの効果が終わったのか……？　やれやれ――

「あら？　もう終わり？　もっともっと」

　前田さんは、ニトロの発動レバーをがっちょんがっちょん引いたり戻もどしたりしている。

「いや前田さん、そんなにしたら壊こわれるぞ！　スキルみたいなもんで再使用時間リキヤストがあるんだろきっと」

「そう……残念ね。どのくらいでもう一度使えるようになるのかしら？」

　おもちゃをお預けされた子供のような表情で前田さんは言った。

　指まで咥くわえてしまいそうな感じだ。

「さぁ？」

「じゃあ私が検証するわね！」

　と、嬉しそうにシステムウィンドウを開くと、現在時刻を確認しつつ――

「いち！」
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　がっちょん！　とまた舵輪の取っ手レバーを引っ張った。

「に！」

　がっちょん！

「さん！」

　がっちょん！

「……」

　一秒ごとに発動レバーを引っ張って再使用時間リキヤストを確かめるつもりか。

「……楽しそうだし、暫しばらくほっとくか」

「そうだねー。外に出ちゃお！　スクショ撮りたいし！」

　と、あきらが操舵室から甲板に出て行った。

「あたしもー。『空の裂け目』っての探すんだよね？　どんなんですし？」

「おいらも行くコケー。レベルを上げなきゃだからコケな！　レベルこそ力だコケ！」

　まあココールの言うことは間ま違ちがっていない。

　ココールにとってはステータスなぞ意味がないのだ。

　元々の低成長率に加え、経験値３倍の代わりに成長率が１／３になるプリンセススカルリングを装備している。

　その状態のレベルアップでは、ココールの成長期待値はこうだ。




【成長率（筋／耐／器／敏びん／知／精／魅み）】

０／１／０／０／０／０／０




　レベルが上がってもちょっとＶＩＴ耐久と最大ＨＰが増えていくだけだ。

　本人の戦力はレベル１と殆ほとんど変わらない。

　しかもバトル中すべての能力値がダウンする『ノミの心臓』持ちである。

　このせいでココールはまともに相手に攻こう撃げきを当てることもできない。

　だから直接戦わせることは諦あきらめるしかない。

　だが活路はある。

　悪徳商人の必ひつ殺さつ技わざこと、ココールの覚えた新スキル『ゴールデンイエロー・スウィーツ』だ。

　これは、自分のレベルまでのモンスターをカネで仲間に出来るのだ。

　またしても銭ぜに投げ、マネーパワー勝負だがとにかくレベルさえ上げれば勝負ができる。

　どうせ成長率は最下級クラスなのだから、ばっさり切り捨て、レベルの高さだけに一点突破して悪徳商人の必殺技に賭かける。

　尖とがりに尖った一点突破こそ弱者の戦いだ。総合力では負けても、一点で勝つべし！

　その一点とはつまりレベルの高さだ。

　つまりココールの言うようにレベルこそ力なのだ。

「よし、じゃあ俺も――リュー行こうぜ！」

「きゅきゅー！」

　せっかくココールもやる気になっているし、俺もしっかり協力してやらないとな。

　ココールを指名して育成方針を考えたのも俺だし。

「わー！　ほかの飛空艇も結構いるねー！　すごーい！」

　甲板に一足早く出たあきらがスクショを撮りまくっていた。

「あれひょっとして『空の裂け目』を探しに来たライバルですし？」

「あー、そっかあ、そうかも！　他の狩場は妨ぼう害がい工作で潰れてるもんね」

「なるほどな、プライベートダンジョンを持ってなくて、飛空艇なら用意できる所は『空の裂け目』に群がってるって事か。中に入っちまえば専用エリアだもんな。多分入り口の争そう奪だつ戦せんだなー」

　なかなか思う通りにはいかないものだ。

「とにかく、『空の裂け目』自体はどんな感じか確認したいよな」

「そだねー。どこですしー？」

「よし、わたしカメラのズームで探しちゃうよー！」

　と、俺達はそれぞれ別方向を見み渡わたして探してみる。

　が、それらしきものは特に見つからない。

「あっちの飛空艇が集まってるあたりに近づく方がいいのかねー」

　俺は船の右手を眺ながめながら言った。

　前田さんに言って近づいてもらうかな……

「でも蓮くん、あの飛空艇みんなこっちに向かってるみたいだよ？　ズームで見た感じ」

「んーでも何にもありませんし？」

「あ！　みんな下だコケ！　下を見るコケ！」

　甲板から身を乗り出したココールが下を指差していた。

　なるほど盲もう点てん、真下は見ていなかった。

　俺達は甲板から身を乗り出して下を見た。

　空と海の青と雲の白。

　その鮮あざやかな色合いの中に、真っ黒い渦うずのようなものが現れている。

「ほほー！　あれか！　まるでブラックホールだな――」

「わぁ。これも何か絶景だね！　スクショスクショ！」

「早速入ってみるですし！」

　しかし真下というのは飛空艇にとってはちょっと厄やつ介かいかも知れない。

　垂直下降ってできるのか？　旋せん回かいしながらちょっとずつ高度を下げる感じなのか？

　まあいいや、とりあえず前田さんに言おう。

「よし、前田さんに――」

　俺達は操舵室を見た。中にいる前田さんは、相変わらずキラキラした瞳ひとみでニトロのレバーをがっちょんがっちょんやっていた。

　まあ、俺達が悪かったのだろう。




　ズゴオオオォォーーーーッ！




　次の瞬しゆん間かん、爆ばく音おんがして船体がガクンと揺れた。

　ニトロの再使用時間リキヤストが来たのだ。

　油断していた俺達は急加速に耐たえられず、船から投げ出された。




「「「どわあああぁぁーーーっ!?」」」




　完全なるスカイダイビングだ。

　ゲームの中でもこんなに風を感じるんだな。ってか怖こわい！　ゲームでも！

「うわあぁ～～～！　これもある意味絶景だね！」

　声に振り向むくと確かに絶景だった。

　あきらの方が俺より上にいたから、スカートの中が見えてますしね！

　しかしそれはさて置き、なんか楽しそうだなあきらは！　よく平気だな！

「ひぃぃぃぃーーーっ！　死ぬ、死ぬ、死にますしいぃぃ～～！」

　半泣きの矢野さんの反応の方が普通だと思う！

「コケーっ！　おいら飛べないコケよーーーー！」

　悲鳴を上げるココールはリューにしがみついて、リューもその重さに引き摺ずられて落ちていた。

　そして賑にぎやかに落下する俺達の先には、口を開ける『空の裂け目』が待っていた。

　その黒い口に近づくと、俺達はフッと吸い込まれ、目の前が暗転した。




　　◆◇◆




　そして一拍ぱく置くと――

　パッと視界の暗転が解けて洞どう窟くつの壁らしきものが俺の目に入って来た。

「ワープした!?　これが『空の裂け目』の中か――」

　中は内容ランダムのインスタンスダンジョンのはずだよな。

　つまり他から邪魔されることなく、ここにいるモンスターは狩かれるということだ。

「おー。中は普通の洞窟みたいな感じなんだねー」

「あ～びびったですし、死ぬかと思ったですし」

「本当だコケ、ここに入れてなかったらどうなってたんだコケ……」

「きゅ～きゅ～」

　ああ、あきらに矢野さんにココールもリューも一緒に入って来れたみたいだな。

　しかも、それだけではなかった。

「あれ？　ここはどこかしら？」

　きょとんとした表情の前田さんも、俺達の近くに現れていた。

　俺達が入ったから前田さんも強制転移になったのか？

「お、前田さん！　何か真下に『空の裂け目』の入り口があったみたいだぞ」

「よかった琴美ちゃんも来たんだね！」

「ことみー、あたしらふっ飛ばしてニトロはひどいですし！　びびりましたし！」

「ごめんなさい――だけど分かったわ……」

「ん？　何がことみー？」

「２４０秒よ！」

「ん……!?　何がですし？」

「ああ、ニトロの再使用時間リキヤストな……」

「ええ。効果時間もちゃんと把は握あくしないと！　回数を増やしたり、再使用時間リキヤストを短くするタレントやアイテムはあるのかしら？　もしかしたら、いろいろやれば常にニトロで移動できたりしないかしら？　これは検証の価値があるわよね、ね？」

「あははは。何か蓮くんが乗り移ったかのような――」

「ことみーがヤバいやつになっちゃいましたし！」

　まあ俺的には、楽しそうで何よりとも思わなくもない。

　楽しみなんて人それぞれだからな、結構結構。

　ニトロが好きすぎるのはちょっと自重願いたいが。

「とりあえず、この中を探たん索さくして狩れる敵を狩って、ココールのレベルを上げようぜ」

　俺達は頷うなずき合って、洞窟のようなダンジョンを先に進むことにした。

　スタート地点はカーブのようになっている通路だ。前にも後ろにも行ける。

　とりあえず前に進んでみることにした。

「さてさてどんな敵が――」

「内容ランダムなんだよね？　構造も配置されてるモンスターも」

「お宝もあるかな？　おいしーのがあるといいですし！」

「出口は見えないけど、どこかにあるのかしら……？」

「だろうな。じゃないと戻る方法がねえし」

　と言いながら進むこと、しばし――

「あんまりモンスターがいないねえ」

「モンスターがいないハズレとかもあるですし？」

「あ！　何かが見えるわ！」

「ん……おいあれって――！」

「うわ、アイランドバニー!?　外れだよー！」

「でもなんか金ピカですし？」

「遠くてネームが見えないけど、ただのアイランドバニーじゃないんじゃない？」

「あ、あれはもしや……！」

　ＵＷアンリミテツド・ワールドガイドブックにも載のってたぞ！

　全身金ピカのボディを持つ、ゴールデンバニーというモンスターだ。

　このゲームのモンスターからの経験値は、レベル差から判定する通常の経験値と、王おう冠かん付きのレア系モンスターが持っている固定経験値に分かれる。

　ゴールデンバニーはレア系モンスターになるが、その強さの割に膨ぼう大だいな固定経験値を持つボーナスモンスターとして有名だ。ガイドブックにも載っている。

　経験値を稼かせぐという事にかけては、こいつがナンバーワンのモンスターだ。

　まさにこのゲームのはぐれメ〇ル的な何かである。

「ゴールデンバニーだ……！」

「おおおおー！　やったね蓮くん！　運いいね！」

「やっぱあきらと一緒だとラッキーな事がよく起きるなー」

　天性のラッキーガールだからなー。

　ゲームやりまくって来た人生経験上、俺一人だとこういうのは起きないんだよな。

　あきらと一緒にいると起きるのだ。

　リアルでも持ってる人間はゲームでも持ってるのかねー。

「どうしますし？　いきなり突っ込んで追いかける？　あれ逃げるんだよね？」

「逃げ足あしが凄すごく速いって、ガイドブックにも書いてあったわね」

　矢野さんと前田さんの言う通り、本当にはぐれメ〇ルよろしくめちゃくちゃ逃げるらしい。

　しかも足が超ちよう速はやく、攻撃のダメージも殆ど通らないと書いてあった。

　防ぼう御ぎよ力りよく無視で回避スウエイ無視の『デッドエンド』なら一いち撃げき必殺できるか？

　ＨＰは低いらしいからな。

　とりあえずガイドブック的には、逃げられない地形に追い込んで倒たおせと書いてある。

「ちょっと待てよ……ここは出口がどこかにあるはずだよな？　そこを塞ふさいだら、あいつを閉じ込められるって事になるよな――」

　ヤツに気づかれるより早く、出口を押さえたいな。

　そしてゆっくり追いかけよう。

「よし、一いつ旦たん逆に行こうぜ。出口を探して塞いどけば、あいつも逃げられねえし」

「なるほどね。じゃあいこっか！」

　俺おれ達たちは反転して後ろに進んで行き――そして出口を見つけた。

　洞窟の壁の一角に絵画のようなフレームが張り付いて、その奥おくに黒い空間のうねりのようなものが見える。フレームの中にブラックホールがある感じか。

「お！　多分、あれが出口だな――よし、じゃあここに一人残って出口を塞いでやろう」

「おいらが立ってようかコケ？　どうせ攻撃は出来んコケ」

　そうだな、『ゴールデンイエロー・スウィーツ』はまだ試ためせてないしな。

　となるとココールの戦力はゼロだ。ここは肉の壁になってもらう方がいいか。

「んじゃ頼たのむぞココール」

「オーケーコケ！」

　俺達は再びゴールデンバニーの元に進むことにした。

「よし、まだいるな――」

　先さき程ほどのゴールデンバニーがいたポイントに戻ると、ヤツはまだ同じ場所にいた。

　出口はココールに塞いで貰ったが、どう仕留めるか……

「んで、どうやって攻せめますし？　離はなれて一発撃うっとく？」

　と、矢野さんが銃じゆうを一撫なでする。

「うーむ。それも悪くないが、一撃で倒せないと奥に逃げちまうよな」

　現場は広い道みち幅はばの洞窟のような感じだ。

　地形的には向かって右方向に緩やかなカーブが続いている。

「姿を隠かくしてさ、あいつの向こう側に回れねーかな。で、挟はさみ撃ち的な」

「じゃあわたしが向こうに回ってみようか？」

　あきらのソードダンサーには『バニッシュフリップ』があるしな。

　ＡＰアーツポイント消費で姿を消す隠おん密みつ行動用のダンスだ。

　主に視覚感知の敵モンスターに気付かれないように移動するためのものだが、対人戦で姿を隠しながら相手を闇やみ討うちするのにも使える。

　あきらにはタレントで『闘神の息い吹ぶき』があり、ＡＰアーツポイントが時間で自然増加するから、既すでにＡＰアーツポイントも溜たまっているはずだ。

「よし、じゃあ頼む。あいつは視覚感知かつ聴ちよう覚かく感知みたいだから、静かにな」

「うん分かった」

「向こうに回ったらあきらに攻撃を仕し掛かけてもらう、と。で、俺達はカーブの角の見えにくい所で――」

「待まち伏ぶせね？　高代くん」

「そうそう。出で会あい頭がしらに『デッドエンド』をぶち込んでやる！」

「じゃあ行って来るね、あとはよろしく！」

　と、あきらは『バニッシュフリップ』を発動させて姿を消した。

「よし攻撃準備しとこう」

　俺おれは適当にサークル魔ま術じゆつを発動させて、ＭＰを空に持って行く。

　これでいつでも『デッドエンド』を撃てる。

　矢野さんは銃を構えて遠くのゴールデンバニーに狙ねらいを定め、前田さんも攻こう撃げき魔ま法ほうの詠えい唱しようを構えていた。

　しばらく待って――




　ボエエエェェェェ!?




　バニーらしからぬやや野太い間ま抜ぬけな悲鳴が上がると、ゴールデンバニーは驚いて飛び上がり――

　猛もうダッシュでこちらに向かって逃げてくる。




「「「速っ!?」」」




　待ち伏せ班の俺達三人は思わず声を揃そろえていた。

　とんでもなく速い！

　矢野さんが銃じゆう撃げきしたがまるでかすらず、前田さんの攻撃魔法は詠唱している間にヤツが通り過ぎてしまう。

　俺も何とか反応して奥おう義ぎを撃ってみるが――

「奥義！　デッドエン――」




　ボエエエェェェェ！




　悲鳴を上げて走り去って行くゴールデンバニーの前に、俺の奥義が空から振ぶりした。

　姿を見て奥義を発動して一いつ閃せんする間に走はしり抜ぬけられてしまった。

「ド……って速過ぎだろ!?」

　スピードが尋じん常じようではない。

　まさにはぐれメ〇ル的だな、こいつ！

『デッドエンド』さえ当てれば倒せるかも知れないが、これはモーションを当てるのが難しいぞ。

「追いかけますし！」

　矢野さんが『スプリント』を発動させて高速ダッシュで追いかけて行く。

　しかしそれでも、ゴールデンバニーの方が足が速い。

　おいおいこれ倒せるのか!?

「わたし達も追いかけよっ！」

　あきらが走ってやって来る。

「おう！」

「凄いスピードだったわね……！」

　三人でゴールデンバニーと矢野さんの後を追う。

　何か遠くから声が聞こえて来た。

「コケーッ!?　なんでおいらだけ攻撃するコケーッ!?」




　ボエェ！　ボエェ！




「あ、こら！　やめるですし！」




　ボエエエェェェェ！




「あ、また逃げた――！　きいいぃぃ！」

「痛いコケー……死ぬコケー……」

「ちょい待ち。今回復したげるですし」

　と、俺達はボコボコにされたココールに回復魔ま法ほうをかけている矢野さんに追いついた。

　矢野さんはこの間手に入れた『ナースリング』のおかげで回復魔法を使えるようになっている。

　空賊は元々は魔法を使えるジョブではないので、ＭＰは低めだが。

「ココールがやられたのか？」

「大だい丈じよう夫ぶだった？」

「優奈、どうしたの？」

「いや、なんかあの金ピカバニーちゃん、ココールには思いっきりケンカキックかましてましたし！　で、こっちから攻撃したら逃げましたし！」

「しくしくしく……何でおいらだけ――」

「ココールが出口を塞いでたからか……？　いやでも、だったら別方向に逃げても――」

「弱い者いじめなのかな――よくないよね、そういうの！」

　と、あきらが不満そうに頬ほおを膨ふくらませていた。

「弱い者っていうか、ココールもレベル30あるんだがな～」

　敵モンスターの挙動の事だから単に気に喰わないとか、そういう理由ではなく何かプログラムが判定してああなったはず。

　原因の切り分けをすれば、ヤツの動きの理由も分かっていくだろう。

　それが、倒し方にも繋つながるかも知れない。

「とりあえずココールと前田さんが代わってくれるか？　出口を塞いでると攻撃されるのか、ココールだから攻撃されるのかを検証しよう」

「コケー。了りよう解かいだコケー」

「分かったわ」

　俺達は出口に前田さんを残し、ココールを連れてゴールデンバニーを追いかけた。

　しばらく進むと、またヤツが金ピカのボディでぬぼーっとしていた。

「よし、俺が近づいてみるぜ」

　俺は無造作にヤツに近づいて行く。




　ボエエエェェェェ！




　ある程度まで近づくと、俺に気づいたヤツが悲鳴を上げて逃げた。

　まあ、見つかったら逃げるよな――

「よし、次ココール行ってみてくれ」

　さらに進んでヤツを見つけると、今度はココールを向かわせる。

「分かったコケー」

　ココールがトコトコと進んでいく。

　そしてヤツの認にん識しき範はん囲いに入ると――




　ボエェ！　ボエェ！




　あ、向こうから接近してケンカキックしてきた！

「コケーッ!?　止めろコケーッ!?」

「あーっ！　ココールくんにだけ！」

「止めよう！」

「お任せっ！」

　矢野さんがゴールデンバニーを銃撃！




　優奈の攻撃。ゴールデンバニーに１のダメージ！




　お、攻撃当たった！

　だけどダメージ１だな。完全に銀色のはぐれてる人の感じだなこれは――

　ＨＰは低いはずだから、何発か当てていければ――！




　ボエエエェェェェ!?




　一発貰もらったゴールデンバニーは当然の如く逃げ去さって行った。

「やっぱココールだから狙われたのか……アレか『ノミの心臓』持ちだからか？」

「蓮くん、どうしてそう思うの？」

「あれだ『ノミの心臓』持ちだと敵への攻撃が当たらないだろ？　つまり絶対ダメージを貰わない相手だから攻撃するって思考じゃねーかと」

「なるほど……でも感じ悪ーい」

「まま、でもこれは利用できそうだぞ？　ハメ殺せるぜ」

「ココールに引き寄せて貰って銃撃ですし？」

「プラス、あきらは姿隠してココールに付いて行って、矢野さんと同時攻撃」

「なるほど！　だったら倍速く倒せるね！」

「よしそれで行こう！　ナイスだぞココール、お前のおかげでアレを狩れそうだ」

「素す直なおに喜べんコケなー」

「大だい丈じよう夫ぶ、盾たて役のジョブになったと思えばいい。つまりココール盾だな！　おかげでレベル上げが捗はかどる」

「分かったコケー。じゃあ行こうコケー」

　俺達は必殺の作戦を携たずさえて、再度ヤツの元へと進む。

「あ、いた！　見つけやすくて助かるね。分かれ道とか無いし」

「んー？　あれもっと奥にことみーも見えない？」

「あ、ほんとだコケ！」

「なるほどつまりここはドーナツ型になってたんだな――」

　ということは――

「俺が向こうに回ってあいつの逃げ道みちを塞ぐ。こっち側でココールが引き付けて、あきらと矢野さんで待ち伏せて攻撃だろ。んで、ヤツが逃げたらその先に俺がいるからまたココールの方向に戻って以下ループな感じで行けるぞ。あきらはヤツに攻撃したらすぐ『バニッシュフリップ』で隠れれば、あいつもココールにだけ反応して戻ってくるはずだ」

「うんなるほど行けるね！」

「おっけ！　あたしは離れてココールが殴なぐられたらあいつを撃てばいいっしょ？」

「そうそう、頼むぜ！　行くぞリュー！」

　という事で俺はリューと共に通路を逆走。

　前田さんの位置を通り過ぎて、ゴールデンバニーを待ち受ける位置についた。

「よし――準備オーケーと」

　システムウィンドウを開いて、あきらにメッセージを送った。

　そうすると、向こうが動き始める。

　ココールがえっちらおっちらとコミカルな動きで、ゴールデンバニーに近づいていく。

　一定の範はん囲いまで近づくと、ヤツが反応してココールに真まっ直すぐ走って蹴けりを入れた。




　ボエェ！　ボエェ！




　異様に激しいケンカキックである。

　あいつもいつも追い回される役だから、たまには攻撃したいのか。

　何というか、自分より弱い者にはとことん強く当たるスタイル？

　リアルにいたらクズですな。

　とはいえナイスだココール！

『ノミの心臓』にも思わぬメリットがあったという事だな！

　ゴールデンバニー狩がりには最高の足止めになってくれるわけだ。

　ダメスキルを発想の転てん換かんで有効活用とか、俺の琴きん線せんに響ひびきまくりである。

　今のココールは滅め茶ちや苦く茶ちや輝かがやいている！　俺はこういうやつが大好きだ。

　ホントロマンの塊かたまりだなココールは！

「ぐぼああぁぁコケーっ!?」

　腹にモロにケンカキックが突つき刺ささり、ココールが蹲った。

　さらにケンカキックを叩き込もうとするゴールデンバニーの横から、あきらが二刀流で攻撃を仕掛けた。

「やらせないから！　奥義『クロスクレセント』！」

　姿の見えないあきらから、三日月エフェクトが左右に二連打されるような攻撃が放たれる。二刀流化しているあきらのモーションはそれだけで終わらず、一拍ぱく遅おくれてさらにもう一つの三日月エフェクトが発生していた。

　一刀だったら二段だった攻撃が、三段攻撃にパワーアップしているのだ。

　判定的には利きき手ての右に持つ『スカイフォール+1』がメインで、左に持っている矢野さんのペイント済みの『スティールソード』がサブになる。

『スティールソード』はアイアンインゴットの上位版であるスティールインゴットで作る剣けんだ。今の俺達のレベル帯ではスタンダードな武器と言える。

　二刀流での奥義の内訳だが、メイン側で通常の『クロスクレセント』の二段に追加のサブ側でもう一段という感じだ。

　スカイフォールには衝しよう撃げき波はが付いてるから、合計で五段攻撃になっているはずだ。




　あきらのクロスクレセントが発動。ゴールデンバニーに２のダメージ!!




　五段のうち二段当たって残りはスカったと。

　ああでも衝撃波は魔法属性か？　魔法は全属性無効かもな、こいつ。

　はぐれメ〇ル的に考えるとそうなはず！

　親父おやじの時代はドラゴ〇ムで一撃死だった頃ころもあるらしいが！




　ボエエエェェェェ!?




　優奈の攻撃。ゴールデンバニーに１のダメージ！




　慌あわてて飛びあがるヤツに矢野さんの銃撃もヒットする。

　そして猛スピードで俺の前にやって来たヤツは、俺を見て引き返す。

　すでにその時あきらの姿は再びの『バニッシュフリップ』で消えており、ココール一人がいるように見えたのだろう。

　またココールに突っ込んでケンカキックだ。

「コケーっ!?」

「奥義『クロスクレセント』！」

　プラス銃撃！




　ボエエエェェェェ!?




　またこっちに来た！　だがＵターン！　またココールが一人でとてとて歩いている。




　ボエェ！　ボエェ！




「いってぇコケー！　でもこいつ、バカだコケ！」

　以下同文！

　何回かこれを繰くり返かえし――やがてとうとうゴールデンバニーが沈しずんだ。




　ボエエエェェェェーーーー！




　そして――俺達全員が一気にレベルアップした。

　景気よくレベルアップのファンファーレが連打される。

「よしハメれた！　おおおおレベルが上がる上がる！」

「やったー！　これは美味おいしかったね！」

「うまうまーですし！　いいねえ『空の裂さけ目め』！」

　それぞれ２ずつ。ココールに至っては、元々俺達よりレベル低いのと、プリンセススカルリングのおかげで８個も上がった。

　これで俺達のレベルは俺45、あきら47、前田さん47、矢野さん48！

　そしてココールは38になっていた！

「結局、琴美にニトロでぶっ飛ばされたおかげだったコケなー」

「怪我けがの功名ね。振ふり落おとしてしまったのは悪かったけれど」

「あとお前のおかげでもあるぞ、ココール！　お前があいつを引き寄せてくれなきゃ、もっと倒すのに手こずってたからな。早く倒せるって事は、つまりレベル上げの効率がいいって事だからな」

　ゴールデンバニーを倒すのは相当大変とガイドブックには書いてあったが、この人数でも結構簡単に倒せた。ヤツがココールにだけは攻こう撃げきする習性を利用できたからだ。

　これはまたゴールデンバニーを引ければ、爆速でレベルを上げて行けるぞ！

　しかも、ヤツが残していったのは莫ばく大だいな経験値だけではなかった。

「あ、蓮くん戦利品も出てるよ！」

「おお！　どれどれ――」

「ふんふん『バニーゴールド』？　おおこれはレアな素材ですし!?」

「ゴールデンバニーのアイテムドロップ率は凄く低いって、攻こう略りやく本ぼんには書いてあったわ」

「わ！　じゃあ売っても高いかもね！」

「さすがあきらと一いつ緒しよだとレアものがボロボロ出るなー。これはいいもん作れそうな予感がする！　イメージ的にははぐれメ〇ルの剣とかな！　あいつの位置づけ的に！」

「わたしもちょっと思った！　最強武器だよね！　伝説の勇者の剣とかより強いもん！」

「だよな！」

「すっごいレトロゲーの話でしょそれ？　とりあえず素材だし高代に預けとく？」

「うんいいよ」

「ええ。構わないわ」

　と、みんなが言うので俺が『バニーゴールド』を預かっておく事にした。

　金になってくれるのか誰だれかの武器になってくれるのか、楽しみにしておくか。

「よし、じゃあ外に出てまた別な『空の裂け目』を探そうぜ！」

　さぁ調子が出てきた！　ガンガンレベルを上げるべし！

　俺達は勢い良く外に出て――出るとそこは空に浮うかぶ飛空艇ていの甲かん板ぱんの上だった。

『空の裂け目』から出るとそうなるようだ。

　そして、次の『空の裂け目』を探すべく再び前田さんがニトロでぶっ飛ばした。

　だが――結果だけ言うとその日はもう『空の裂け目』には入れなかった。

　何故なぜなら、同じように『空の裂け目』を狙ってる他ギルドのライバルが大量にいたからだ。空は空で『空の裂け目』を巡めぐる過当競争が起きていたのだ。

　これでは、初めだけのビギナーズラックだったとなってしまう――

　何とか手を考えないとだ。




　　◆◇◆




　翌日――俺は授業開始の一時間前にログインしていた。

　昨日は最初の『空の裂け目』には上手うまく侵しん入にゆう出来て、しかも『ゴールデンバニー』が出てくれたが、その後が続かなかった。

　他にも『空の裂け目』を狙っているギルドが沢たく山さんあり過ぎたな……

　特売品に群がる主婦くらいの勢いでみんな殺さつ到とうしてたからな。

『空の裂け目』が同時に何個存在しているかは分からないが、効率よく中に入れる環かん境きようを作り出ださないとレベル上げがままならない。

　他の狩かり場ばは大手ギルドの妨ぼう害がい工作で潰つぶされているし、『空の裂け目』でレベル上げするしかないんだがな……何とかせねば――という所で今日なわけだが、色々考えないとな。

「ん？　システムメッセージが。何々――ああ、ギルド対たい抗こうミッション最終競技会についての説明会について――か」

　先生がバトルロイヤルだって情報漏ろう洩えいしてくれたやつだな。

　だが聞いたのはそれだけで、詳しよう細さいの条件は分からない。

「来週か。オーケーオーケー。会場は前回と同じ王宮内の礼拝堂と。各ギルド英雄候補を同どう伴はんの事――と。ここが中間発表の場って感じだろうな」

　そこでお互たがいの育成具合を見せ合ったマウンティング合戦が繰り広ひろげられる――と。

　なるほどなるほど――まあ、来週までに何とか勝負になるメドは付けときたいよな。

「あ、蓮。おはようだコケー」

　ギルドハウスにログインした俺がギルドショップに顔を出すと、ココールが店番をしていた。

「おはようココール。あきら達たちはもう来たのか？」

「皆もう来たコケよー。もう飛空艇の桟さん橋ばしに行ってるコケ」

　今日は朝早出して、飛空艇をペイントしようという事になっていたのだった。

　俺が一番最後か。

　飛空艇になると前田さんは目の色変わるし、朝六時のログイン解禁と同時に来たんだろうな。

「そっかじゃあ俺も行ってくる。店番よろしくな！」

　で、俺は飛空艇の桟橋に移動した。

　昨日と同じ場所に飛空艇が泊まっているのだが――

「ははは――すげー事になってるな……」

　昨日の面おも影かげが全然ないぞ、この飛空艇。

　全体の基本色がピンクで、船の側面にはうちのギルドのでっかいアイコンが。

　細部に可愛かわいらしいレースやらリボンのペイントがされていて、非常にファンシー。

　男が乗るにはちょっと恥はずかしい仕上がりになっている。

　これは前田さんの趣しゆ味みだろうなー。可愛い物好きだし。

　まあ、前田さんが獲かく得とくした飛空艇だから当然だろう。

　ギルドアイコンのペイントはもともと矢野さんデザインだから、矢野さんテイストでもある。あきらのテイストは入ってないみたいだなー。

　あきらにこういうのやらせるとマッチョを描きたがると思うんだが、それがない――

「あ、いや……あったか」

　飛空艇には元々女め神がみの船首像が設置されていたのだが、それがあきらがギルドショップの商品として作ったマッチョアーマーを着せられていたのだ。

　それがファンシーな飛空艇のデザインをぶち壊こわしている。

「やっぱああせずにはいられないんだな……もはや病気だな」

「あ、蓮くんおはよー。遅おそいからもう終わっちゃいそうだよー」

「おお、おっす。まあ俺は別にいいぜ」

「ま、ことみーがゲットしたやつだし、ことみーの好みにしてみましたし。っと」

　と『レイブラの魔筆』をくるくる回しながら矢野さんが現れる。

「いい感じになったと思うわ！」

　前田さんは満足そうだった。

「ちなみに船の名前はピーチサンダー号にしたわ」

「ピーチサンダー……？」

　まあ、見た目は確かにピンクだが……

　でも船首像がマッチョアーマー着てるし、どっちかと言うとピーチマッスルとかじゃないかと思うんだが……

「可愛くて速いという感じを表現したの」

　まあ、前田さん嬉うれしそうだしわざわざ水を差すのは止めておくか。

「速くか――そうだな、実際もっと性能上げねえと『空の裂け目』も争そう奪だつ戦せんだからなー」

「そうだね、昨日一回目は良かったけど、その後『空の裂け目』に入れなかったし」

　先を越こされまくって、前田さんはかなりご立腹だったなあ。

　ハンドルとか握にぎっちゃうと、熱くなるタイプらしいからな。

「つまりギルド対抗ミッションのために、飛空艇の強化は必要という事よね!?　いいわ、是ぜ非ひそうしましょう！　私ニトロを増設したいわ！」

「あ、またことみーが壊れ出しましたし！」

「まま、楽しんでやれるならそれが何よりだと思う！」

「うんうん、蓮くんは人の事言えた義理じゃないもんね～」

「だけど、飛空艇の強化ってどうやるですし？」

「強化アイテムね。だけどこれは非売品で、自分でモンスターのドロップを狙うか……もしくはＭＥＰメリツトポイントとの引ひき換かえよ」

　キッチリ調べている前田さんだった。

「んじゃー、どこの狩場も妨害で一杯だし、アイテム取りなんてやってられませんし？」

「だな。ＭＥＰメリツトポイントで引き換えるしかないな、この状じよう況きようだと」

「じゃあ、まだ授業まで時間あるし、ＭＥＰメリツトポイントの引き換えカウンターに行って見よっか？」

「ああ、行こうぜ。手は早く打った方がいいからな。『空の裂け目』を確保できるようにならねえと、話にならねえし」

「でもさあ、あたしはまたせっかくのＭＥＰメリツトポイントが、魔改造とか言っておかしな使い方で無くなる気がするんですけど……？」

「何もおかしくなどないわ！　早いは正義だから！　さあ行きましょう！」

　前田さんがぐいぐいと矢野さんの腕うでを引っ張るのだった。

「ははは……何かことみーの中の闇やみを見た気がしますし。はいはい行きますし」

　と言いながらも、ちょっと嬉しそうな矢野さんだった。

　こう見えて結構包容力のあるタイプだからな。

　前田さんの見た事のない一面が見れて、またそれが自分を引っ掻かき回まわしてくるので、仕方ないと言いつつ頼たよられて嬉しい的な思考になってる感じか。

　迷めい惑わくだとかって怒おこらないのが心が広いわな。ギャルだけど。

　よし、では引き換えカウンターにゴー！

　俺達がＭＥＰメリツトポイントの引き換えカウンターに行くと、そこには先客がいた。

「あっ！　希美さん、おはようございます」

　赤羽さんと片岡だった。

　今日も今日とて従者としてHimechanにくっついてるな、片岡のやつ。

　ある意味一いち途ずな奴やつである。

　しかしまあ、片岡はどうでもよくて――

「あら、あきらさん。ごきげんよう」

　赤羽さんがあきらに笑え顔がおで応じていた！

　あれ――何で？　あの微び妙みようにピリッとした居い心地ごこちの悪い空気にならないんですが！

「あれ？　二人ともどうしたんだ？　いつの間にか仲良くなったのか？」

「な、何を仰おつしやいますの……!?　わ、わたくしは――！」

　と口ごもる赤羽さんをあきらがすっと制した。

「そうだよー。やっぱね、人間って戦場で轡くつわを並べて戦うと友情が芽生えるんだよね」

「何と戦った、何と――」

　この間のリエルリィズ姫ひめの誘ゆう拐かいクエストのあれか？

「ま、まああなたがそう仰るならば、そういう事にして差し上げても構いませんわ！」

　相変わらずツンデレだなー。

　だがにやけるのを我が慢まんしているようで、口くちの端がひくひくしていた。

　嬉しそうだな。素直に喜べばいいのに。

「お前らもＭＥＰメリツトポイントの交こう換かんか？　片岡」

「俺は違ちがうぞ」

「そうなのか？」

「ああ、ＭＥＰメリツトポイントを貢みつぎに来た！」

「……まあお前はそうなんだな、それで良ければいいんじゃね？」

　理解不能だがこいつはこれで満足らしいから放っておこう。

　前田さんが、カウンターにいるＮＰＣのお姉さんに声をかける。

「すいません――ＭＥＰメリツトポイントの引き換えリストを見せて下さい」

「はい、こちらになります。お好きにご覧になって下さい」

　ポンと空中にウィンドウが展開されて、引き換えリストが露あらわになる。

　タレントからアイテムから、色々あるな。

「飛空艇関連は――と」

　前田さんがウィンドウにタッチして、飛空艇関連のリストに表示を絞しぼる。

　俺おれ達たちはそれを覗のぞき込む。

「ほほう――本体もあるんだなー。しかも高けえし」

　安い飛空艇でもＭＥＰメリツトポイントが３０００は下らない。

　その中で俺達がゲットしたピーチサンダー号ことＬＨＳ13型はというと――

「うわ、これ９０００もすんのか！　たけー！」

　流石さすが最新モデルって事か。

　まあやっぱテストの学年一位なんだから、ご褒ほう美びも凄すごいってわけだな。

「にしても、最新モデルにしても凄い高いですし、これ」

　確かに矢野さんの言う通りで、小型高こう速そく艇ていモデルの中では群を抜いていた。

　同系統だと二番目に高いのでも４０００くらいだ。

　なにがそこまで――と、俺達はＬＨＳ13型のスペックの記き載さいに注目する。

「うーん……積せき載さい容量とか最高速度はそんなに変わらないね」

　とあきらが言う。

　記載では、積載容量２５０に最高速度が82だ。

　二番目のやつは積載容量２４５に最高速度が79だ。

　これでそんなに価格差が出るか……？

「んーむ……あこれじゃねえか？　拡張パーツスロット」

「え？　でも蓮くん、拡張パーツスロットは８で同じだよ？」

　確かに拡張パーツスロットの合計上限数は８で同じだった。

　だが、拡張パーツの種別ごとにも上限値が設けられている。

　大たい砲ほうセットや船首衝角等の攻撃系。

　装甲板やバリア等の防ぼう御ぎよ系。

　ステルス移動やニトロ等の移動系。

　この三つのカテゴリがあり、それぞれに装備数の上限が設定されていた。

　その合計の上限が８であり、それは両機種で共通。

　しかし、ピーチサンダー号は移動系の上限も８である。

　攻／防／移で４／４／８の合計上限も８だ。

　二番目のやつは３／３／４の合計上限が８だ。

「よく見ろよ、移動系の上限は倍になってるぞ。つまり８個全部移動系パーツにできるって事だな」

　つまりその方面に特化して尖とがる事が出来る、と――

　ちなみに、ピーチサンダー号はデフォルトでニトロの回数を増やすニトロチャージャーを一個積んでいた。

　だからニトロが一回使えたわけだが、これはデフォルトで装備されて外せないようだ。

　外せない装備枠わくという事で、８枠のうち１枠は塞ふさがっている状態だ。

「で前田さん、ニトロの再使用時間リキヤストって２４０秒だったよな？」

「ええ」

「加速の効果時間は？」

「30秒――あ！　という事は……！」

「ああ。８個全部をニトロチャージャーで埋うめれば……」

「常時ニトロね！　夢があるわ！」

　キラッキラした瞳ひとみで見つめられた。

　嬉しそうにぐぐっと前のめりに顔を近づけてくるので、流石に俺おれも一歩後退した。

「あ、ああ……多分、移動系パーツ８個積みできるモデルが他にないんじゃねーかな。だから高い」

　まあすっげー揺ゆれるし乗るのキツイだろうが、速いのは速いと思われる。

　乗る者の事など何も考えていない飛空艇になりそうだが……

「なるほどぉ――確かに移動系スロット８は他に無いっぽいですし」

　矢野さんがリストをスクロールさせながら呟つぶやく。

「ふんふん。常時加速ができる初のモデルって事なんだね」

「ああ、まだほとんど誰も手を付けてないっぽいセッティングだろうな。昨日もそんなやつ見なかったし」

　ひょっとしたらバランスブレイカー的な何かになってくれるかも？

　単純に尖った育成とかバランスは俺おれは好きなので、検証してみたくはあるな。

「そこまで尖らせたら『空の裂け目』の追いかけっこも楽になりますし？」

「やるわ！　私――夢の８連装ニトロで、あの空を制せい覇はして見せる！」

　前田さんが握り拳こぶしで宣言した。目が燃えてる。熱血だなー。

　そしてギルド対抗ミッション的にも、そうして貰えると非常に助かるわけで。

「……彼かの女じよ、あんな性格でいらしたかしら？　何か悪いものでもお食べに？」

　赤羽さんが首を捻ひねっていた。

「いや……俺達も最近知ったから――」

　だがまあ、俺としては別に止めんぞ。むしろ面白おもしろいから付き合おう！

「よし、じゃあ皆のＭＥＰメリツトポイントのパワーを結集してニトロチャージャーを７個だな」

　俺も欲ほしいタレントはあったが、ここはチーム戦術を優先するという事で。

「ありがとう、みんな！」

「あははは。まあ琴美ちゃんにはお世話になってるしねー」

「まま。たまにはことみーもはっちゃけるといいですし」

　という事で方針は決まったのだが、ニトロチャージャーの引き換えレートはどうだろうか。俺達は引き換えリストでニトロチャージャーの項こう目もくを確かく認にんし――




　ニトロチャージャー：　５００ポイント




　む――これは……

　俺達のＭＥＰメリツトポイントについては、元々ほぼ空だったのが今回のテストで補ほ充じゆうされていた。

　前田さん７８４点、あきら７０４点、俺５６７点、矢野さん２７１点。

　合計で２３００ちょい。

　一個５００のニトロチャージャーを７個は３５００必要。うん、足らん！

「足りねえし！　高いなこいつ――！」

「そんなあ……楽しみにしていたのに――」

　前田さんが肩かたを落とす。

「あら。でしたらわたくしのＭＥＰメリツトポイントもお使いになればよろしいのでは？」

　と、横から赤羽さんが言って来た。




「「「「えええええっ!?」」」」




　俺達の声が揃そろった。おおおおお！　天の助け！　ありがてぇ、ありがてぇ！

「希美さん、本当にいいんですか!?」

「構いませんわ。その代わり交換条件ですわ。わたくし達のＮＰＣもレベル上げに参加させて下さらないかしら？　こちらもプライベートダンジョンは持っておりませんので、頭を悩なやませておりましたの」

　ああ、赤羽さんの所もそんなに大きくないのか。

　まあ、あのお兄様がギルドマスターな以上、大手になりようもないか――みんなドン引きだもんな。

　赤羽さんの場合、単にそれだけじゃなくてあきらと一緒にやりたいって言うのもある気がするけどな。

　自分から言い出せないので、取引にかこつけて一緒に遊ぼうとしているな、これは。

「と言いつつ、半分はあきらと一緒に遊びたかった――と？」

「そうそ――って違いますわよ、馬ば鹿かを仰らないで！」

　ああ赤くなった。今日もツンデレだわなー。思わず突っついてみたくなる。

「で、どうしますの!?　やりますのやりませんの!?」

「わたしはやりたい！　はいやる人挙手っ！」

「やるやる！」

　あきらに促うながされて俺は手を挙げる。

「はいっはいっはいっ！」

　前田さんが断るはずがなかった。

「やるけど一つだけ条件がありますし！」

　と、矢野さんだけ条件付き賛成だった。

「あら？　何ですの？」

「一緒にレベル上げはいいんだけど、その――申し訳ないけど兄貴同伴は勘かん弁べんして欲しいですし。ちょっと耐たえられませんし」

　ああ、矢野さんダメそうだったもんなー。一番怯おびえてたよな。

「ああ――それは分かりました。問題ありませんわ」

「だったら全然オッケーですし！」

　話は纏まとまったな。これでレベル上げも上手く行くだろうか。

　と、俺はちょっと気にかかる事があり、小声で片岡に聞いてみた。

　さっきから黙だまって様子を見ているのだ。

「なあ片岡、お前はいいのか？　きっとお前のＭＥＰメリツトポイントも入ってんだろ？」

　ＭＥＰメリツトポイントを出す代わりにレベル上げを一緒にと赤羽さんは言うが、片岡のギルドは大手情報屋ギルドの知識の泉ナリツジレイクであって赤羽さんとは別だ。

　片岡のギルドのＮＰＣはクジャータさんで、ギルドのプライベートダンジョンで修行しているだろう。

　つまり片岡には何のメリットも無いんだが……？

「ふっ。俺のものは希美様のもの。希美様のものは希美様のもの。俺の意志など必要ないんだぜ」

「いやまあお前がそれでいいならそれでいいけどさ」

　こいつに何言っても無む駄だだな！　放っておこう！

　俺達は全員分のＭＥＰメリツトポイントで、ニトロチャージャー７個をゲットした！

　これで８連装の常時ニトロが実現したわけだが――さてさてどうなるか楽しみだな。

「よし、じゃあ今日の放課後から合同レベル上げな！」

　俺達はそう約束し、学校の授業へと向かった。







第２章　ゴールデンバニー祭り







　授業はつつがなく終しゆう了りようし、そして放課後――俺達はココールを連れて集合場所の飛空艇の桟橋に向かい、赤あか羽ばねさんを待った。

「合同でレベル上げだコケな？　向こうの英雄候補は誰だコケ？」

「ああ。セルフィ・ミューズだぞ」

　英雄ドラフト会議では一番人気だったドラフト候補だ。

　確か初期でレベル60オーバーで、魔ま法ほうも多数所持。

　設定的には、ミシュリア国に住むエルフ族長の娘むすめだったか。

　金きん髪ぱつ美少女エルフちゃんだった。

　俺達がココールを指名した後で引いたんだよなあ、お兄様が。

　指名がめっちゃ競合する中で見事に――あの時何とも言えない空気になったなあ。

　ココールも現場で見ていた。今回の合同レベル上げの相手がお兄様のギルドだとは言ってなかったから、分らなかったようだが。

「セルフィだったコケか!?　確か変な奴のギルドだったコケ。大だい丈じよう夫ぶコケか……？」

「ああ。ヤツはこないから大丈夫だ」

「だったら安心だコケな」

　ピーチサンダー号の甲板で俺達が話している背後から、赤羽さんの声がかかった。

「お待たせしましたわ。参りましょう」

　そして彼女が連れているのは――

　フルフェイスの鉄仮面に、クリムゾンレッドの小さなスカーフマフラーに――

　で、ででで出たー！　ヤ、ヤツがやって来たんだ……！

　来ないって言ってたのにな――！

「うぎゃあああぁぁ！　で、出たああぁぁっ！　ダメだって言いましたしぃぃぃっ!?」

　矢や野のさんが怯えて物もの陰かげに隠かくれてしまった。

「あ！　お待ちになって――こちらはお兄様ではございませんわ。よく御ご覧らんになって！」

　そう言われて、その人物のキャラ名を見る――

　セルフィ・ミューズ。となっていた。

「……どうしてこうなった!?」

　俺は思わず声を上げていた。

「コケーッ!?　セルフィがおかしくなってるコケー！」

　ココールも変わり果てたセルフィの姿に驚おどろいた様子だった。

　ドラフトの時は普ふ通つうの美少女エルフＮＰＣだったのに――

　今はピンクに塗ぬられたフルフェイスのヘルメットにクリムゾンレッドの小さなスカーフマフラーに――

　下は流石さすがに本家みたいに海パン一丁ってわけでは無く、普通に服を着てるが……

　あ、このヘルメットの方、前にあきらが赤羽さんにあげて嫌いやがられてたやつじゃ……!?

「郷ごうに入れば郷に従えと申しますし、お世話になっているギルドの流りゆう儀ぎに従っているまでです」

　と、鉄仮面の奥おくから穏おだやかでやや能天気にも感じるような声がした。

　割と平気そうだなー……結構天然なのかこの子は。

「どうですかココール？　結構決まっていますでしょ？」

「お、おいら蓮れんたちの所で良かったコケー……」

　とココールは言うが、まあココールの体型だと別にヘルメット被ってもそこまで怪あやしくはならないな。

　むしろちょっと可愛くなるかもしれない。丸っこいニワトリの体だからな。

「セルフィさんはお兄様とお話しになり意気投合されたようで、真似まねをしてらっしゃるの」

　と、赤羽さんが説明した。どういうセンスなんだ、ヤツと意気投合できるとは――

　しかしレベルはドラフトの時に見たレベル62のままだな。

　確かにレベル上げには苦戦しているようだ。

　まあこの子なら、何も上げなくてもレベル高いし、かなり戦えそうだが。

「はい！　抜ばつ群ぐんのレベルをお持ちの上に心がお優やさしくて殺せつ生しようを好まない――素す晴ばらしいお方です、私もあの方のようになりたい！」

　と、あの人の腕うで組ぐみをするかっこいいポーズを真似して見せる。

　怪しい……どういうセンスなんだ。まあ本人が幸せならそれでいいが。

　他の候補で言うと悪役中の悪役ヒール・ザ・ヒールのアルフレッド君とかは本人真ま面じ目めで凄いいい人っぽいのに、ギルドの悪さの片棒担かつがされて悲しんでたから、そういう意味ではセルフィちゃんの方が幸せなのかもしれない。

　いや、俺達から見たら可哀かわいそうに……としか思えんが。

「……矢野さん、大丈夫か？」

「あーうん、まあ下は服着てるし、耐えられなくはないですし……」

　それでも若じやつ干かん嫌いやそうだが。

「ははは――じゃあまあ、早さつ速そくレベル上げに行こっか？」

　気を取り直してあきらが音おん頭どを取る。

　俺達は全員頷うなずいて、操そう舵だ室しつに入った。

　ちゃんと入っとかないと吹ふっ飛とばされるからな――多分。

　きっちり手すりも持って踏ふん張ばって、と。

　そうしないとどうせ前まえ田ださんがアレやるからな、アレ。

「リューはちゃんと俺につかまっとけよ」

「れんにぎゅーする～」

　舌ったらずな言葉が返って来る。

　ちょっとずつ喋しやべれるようになって来てるなー。

「赤羽さんとセルフィもな」

「分かったコケ」

「ええ」

「わかりましたっ！」

　で――前田さんがおもむろに飛空艇の舵輪に手をかける。

　舵輪の外周の取っ手が赤くなっているのがニトロのスイッチだが、俺達のＭＥＰメリツトポイントを全投入した渾こん身しんのカスタムにより、赤い取っ手が８個に増えていた。

　これはもう昨日のピーチサンダー号とは似て非なる何かだな――

　いわば魔改造ピーチサンダー号ですな！　俺もこいつのパフォーマンスが楽しみだぜ。

「じゃあ、出発するわね！」

　前田さんがそう宣言し――

　がっちょん！

　やっぱな！　いきなりニトロだった。予想通り！

　２回目の俺達は前田さんの行動パターンの予想がついていた。

　だから手すりにつかまって踏ん張れたが、赤羽さんとセルフィは初体験。

　俺が注意していたがやはり油断があったらしく、思いっきりバランスを崩くずしていた。

「きゃあっ!?」

「うわああっ!?　こっちくんなですし！」

　セルフィに抱だき着つかれた矢野さんが、気味悪そうにしていた。

　どうにももうあのフルフェイスのヘルメット自体に拒きよ否ひ感を感じているらしい。

「きゃあああっ!?」

　赤羽さんも悲鳴を上げて、彼女は俺に抱き着くような格好になった。

　で、運の悪い事に俺の頬ほおにキスするような感じになってしまった。

「す、すみません……！　失礼しました――」

「あ、ああ。大丈夫、しっかり手て摺すりに掴つかまってないとヤバいぞ」

　まあ役得？　なのかも知れないが――

「…………」

　あきらが物もの凄すごいジト目でこっちを見ていた。

「ち、違いますのよあきらさん！　これは不幸な事故で――！」

　俺より赤羽さんの方が慌あわてていた。

　まあ赤羽さんは俺に興味があるわけじゃなくて、あきらと仲良くしたいわけだからな。

「わたし希のぞ美みさんと仲良くなれるかもって思ったけど、あれは夢だったんですね――」

「ああああ！　ち、違いますのよ、それは現実ですから――！」

　哀あわれなくらい慌てふためいていた。

　そんな中前田さんは、がっちょんがっちょんニトロのレバーを引っ張っていた。

「はえええええええーーーコケ！　前よりとんでもなく速くなってないかコケーーー!?」

「ふふふふっ♪　ニトロが同時使用できるみたいなの！　これも検証ね！」

　ニトロは発動したら30秒間加速する。

　それを切れ目なく発動すれば常時ニトロになるが、８連装を同時発動も出来るらしい。

　それが前のニトロより明らかに速い超速を生み出していたのだ。

　一いつ瞬しゆんで他ギルドの飛空艇が『空の裂さけ目め』の争奪戦を演じている空域にたどり着くと、同一方向に進む飛空艇をごぼう抜ぬきしていく。

　ちょうど右前方に『空の裂け目』が生み出されていた。

　しかしこれ、直進はめちゃめちゃ速くなったがうまく方向転てん換かんできるのか――!?

「さぁ、あれに入るわよ！」

　前田さんが舵を切る。ギャリギャリ音を立てて舵輪が回る。

　船体がドリフトでもするように横に傾かしぎつつ、方向転換をした。

　俺達はそれぞれに悲鳴を上げて手摺に強くしがみ付く。

　滅め茶ちや苦く茶ちや揺ゆれる！　かなりハイレベルな絶ぜつ叫きようマシーン的な乗り心地ごこちだ！

　結果見事にピーチサンダー号は後方から他ギルドをぶち抜いて『空の裂け目』に侵入できた。

「やったわ！　やったわよみんな！　これでもう『空の裂け目』に入り放題よ！」

　中のインスタンスダンジョンに転送されると前田さんは喜んでいたが――




「「「「あ～～気持ち悪い……」」」」




　俺達は揺られてグロッキー状態なんだが……よく平気だな前田さんは。

　だがせっかく中に入ったし、レベル上げをしないとだ――

「さぁみんな、レベル上げをしましょう！」

　一人だけ元気な前田さんに促され、俺達はダンジョンの様子を見る。

　今回は前回のようなドーナツ状の円形通路のような地形ではなく、単純に大きな広場という感じだ。

　周囲の壁かべはごつごつした岩いわ肌はだだが、足元は芝しば生ふのような緑。

　それがずっと広がっている。やはり入る度たびに構造もランダムなんだな。

「おお今回は綺き麗れいだし広いな……東京〇ーム何個分だよ」

「…………」

　いつもならまた野球で考えてる～とか何とか返してくれるはずのあきらが無言だった。

　あれ、と思って横を見るとぷいと顔を逸らしてしまった。

　あ、何か機き嫌げんが……？

　ワンテンポ遅おくれて矢野さんが拾ってくれた。
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「その例えって、正直野球好き以外置いてきぼりですし。ＪＫ的にはディズ〇ーランドで例えて欲しいですし」

「大体11倍らしいわ。つまり１ディズ〇ーランドは11東京〇ームね」

「じゃあ１東京〇ームは――んーと……」

「０．０９ディズ〇ーランドね」

　さすが学力王だなー前田さんは。

　ニトロで飛空艇ていぶっ飛ばすだけが能じゃないんだぜ。

　いや元々頭脳担当がメインだよな。

　こういう優等生な子でも、ハンドル握ると人が変わったりするんだなーと。

「ああっ！　足元が滑すべりましたわっ！」

　いきなり横から押おされた、と言うかタックルを食くらった。

　赤羽さんの仕し業わざだった。いや何か恐おそろしく白々しいというか絶対わざとだろ！

　しかし不ふ意い討うちを食らった俺は、横にいたあきらを巻き込んで倒たおれ込んでしまった。

「どわっ!?」

「……きゃあっ!?」

　重なり合って倒れた拍ひよう子しに、俺の頬に柔やわらかいものが……

　あきらの唇くちびるである。役得その２なのかも知れない。

「れ、蓮くん……！　もう、人前でこんなことしちゃダメなんだから――！」

「わ、悪いあきら……！　でも赤羽さんがさ――！」

「あらあらごめんなさい。本当に足が滑ったんですのよ。でも役得でしたわよね？　わたくしの時よりも余よ程ほど嬉うれしかったでしょう？　そうですわよね？　ね!?」

　凄い必死感。無理やり俺を突つき飛ばして、さっきのアレを相そう殺さいしようとしてるな！

　そんなにあきらに嫌きらわれたくないか。まあ、なら協力しよう。

「い、いや。それはそうだけどさ……」

　と言いながら、俺は立ち上がる。

　まあ、別に嘘うそでもないしな。

　で、まだ寝ねているあきらに手を差し出だすと、ニコッと笑顔で手を取ってくれた。

「まあいいけど。でも相手がわたしじゃなかったら、もうとっくに訴うつたえられてるよ？　今に始まった事じゃないし」

「やめろ人聞きの悪い！　さあレベル上げだレベル上げ！」

　身に覚えは無くも無いが。

　しかしそんな無駄な事をやっていたおかげで、飛空艇で振ふり回された気持ち悪さも収まって来た。

　俺は改めて、目の前に広がる広いエリアを眺ながめる。

　徘はい徊かいするモンスターも当然存在しており、エリアの広さからその数はかなりのもの。

　バッファローとかオオカミとか、獣けもの系の敵が多いか。

　見える範はん囲いでは王おう冠かん付きのレア系モンスターはいない。

「けっこう敵いるね～。これならいっぱい狩かれるね！」

　あきらはカメラでスクショを撮とりながら、そう言った。

「王冠付きは見えるか？」

　カメラのズームで結構遠くまで見えるっぽいので聞いてみた。

「ううん、見当たらないね」

「なるほど――」

　これは通常モンスターばかりだから、敵からの経験値はこちらとのレベル差で決まって来る。

　こちらよりレベルの低過ぎる敵は、倒しても経験値が得られない。

　これが通常の経験値の計算。

　レア系モンスターは固定の経験値点を持っているから、相手のレベルが低かろうと固定値分は入るが。

　敵のレベルは、大体レベル50台中ちゆう盤ばんだった。

　40台の俺達にはちょうどいいが――

「俺達にはちょうどいいけど、セルフィにはレベルが低過ぎるな」

　経験値の計算は、パーティ内の最大レベルでの計算になるからセルフィが入っているとここらの敵を倒しても殆ほとんど経験値が入らないという事になる。

　一いつ旦たん外れて見ててもらうか……？

「大丈夫ですわ。『レベルアジャスト』がありますので」

「お！　ナイス助かるぜ！」

『レベルアジャスト』とはその名の通りレベルを調整するタレントだ。

　パーティメンバーのレベル上限を一時的に任意の値に制限するのだ。

　例えば45に設定すれば、それを超こえるメンバーはレベル45になり、それ未満のメンバーはそのままとなる。

　経験値の計算は45基準になるので、経験値も問題なく得られる。

　レベル上げを円えん滑かつにするためのタレントだ。

　俺達には取っている余よ裕ゆうは無かったので、赤羽さんが持っていてくれると助かるな。

　誰だれか一人持っていれば、全員に効果があるからな。

「では制限は高たか代しろ君の45でよろしくて？」

「はいっ。それなら二刀流も使えるし！　ありがとうございます、希美さん！」

　とあきらは嬉うれしそうに二本の剣けんを抜いて構えて見せる。

「ははっ。まだ覚えたてですし、はしゃいでるねーあっきー」

「うんうん。まだまだ試ためし斬ぎりし足り無いからね！」

「確かにいいわよね。動きを見ても気持ち良さそうだわ、手数が多いから」

「おのれ二刀流が……」

　まああきらが楽しく使う分には別に止めはしないが――

　ダメジョブマイスターたる俺としては、こういう誰からもちやほやされる人気スキルは気に喰くわない。

　こういう国民的人気スキルを倒すことが魔改造の醍だい醐ご味みである。

　つまりこいつは倒すべき敵なのだ！　許すまじ！

「あははっ。蓮くん二刀流嫌いだもんね～」

　俺の反応を見てあきらが笑う。

「ああ。昔の巨きよ○みたいなもんだ、気に喰わん」

「また野球に例えるんだから。普通の女子高生には通用しないからね、それ」

「どゆことですし？」

「つまり、どんなゲームでも人気で強いから、ロマンを感じないんだって」

「イエスその通り！」

「ははは……無駄な拘こだわりですし」

「いやそこは仕方ない。俺からそこを取るとゲームが楽しくなくなるからな」

「まあ高代くんらしいわ……凄く」

「ふふふっ。だけどわたしは自重しないからね？　ソードダンサーやれって言ったの蓮くんだし、自じ業ごう自じ得とくだから♪」

「言われなくても、自重なんかしないだろあきらは」

「うんしないね！　蓮くんもしないからお互たがい様さまだし」

「だな――というわけで、ここは俺も自重せず二刀流を役立たずにしてやるからな」

「おっ何々？　何か見せてくれるの？」

「ああ」

「さ、『レベルアジャスト』の設定が出来ましてよ」

「よし、じゃあ――のんびり二刀流でズバズバやってる暇ひまがないくらいのスピードで敵を狩る！」

　俺はそう宣言した。

　ギルド対たい抗こうミッションがある以上、レベル上げ自体も効率よく行う必要がある。

　そう、今は効率こそ正義！

　より早く、より効率的に、経験値的な意味の時給を追い求めるべし！

　――というわけで俺達はレベル上げを開始した。

「よしっ！　行ってきますし！」

　まずは手始めに『スプリント』を発動させた矢野さんが周囲のモンスターの目の前を走り回る。

　気づいたら襲おそってくるアクティブな敵は、それを見て後を追いかけ始める。

　しばらく走り回った矢野さんの後ろには、十を超えるモンスターがくっついていた。




　チーフウルフ　レベル53×５

　ブルバッファロー　レベル55×６




　って感じか。

　矢野さんがそれを引き連れて、俺おれ達たちの陣じん取どる場所に戻もどって来る。

　軽いトレインですな。本来なら脅きよう威いと言えるかもしれないが、今の俺達にはこいつらは経験値にしか見えない。

　一気に処理してしまえるからだ。俺達にはこれがある。

「前田さん！」

「ええ！」

「「『マジックエンゲージ』！」」

　からの――

「『ディマインサークル』！」

「『ディアボリク・ハウル』！」

　久しぶりの合体魔法だ。

　矢野さんが引き連れて来た敵を全部巻き込む範囲に紋もん章しよう陣じんが展開。

　中からドラゴンヘッドが飛び出し、敵をがぶりとやると一気にＨＰが７割がた削けずれる。

　久しぶりに使うが、やはり単なるザコ敵には圧あつ倒とう的てきな威い力りよくを発揮するな。

　そして残りを削るのは――

「だが待って欲しい！　『グランドフリーズ』！」

　ピンクのフルフェイスを被ってあのお方の真似をしているセルフィが、口調まで真似て攻こう撃げき魔ま法ほうを放つ。

　彼女の足元から扇おうぎ状じように地面が凍こおり付つき、そこから槍やりのように氷柱が盛り上がって来る。

　氷柱に当たるとダメージが発生、更さらに足止め効果の『凍とう結けつ』の状態異常も引き起こす。

　中々使える攻撃魔法だ。これをあらかじめ習得しているこの子はやはり有能だ。

　ヤツのせいでおかしな事になってるのが哀れである。

　そして更に――

「『グランドウェーブ』！」

「奥おう義ぎ『クロスクレセント』！」

　赤羽さんの範はん囲い攻撃アーツにあきらの範囲攻撃奥義！

　これで矢野さんが釣つって来た11体の敵は壊かい滅めつだ。

　経験値がドドドっと入って来て――

「コケーッ！　また上がったコケ！」

　俺達は誰も上がらなかったが、ココールはプリンセススカルリングで３倍速だからな。

　まあ、何もしてないけどな――

　素だと『ノミの心臓』のせいで敵に一いつ切さいダメージを与あたえられないからな。

　かと言って例の悪徳商人の必ひつ殺さつ技わざをここで赤羽さん達たちに見せるのもあれだし。

　本番のバトルロイヤルじゃ敵同士だしな。手の内を隠せるものなら隠しておきたい。

　まま、ココールにはただ付いて来てレベルだけ上がっておいてもらおう。

「おう。どんどんレベル上がってくれよ、ココール！」

「なんか申し訳ないコケなー……おいら何もしてないコケ。不労所得でレベルだけ上がるコケ」

「いいんだよ、それで。代わりに店番頑がん張ばって貰もらってるしな」

　ココールは店番どころか商品の仕込みまでやってくれる。

　俺達が何もしなくても、寝てる間にココールがギルドショップを回してくれるのだ。

　レベル上げ専念でも、活動資金が湧わいてくるのは非常にでかい。

　そういう点では、ココールの貢こう献けん度どは実は高いのだ。

「はい優ゆう奈なちゃん『剣の舞まい』！」

　あきらの『剣の舞い』で、矢野さんの『スプリント』が再使用可能になった。

「よし、じゃあ行ってきますし！」

　また矢野さんが走って敵をかき集めに行く。

　俺と前田さんはヒーリングのポーズをとってＭＰを回復させておく。

　また矢野さんが戻ってきたら以下繰くり返かえしだ。

　このシステムの中に、二刀流で敵をズバズバ斬きるシーンはどこにもないぞ！

　かき集めて範囲攻撃で殲せん滅めつの繰り返しだからな！

　だがこれが効率がいい以上、仕方ないのだ。急ぐ場合は効率こそ正義！

　俺達はこれを繰り返して、この『空の裂け目』の敵を殲滅して行った。

　無論ゴールデンバニーの美味おいしさには及およばないが、そこそこいい狩りになったな。

「あーんホントに二刀流の出番がないよぉ～！　蓮くんのいじわる！」

「いやいや、効率重視の結果ですから！　ああほらあそこに一体残ってるから、あれは普通に殴なぐってどうぞ」

　俺達は入り口から逆サイドの端はしにある出口に移動しながら敵を殲滅してきた。

　出口はもう少し行った所だが、その側にまだ一体ブルバッファローが残されていた。

　あれを倒したらここはもう終わりだ。

『空の裂け目』の中の敵は時間が経たったら再出現とかはしないからな。

「やったぁ！　じゃあいただきまーす！」

　と、あきらがスカイフォールの衝しよう撃げき波はを放ち攻こう撃げき。

　ダメージを貰った敵が向かってくる。

「よし来い！」

　嬉しそうにあきらが二刀流を振りかざして敵と接近戦を始めた。

「あたしも～！」

　矢野さんも敵を釣って来るばかりで飽あきていたのか、銃じゆう剣けんでざくざく攻撃していた。

　俺達はそれを眺めて休きゆう憩けいしていた。

　出たらすぐまた爆ばく走そうするピーチサンダー号に乗る事になる。息を整えておこう。

「とどめっ！　奥義『エリアルフルムーン』！」

　敵を高く打ち上げ自分も飛んで、空中で縦方向の回転斬り。

　ド派手なアクションで敵を沈しずめたあきらは、満足したらしく笑え顔がおになった。

「うん、すっきりしたぁ～！」

　じゃあ次に行くか、と思った時――

「きゅ～！　れん～！　何かくりゅ～！」

　とリューが騒さわぎ出した！

　あ、これはあれだな――！　新スキルのお時間ですな！

　よし次は何だ!?　カモンカモン！

　俺おれの目の前にシステムメッセージが表示される。




　リューの成長段階が上がりました！　習得するスキルを選んでください




　よしキターーーーー！

「よっしゃ久しぶりに新スキル来たぞ！」

「おー！　どんなのどんなの？」

　とあきらが覗のぞき込んで来る中、俺はメッセージウィンドウを拡大する。




　リジェネレート（常時発動）

〈効果〉守護竜の近くにいるプレイヤーのＨＰが

徐じよ々じよに回復するようになります

マスター以外のＰＴメンバーにも有効です

回復量は１秒あたり５ＨＰです




　ベビーブレス（戦せん闘とう中）

〈効果〉幼竜のブレスを吐はき、マスターを援えん護ごします

ブレスの対象は、マスターのターゲットと同じです

本スキルによるヘイトは、マスターが引き受けます




　グローアップ（戦闘中）

〈効果〉マスターのＡＰアーツポイントを消費して一時的に成長します

成長後はマスターの指示した敵を攻撃するＮＰＣ扱あつかいとなります

敵の攻撃により撃げき破はされた場合、幼竜に戻ります

消費ＡＰアーツポイント２００、効果時間９００秒




　ドラゴンレコーダー（常時発動）

〈効果〉マスターの活動を見届け、全すべての行動のログを保存します

保存したログはシステムウィンドウから見ることができます

また、ログをゲーム外にエクスポートすることも可能です




「おおおおおぉぉ～！」

　俺は喜びの声を上げていた。

　これは一択たくだ、間ま違ちがいない。さすがリューさんは役に立つなあ！

「おおっ！　すごーい、これ面白おもしろそうだね！」

「いいね～でかくなったら絶対強いですし！」

「ええ、楽しみね！」

「守護竜らしくなりますわね」

「とうとうリューも戦えるようになるコケな～」

「だが待って欲ほしい！　可愛かわいくて強くて、素晴らしいですね！」

　と、皆も喜んでくれた。

　よしじゃあ決定するか。

「よしじゃあドラゴンレコーダーで決定っと」

　ぽち。っと俺は選せん択たくした。




「「「「「「はあ!?」」」」」」




　と全員から変な顔をされた。

「いやいやいや！　必要だろこれ！　これで検証作業が捗はかどるじゃねーか！　本格的に試行回数を増やしてデータ取りするには必ひつ須すだろ！　ダメージ計算式の解かい析せきとかさ！」

　ダメージを与えたり受けたりしたログは、その日のうちはシステムウィンドウから過去ログを呼び出して見る事ができるが、一時的なものでログアウトしてログインすると消えている。

　そこを恒こう久きゆう保存できるようにするのがこのスキルだ。

　似た効果のログ収集用のタレントもあって、俺は本当は定期テストで稼かせいだＭＥＰメリツトポイントで今回獲かく得とくするつもりだった。

　それが守護竜効果でゲットできるのは美味しいな！

　本格的な検証には、大量のデータを集めて表計算ソフトと睨にらめっこする作業が必須だ。

　俺はまだこのゲームのデータを解析する作業ができていない。

　検証厨としては早くやりたいんだよ！　というわけでゲットだ！

　選べるのに選ばない選せん択たく肢しはない！

「ククク……！　これで数千数万クラスのログ取りとデータ検証ができるようになる！」

「あ、ダメだこれ！　欲しかった玩具おもちやを手に入れた子供の目だ！」

　あきらが何か言っているが俺はリューを抱きしめて可愛がっていた。

「よーしよしよし！　ありがとうな、リュー。これから毎日お前が取ってくれたログを眺めて過ごすからな。マジで役に立つぜ、お前は」

「きゅー！　れんのやくにたつ、うれし～」

「ま、まあ――検証厨にログ採取ツールを我が慢まんできるわけがなかったって事かな？」

「そう！　さっすがあきらは話が分かるぜ！」

「いや、いつも言ってるけど分かるんじゃなくて諦あきらめてるだけだからね？　まあいいや、じゃあ次行こ次！」

「おう！　データは財産だ！　後で全ログ残るとなると、やる気も倍増しますなあ！」

　俺達は『空の裂け目』から出て、次に向かった。

　魔改造ピーチサンダー号と前田さんのドライブテクニックのおかげで、入り口を確保するのは難しくない。

　強制ログアウトのリアル午後十時まで、休憩をはさみつつレベル上げをし、この日は終しゆう了りようだ。




　それから数日――

　翌日以降も授業後のレベル上げを続け、ギルド対抗ミッションの最終バトルロイヤルについての説明会がすぐ近くに迫せまって来た。

　ココールのレベルは60を超えてきたが、レベルアップに必要な経験値はどんどん増えて行く。

　そのせいで、だんだんレベルアップのスピードは落ちてきた。

　このままのペースだと、最終バトルロイヤルをレベル70前半で迎むかえる事になる。

　レベル70前半で勝てるかと言われると……まあグレーだなあ。きついかもな。

　セルフィのようにデフォルトでレベル60以上のＮＰＣもいたわけだから、もっとレベルは積みたい所だが――

　ゴールデンバニーがもっと出てくれればレベルアップも捗るのだが、最初のアレを含ふくめ出てきたのは二回だけだ。

　もし狙ねらってゴールデンバニーを出せたら、レベル１００も見えるんだが――

　夜中、ログアウトして寝る準備を整えた俺は、ドラゴンレコーダーで出力したログをＰＣのエクセルで開いて眺めていた。

　やはりログ解析はいい。心が洗われるようだぜ。

　で、何となく眺めて行って気が付いたことが――

「……お？　これは……？」

　もしかしたら、いい情報を見つけたかもしれない。




　　◆◇◆




　翌朝――授業前の教室で俺は前田さんに尋たずねた。

「なあ前田さん。初めて『空の裂け目』に入った時さ、ニトロの再使用時間リキヤスト調べてたよな？」

「ええ。あ、何か飛空艇がもっと速くなる裏うら技わざを思いついたの!?　なになに!?」

　期待に満みち溢あふれた目で見られた。

「いや、そうじゃねえけど」

「何だ――残念だわ」

　あからさまにがっかりされて、いつものクール寄りの前田さんに戻った。

　オンとオフの差が激しいなー。

「ってかもうあいつは十分に速いだろ」

「いいえ、まだまだよ」

「……まあいいけど、とりあえず聞きたかったのは、あの時現在時刻を確かく認にんしながらニトロのレバー引きまくってただろ？」

「ええ。一秒おきに確認したわ」

「俺達が『空の裂け目』に入った時間、覚えてるか？」

「ええと――確か16時２分……」

「８秒か!?」

「ええ。その前後だったわ。よく分かったわね」

「おおおおー！　なるほどなるほどこれは当たりかも知れんぞ……！」

「どういう事？」

「見てくれよ、これ！」

　と、俺はシステムメニューからリューが取ってくれた過去ログを呼び出して表示する。

　昨日分のログだ。ウィンドウには『空の裂け目』に突とつ入にゆう直後、ゴールデンバニーが出現して喜ぶ俺達の会話がテキストで収録されていた。

　ここで注目するのは『空の裂け目』への突入を表すログだ。

　普ふ通つうにプレイしている時には一々表示されない情報だが、何時何分にこのエリアに移動したというタイムスタンプも取ってくれているのだ。

　そして突入時刻は――20時５分４秒だった。

「！　これは……!?　時間÷分＝秒？」

「ああ。これが正しければ――」

　俺が過去ログを確認した結果、他ほかの『空の裂け目』への突入タイミングはいずれもこの計算式には当てはまらなかった。

　つまり――

「狙ってゴールデンバニーを出せる……という事よね？」

「そうそう！　これならレベル上げの効率が更に跳はね上あがるぞ」

「だけど、割と単純な法則じゃないかしら？　みんな情報を隠かくしているのかしら？」

「ああ。常にこうってわけじゃないんだろうと思う。バグでこんな簡単な法則になってるか、もしくは法則が一定の期間でコロコロ入いれ替かわるか――まあどっちにしろさ、利用しない手は無いよな？」

「ええそうね。じゃあ放課後早さつ速そく――」

「ああ、検証だ！」

　二例だけだと勘かん違ちがいってこともあるからな。

　何にせよ試さないと始まらん！

　というわけで――

「前田さん！　15時５分３秒で行く！　あと十秒だ！」

「任せて！」

　がっちょん！　がっちょん！　がっちょん！

　前田さんがニトロを三連射し、ピーチサンダー号は他の飛空艇をぶち抜いて『空の裂け目』へまっしぐら。

　レースには勝った、確保できる！　だが――

「ちょっと早い！　二秒くらい！」

「こうすれば――！」

　前田さんが思い切り舵かじを切る。

　ガクンと船体が揺ゆれ、ピーチサンダー号は空をドリフトして『空の裂け目』を避けた。

　そうして膨ふくらみながらも、船首は『空の裂け目』にきっちり向けておき――

　がっちょん！

　ちょうどいいタイミングで再びニトロ発動。

　船首方向に船体が突っ込み、『空の裂け目』に突入した。

　時刻確認。ちょうど15時５分３秒だ。

　わざとドリフトで膨らんで、時間調整したわけだ。いい腕うでしてますなあ！

「よし――どうだ!?」

　俺達が侵しん入にゆうしたのは――柔らかな緑色の木々が生おい茂しげる林の中のような地形だった。

　そしてそこには、金ピカのボディを持つモンスターの姿が。

「おおおおー！　よっしゃゴールデンバニーだ！」

　しかも前のように一体ではない。見えるだけで三、四体はいる。

　これもう、これだけで普ふ段だんの一日分くらいの経験値は稼げるぞ！

「やったわね高代くん！」

「ああ！　前田さんもナイス時間調整！」

　してやったりの俺達はハイタッチを交かわす。

「すごーい蓮くん！　これならＮＰＣレベルはトップ取れるんじゃない？」

「フフフ……どうよ、やっぱドラゴンレコーダーで正解だっただろ？　やっぱ検証環かん境きようを整えとかないと、こんな単純で美味しい現象も見み逃のがすんだよ！」

　ドラゴンレコーダーを取ってなかったら、気づいてなかったからなコレ。

　いやー清すが々すがしい。検証して得た仮説を元にいい攻こう略りやく法ほうを編み出した時が、検証厨にとっての至福の時ですな！

　これでレベル上げの速度は更に加速する。

　レベル判定の召しよう喚かんスキルを持つココールにとっては、レベルこそ力！

　本体のステータスは、ＨＰとＶＩＴ耐久以外はレベル１の時と変わっていないが、これなら何とかなる！

　魔改造、覚かく醒せい、ジャイアントキリングだ！　ココールが他のＮＰＣをボコボコにする姿が見えて来たぜ。

　ふふふふ……そして俺は、ドヤ顔でワシが育てたしてやるぞ！

「よし、こいつらを狩って次行くぞ！　ガンガンココールを成長させる！」

「よっしゃー！　やりますし！　あたし達のレベルも上がるし♪」

　レベル上げ好きな矢野さんもご機嫌だった。

「じゃあ、おいら行って来るコケ～！」

「おう頼たのむ！」

　対ゴールデンバニーには、ココールが絶好の囮おとり役になってくれる。

　あいつら普通ならプレイヤーが近づいたら逃にげるが、『ノミの心臓』持ちで絶対相手にダメージを与えられないココールが相手なら、蹴けりを入れてくるのだ。

　弱いヤツには強気に出るという、これが人間なら人格に問題ある思考ルーチンをしている。




　ボエエェェェ！　ボエエェ！　ボエエェ！




　ココールがとてとて走って近寄ると、反応した奴やつ等らが一いつ斉せいにダッシュ＆ケンカキックをココールに見み舞まう。

「いてぇコケ～！　みんな今だコケ～！」

「よしナイスだ！」

「ある意味これも特とく殊しゆ能力ですわね～」

　赤羽さんが呆あきれたように呟つぶやいていた。

　何はともあれ、ゴールデンバニー祭りの始まりだ！







第３章　最終バトル説明会







　さて、俺達のレベル上げもゴールデンバニー祭りとなり、色々やったおかげでレベル上げはもう問題なさそうである。

　そんな中、今日はギルド対抗ミッションの最終バトルの説明会だ。

　場所は前回のドラフト会議と同じ、王宮内の礼拝堂だ。

　各ギルド英雄候補を同どう伴はんして来いという事なので、ココールも一いつ緒しよだ。

　俺とあきらとココールの三人である。

　ココールの現レベルは65。セルフィは70なので、まだ追いついていない。

　とはいえ一緒に上げていればそのうち抜ぬくのは間違いない。

　何せこちとらプリンセススカルリングで３倍速レベルアップだからな。

「ふーむ……よしよし、レベル的には他に負けてないな」

　会場に向かいながら他ギルドのＮＰＣのレベル表示を見るのだが、レベル60に到とう達たつしているＮＰＣもかなり少ない。

　ここまではセルフィのレベル70がマックスか。

　あの子は元々ドラフト時点で62あったからな。

　全ＮＰＣでも最高の初期レベルなわけで。

　その有能なはずの子があんな事になっているのは、残念としか言いようがないが。

　うん、いくらゴールデンルーキーでも行く球団によっては腐くさるってことですよね。

「ココールくん、行けるよ！　勝てるね！」

「いやーおいらのレベルはハリボテだコケ～。勝てる気しないコケ」

「大だい丈じよう夫ぶだ『ゴールデンイエロー・スウィーツ』はレベルさえあれば機能する。お前は自信満々で構えてなきゃダメだぞ。今までの俺とは違ちがう！　って感じでな？　ハッタリが重要だ」

「コケ～？　そうコケか？」

「ああ、勝つためには必要だ！　ビッグマウスで行けよ。本番までには言動も見直さねーとな」

「まあ、とりあえず蓮れんくんの言う通りにしてみたらいいと思うよ？　多分責任は取ってくれると思うし。ね？」

「おう任せとけ！　今日で最終バトルロイヤルの仕様も分かるわけだし、レベル上げと並行して試合対策もそろそろ始めねーとな」

　と、話し合いながら歩く俺達の進行方向に鳥人種バードマンが何人か集まって話しているのが見えた。

　その中には鳥人種バードマンのリーダー的存在のクジャータさんもいた。

　クジャータさんは片かた岡おかのところの知識の泉ナリツジレイクに行ったんだよな。

　レベルは――68になってるな。元々55だったから結構上がってるな。

「ようクジャータさん！　そっちも順調そうだな！」

　俺が話しかけるとクジャータさんはこちらを向き――驚おどろいて目を見開いた。

「！　ココールのレベルが65だと……!?」

　他の鳥人種バードマン達はココールよりレベルが低い。

　現時点のココールは鳥人種バードマンでは二番目のレベルだ。

　これが本番では、レベルだけは一番高くなるだろう。

「馬ば鹿かな……！　あの弱虫ココールが――」

「信じられん、俺達よりレベルが上だと……！」

　ココールを苛いじめていた奴やつらが、呆あつ気けにとられていた。

　それを見て最もドヤ顔をするのは、ココールでも俺でもなくあきらだった。

「ふっふっふ……！　もう君達じゃココールくんに勝てないんだから！　前みたいにココールくんをいじめようとしたら返り討うちだからね！」

　びしいっ！　と指を突つき付ける。

　怒おこってたもんなー……前見た時。

　まま、あきらのこういう所はいい所だよな。

「何ぃ……！」

「ココールのくせに――！」

　ぎろりと睨まれて、ココールは俺の後ろに隠れてしまった。

「大丈夫だ。ビビらなくてもお前は成長してるよ」

　レベル的にはな！　ステータスは知らん！

　とはいえスキルがあるから戦闘能力はちゃんとある。

　だからビビらずに「おいらは今までのおいらじゃない、スーパーココールだコケ！」くらいは言って欲しいものである。

　うん本番では言わせよう。

　それでビビらせて向こうから手出ししにくい感じにするのだ。

　正直本体のココールは弱いからなー。

　攻撃はスキルで味方を召しよう還かんするとして、本体が手を出だされにくい空気を作らないと。

　幸い外からステータスは見れないから、狙われなければ大丈夫だ。

　バトルロイヤルらしいから、上手うまくハッタリを織り交ぜて本体が狙われるリスクを最小化して立ち回ってもらわないとだ。

「止めておけ。戦いたければ本番で戦えばいいだろう」

　と、クジャータさんが他の鳥人種バードマン達を止めた。

　そして、ココールの方に視線を向ける。

「よくここまでレベルを上げたな――凄すさまじい成長速度だ。驚いたぞ」

「コケ～おいらは何もやってないコケ。蓮たちのおかげだコケ～」

　マジでレベル上げの時は基本見てるだけなのが困る。

　まあ手の内を赤あか羽ばねさん達にも見せないって事では、それでいいんだがな。

　ココールの場合ギルドショップを回して資金稼いでくれるからな。

　それで十分以上に働いている。

「ふふっ。本番の戦いが楽しみだ。私も油断はできんな。それまでに更に腕を磨みがいておけよ」

「コケ～。おいらに磨く腕なんかあるんだコケか……」

　まあ、基本他力本願だからなー。ココールのスタイルは。

　ココールが勝とうと思うとそれしかないと思う、正直。

「まま、お互たがいに楽しみにしてようぜ。よろしくなクジャータさん」

「そうだな。ココールをここまで育てて頂いて、同じ鳥人種バードマンとして礼を言う」

「本番はもうちょい先だろ？　それまでにクジャータさんもぶっちぎったレベルになってるぜ、ココールは」

「楽しみにさせて頂こう。ココールはそちらに引き取られて成功だったようだ」

「ま、成功かどうかは最終バトルの結果でな」

「ああ」

　俺達は話を切り上げて、会場の礼拝堂に入った。

　長机に長なが椅い子すが並んでいる場所。

　また田んぼのミステリーサークルのように人の穴が出来ていた。

　今回中心にいるのは、鉄仮面に下パン一のド変態にピンクの鉄仮面の可哀かわいそうな子だ。

　その光景を見た者はみんなこう思っただろう。

　どうしてこうなった！　と――

　俺達は迷わず、端の方にいる雪ゆき乃の先せん輩ぱいとほむら先輩の近くに座すわったのだった。

　すると、早速雪乃先輩が声をかけて来た。

「やあ蓮にあきら！　その分だと順調そうだな、蓮の所が一番レベルの上げ幅はばが大きいんじゃないか？　さすがだな！」

　と、ココールのレベルを見た雪乃先輩からお褒ほめの言葉が。

　先輩は知るまい。ココールがレベルが上がってもＶＩＴ耐久とＨＰ以外成長していない事を……

　プリンセススカルリング効果で成長率も１／３になったココールは、レベルアップごとにＶＩＴ耐久が１とそれに連動したＨＰが上がるのみだ。

　後は全部成長率が３未満だからな……１未満の成長率だとレベルアップしても成長しない仕様のようだ。

「こんちゃーす雪乃先輩。まあ、結構頑張ったんで」

　答えながらふと思いつき、ココールと同じレベル１だったアルフレッド君の姿を探してみる。

　――お。前の方にいた。レベル53か。あっちもかなり上がったな。

　ココールと違って、彼かれは大器晩成の権ごん化げみたいなスペックをしてたからなー。

　正統派の勇者タイプと言いますか、今どういう強さになってるのか興味あるな。

　ちなみに雪乃先輩の所のＮＰＣはドラフトでも人気だった獣人ワーウルフのミコット・コープルちゃんである。

　元々レベル58で所持スキルも多かった。多分戦士系では一番人気の候補だ。

　ドラフトでも赤羽さんのとこのセルフィと一番人気を二分してたはず。

　今のレベルは――おお73！　全ＮＰＣで一番高いんじゃないか。これは優勝候補だ。

　対してほむら先輩の所は、初期レベル７か８くらいのおっさん商人キャラのブルーノさんだ。

　まあ正直ちょっと抽ちゆう選せんで負けた感は否いなめない。

　現レベルはそれでも42まで上がっていた。

「君達、狩かり場ばは妨ぼう害がい工作で潰つぶれているのによく上げられたわね。プライベートダンジョンはないんでしょ？」

　と、ほむら先輩が言って来る。

「はい『空の裂さけ目め』で上げてますよ」

「ああ。でもプライベートダンジョンがないギルドが殺さつ到とうして、入り口の争そう奪だつ戦せんが激し過ぎるって聞いたけど？」

「そこはいい飛空艇ていといい腕が合わさって入り放題になってるんで」

「ふーん。真ま面じ目めに頑張ってんのねー」

「何か不満でも？」

「大アリよ！　世界中で狩場が荒あらされてるから、レアモンスター狩りにも支障があるわけ！　それじゃアイテム収集が進まないのよ！　こんなイベントどうでもいいから、早く終わって欲しいわ」

「フン。負まけ惜おしみだな。お前は勝てそうにないから拗すねてるだけだろう。昔からお前はそういう奴だからな」

「はあ!?　ちょっと最初にいいＮＰＣ引いたからって調子に乗ってんじゃないわよ！　こんなもん運で結果が決まるだけでしょ、いいの引いたら勝つ、それだけ！　それも分からず調子に乗ってるなんて、さすが脳筋共は考えが浅はかよね！」

「そう思えるのはお前の脳ミソがスペック不足だからだ！　蓮を見て見ろ、どう見ても最弱っぽいニワトリで勝負できそうじゃないか！」

「いやまあ、やってみなきゃわかりませんけどね」

　と、俺が言うと雪乃先輩がにやりと笑えみを見せた。

「ふふっ。自信ありそうじゃないか、やっぱり狙うんだろう？　優勝を」

「もちろん！　俺おれ達たちが勝てたらこれはまさしくジャイアントキリングですからね！　狙わざるを得ないっす！」

「じゃあ、まず雪乃のところをぶっ飛ばしてやってね。期待してるわ。やってくれたらまた『ハヤブサの極光石』をあげてもいいわよ」

「おお……」

「貴様買収かこのアイテム厨が！」

「うっさい脳筋！　あたしは今回は運が悪かったから、頭脳で戦おうとしてるだけよ！」

　相変わらずだなー、先せん輩ぱい達たちは。

　まあこの人達はこれが日常会話みたいなもんだから、特に止めないが。

「皆みな様さま、お忙いそがしい中ご足労頂きありがとうございます」

　あ、出たリエルリィズ姫ひめだ！

　今日は何が飛び出すのか……そればっか気になって、美少女のはずなのに美少女に見えないよな、このお姫様は。

　まあ、あきらを見慣れてるというのもあるかも知れない。

　これだけのハイクオリティな美少女といつもいると、他の子を見てもそこまで凄すごいとは感じられなくなる。

　ちらっと隣となりのあきらを見ると、目が合ってにこっと微笑ほほえまれた。

　ああ、いつも通り可愛いな――

「どしたのー？　ちょっと顔赤いぞ～？」

　よくやられる、ほっぺたをつんつんされるやつである。

「やめろって！」

　と、リエルリィズ姫は俺達プレイヤー集団の真ん中を見て、きょとんと首をひねった。

　その視線の先には、前回同様田んぼのミステリーサークルかのような穴があるのだが、そこに座る鉄仮面が二体になっていた。

「まあ、わけワカメです。今回は二体に増えてアベックになっていらっしゃいますが、ひょっとしてそれがナウいのですか？」

「無論！」

「その通りです！」

　お兄様とセルフィがガタっと立ち上がって勢いよく応じていた。

　あー赤羽さんがこの場に来ない理由は痛いほど良く分かるな……

「まあ、でしたら私もやってみようかしら――」

「ダメです、姫様！　お止め下さい！」

　うん、アニタさんが止めてくれた。良かった良かった。

　リエルリィズ姫ならやりそうで怖こわいからな。

「ではでは、ギルド対たい抗こうミッションの最終バトルについてご説明いたしますので、お口チャックでお願いしますね～」

　静かに聞けって事でいいよな？　そうだよな？

「さて……これまで皆様には各おの々おのの英雄候補を育てて頂きましたね。本当に感謝感激雨あられです。ギルド対抗ミッションの締しめくくりとして――来週の週末、各英雄候補を交えたバトルロイヤルを開かい催さいさせて頂きます。みんなでわーっとお祭り気分で楽しんでしまいましょう！」

　うん、それは仲なか田た先生のリーク通りだよな。

　とはいえ具体的にどういうルールなのか……

「バトルロイヤルと言っても、どんなものかはまだわからんちんですよね？　具体的なルールを説明しますと――アニタ」

「はい姫様」

　アニタさんがリエルリィズ姫に何か手て渡わたす。

　手持ちのボード的な。テレビとかで使ってるフリップみたいなものか。

「では――はいっ！」

　姫がこちらにフリップを向けるとそこにはイメージイラストが。

　無数の飛空艇が浮うかぶ空の絵だ。

　む――？　つまりこれは……？

「はい、艦かん隊たい戦ですね！」

　ほほう――！　なるほど面白いかも知れん！　やった事ないしな艦隊戦は！

　各ギルドの代表も、俺おれと同じく興味あり気な反応だった。

「ティルーナ近海に広域結界を張り、バトルフィールドを形成し全ギルド参加の艦隊戦を行います！　各ギルドに飛空艇は貸し出しますが、自分達で所有する飛空艇を持ち込んで頂いても構いません。どちらを使っても自由ですが、各ギルド飛空艇は一艇のみです」

　なるほどなるほど――

　だったら俺達は有利だな！　魔改造ピーチサンダー号が使えるわけだ。

　あの鬼おにの機動性で戦場をかき乱してやるぜ……！

　ただし攻こう撃げき的てきなパーツは何も積んでないから、それがどう出るかだが。

　まま、いずれにせよ楽しそうだ。

「琴こと美みちゃんが喜びそうだよねー」

「ああ、面白そうだよな」

　と俺とあきらは話し合う。

「飛空艇の製造技術は浮ふ遊ゆう都市ティルーナにしかないコケからな。こういうのができるのも、ここならではだと思うコケ～」

　なるほどな、ここでしかできない事を――ってのもあるのか。

「また、バトルフィールドに配置可能な各ギルドの戦力はＮＰＣを含め６名まで。ＮＰＣ以外のメンバーの途と中ちゆう交代は無制限かつ任意に可能です。そして、バトルフィールド内にはレベル制限がかかります。制限は各ギルドの英雄候補のレベルまでとなります」

　ああ！　なるほどなるほど――そうだよな、そうしないと雪乃先輩とかほむら先輩がフルスペックでバトル参加してきたら流石さすがに勝ち目が無いしな。

　ＮＰＣのレベルまでの制限って事で、それまでの育成の成果が出るわけだ。

「また勝敗は各ギルド間の撃げき墜ついスコアで競きそって頂きます。他ギルドのプレイヤーの撃げき破はは１ポイント。ＮＰＣの撃破は５ポイント加算です。撃破された場合は無制限に復活できますが、同数のポイントが減算されます。制限時間の60分経過後、ポイント上位の４つのギルドが決勝戦進出となります。決勝は専用の闘場で行って頂きますが、細かいルールは決勝進出のギルド同士の話し合いで決めて頂きます」

　――ふむふむ、撃破スコア勝負な。

　決勝のルールはその場で決まるっぽいから、これは深く考えても仕方ないか。

　とにかく決勝に残ることを最優先だな。

「そして最後まで生き残った優勝ギルドへの商品はこちら！」

　ドン！　とまた別のフリップをリエルリィズ姫が出した。

　そこには商品の目録が――




　１：ギルド専用人工浮島ラグーンの譲じよう渡と

　２：ギルド専用ギフト『闘神の息い吹ぶき』

　３：全アイテムから、任意のアイテムを３つ贈ぞう呈てい

　４：全ギルドメンバーのレベル＋20




　ほう――！　人工浮島ラグーンゲットのチャンスが来たか！

　ギルド専用ギフトっていうと、ギルドメンバー全員に効果が発動するって事だな。

『闘神の息吹』がタレント枠わく以外で全員にかかるとか、これもかなり強力だな。

『闘神の息吹』自体、かなりのプレイヤーがタレント枠に入れてるタレントだろう。

　それが別べつ枠わくでかかるという事は、もともとの枠を別のものに変えられるという事。

　疑ぎ似じ的てきにタレントスロットの数が増えると考えてもいいくらいの効果だ。

　任意のアイテム３つも超ちよう強つよい武器とか防具とかもらえるとでかいな。

　何だったら二本目のスカイフォールとかもありだよな。

　レベル＋20っていうのも、高レベル者にとっては膨ぼう大だいな必要経験値を稼かせぐ手間が省けていいかも知れない。

　まあ俺達みたいな一年じゃなく、三年生の高レベルプレイヤー向けか。

「ふふふ……！　いいわね話が分かるじゃない！　アイテム３つじゃ足りないけどね！」

　一番喜んでいたのは、ほむら先輩のようだった。

「ふん、お前たちには無理だ。諦めろ！」

「さぁてね？　戦いはバトルフィールドだけでやるもんじゃないって事よ」

　そして、リエルリィズ姫がさらに続ける。

「そして更さらにインド人もびっくりの新企画！　それは――はいどうぞ、先生！」

　と、姫が手招きした先には、いつの間にか仲田先生がいた。

　おお？　何事だ、先生が来るとは。

「はいはーい！　１－Ｅ担任の仲田でーす。今回のバトルロイヤルの実じつ況きようもやらせてもらうけど、それとは別にこれは学校側からのお知らせですが――今回の最終バトルロイヤルでは、新システムの試運転も兼かねさせて貰もらいます。問題なければ、今後本格的に導入する予定です」

　新システムだと？　何だそれは――

「どんなシステムかって？　それはずばり――保護者参観システムよ！　保護者の人にもログインしてもらってバトルロイヤルを見れるようにします！」

　保護者参観システムだと――!?

　そういやこれ学校だもんな……そういうのもありっちゃありなのか。

　まま、うちの親は喜んで見に来そうだ。

　親父おやじとかうちの学校のゲームにも一枚噛かんでるらしいしな。ゲーム会社の人間だから。

「ほ、保護者参観……！　そんな……！」

　あきらの顔がちょっと蒼あおざめていた。




　　◆◇◆




　説明会が終わると、俺達はギルドハウスに帰って来た。

　そして、前まえ田ださんや矢や野のさんに最終バトルロイヤルの概がい要ようを伝える。

「へぇ～保護者参観で艦隊戦ですし？　この学校ならではですし。でもどっちかって言うと親より兄弟が見たがってるんですけど――」

「呼べるか聞いてみたら？　でも、艦隊戦なら腕の見せ所ね！　ピーチサンダー号も持ち込めるんでしょう？」

「ああ、そう言ってたぜ。俺達にとっては都合いいよな。飛空艇も魔改造済みな上、バトルフィールドのレベル制限はココール基準だし。レベルだけなら、当日には間ま違ちがいなくココールがトップになってるだろうしな」

　ココールのスキルの調整と、艦隊戦のシミュレーションはやっておきたいけどな。

　特に艦隊戦は未経験だからな。

「全然都合よくないよっ！」

　と、あきらが声を上げた。

　保護者参観と聞いてから、あきらは何かにおびえている様子だった。

「どうしたんだよ？　面白おもしろそうだぞ？　運動会みたいなモンだろ」

「そうじゃないの、問題は保護者参観だよ……！　前から言ってるけどわたしの家、すっごい堅かた苦くるしいから――こんな装備でいる所なんて見られたら、下手したら学校辞めさせられちゃう……！」

　ああ、ソードダンサー装備か――

　俺ももう見慣れてきてるからこれが普通だが、確かに露ろ出しゆつ度どは高い。

　装備全ぜん般ぱんの露出度がネックで選ぶプレイヤーが少ない不ふ遇ぐう職だった。

　あきら自身も着慣れてきたのか、だんだん恥はじらいが少なくなって、最近ではソードダンサー装備のまま授業受けてたりすることもあるので、俺もあまり意識することが無くなってきていたが、確かにまあ、厳格な家のお嬢じよう様さまがこんな格好してたら、家の人は衝しよう撃げきかも知れない。

　スカート短いし脇わき見せで胸むな元もとぱっくりだからなー。

　改めて考えるといいもんだよな、うん。

　だが保護者参観である以上、そうも言ってられんと――

　普段の装備も『エンジェルチャーム』も露出度高いのは一緒だからな。

「じゃあ、普通の制服装備するしかないか――」

　あれならまあ、普通の見た目だからな。

「でもそれじゃ弱いよね……せっかくのバトルロイヤルなのに縛しばりプレイになっちゃう」

「まあレベル１の装備だしな。単なる見た目用だし」

「ねえ、ちゃんとした装備で露出度少ないのってないのかな？」

「うーむ。情報屋かほむら先輩のとこのミュージアムに行って調べてみないとな。何とも言えねーな」

　最悪他ジョブに一時的に変わるとかもありだが、『転生の翼つばさ』のＭＥＰメリツトポイントが８００だ。俺達のＭＥＰメリツトポイントはもう空だからな。どうしようもない。

「そうだよねえ。はぁ……憂ゆう鬱うつ～」

「まあ、俺達もここの所で急激にレベル上がってるからな。装備は更こう新しんしねーとだから、ついでに探せばいい。見つからなきゃ制服だな。あと『バニッシュフリップ』で見えないように立ち回るか、サークル魔ま法ほうで目め隠かくしするか――」

「うん……そうなっちゃうよね」

「本番は来週末だからあと９日なわけだが――暫しばらくはこのままレベル上げメインで行くとして、並行して装備更新は考えないとな。ココールのスキルの仕込みは最後の最後だ」

　ココールのスキルについてはレベル上げの最中に多少検証は行っている。

　まあ通常のモンスターなら問題なく仲間に出来て使う事が出来た。

　ただし一体一体に金がかかるが……

　で、呼び出すことのできるモンスターのストック数はレベル20ごとに１増えるという感じで、今65だから４枠だ。そして同時に出せるモンスターは一体のみ。

　仲間にできるモンスターのレベルはココールのレベルまでなので、ぎりぎりまでレベルを上げてそのレベルに近いモンスターを最後に揃そろえるのがいいだろう。

　どこまでレベルを上げられるかだな――まあ１００目標ってとこだろう。

「今日はこの後レベル上げの予定はないよね？　わたし、今日はちょっともうお休みするね？　なんか疲つかれちゃった。はぁ……」

「ああ分かった。お疲れさん、また明日な」

「お疲れあっきー」

「お休みなさい、あきら」

「あきら～元気出すコケ～」

「うん。じゃあねみんな。お休みなさい」

　と、あきらは元気なさそうに微笑みながらログアウトして行った。

　うーんそんなに気になるのか、実家の事――

　あの様子じゃ、せっかく準備頑がん張ばっても本番で楽しめないだろうな……

　ここはベストフレンドである俺が何とかしてやらねーと！

「よし、じゃあ俺ちょっとほむら先輩のとこのミュージアムに行ってくるわ」

　と俺が言い出すと、すぐに前田さんと矢野さんが反応した。

「あきらの装備を探してあげるのよね？　じゃあ私も行くわ」

「あたしも行きますし！　あっきーのためですし！」

　続いてココールも反応する。

「おいらも行くコケよ～！　あきらのためだコケ！」

「きゅ～きゅ～！　リューも～」

　ああ、みんな優やさしいな。

　ゲームでもなんでも持つべきものは友達ですなって感じだ。

「よし、じゃあ行こうぜ！」

　俺達はギルドハウスを出て、ほむら先輩のミュージアムに向かうのだった。







第４章　あきらのための新装備を







　さて、やってきました！　ほむら先輩の全覧博物館グランミユージアムがやっているアイテム博物館！　困った時にはここか情報屋ですな！

　というわけで俺達は、保護者参観でソードダンサー装備を見られたくないというあきらのために装備を物色するのだが――

「うーむ……どれもこれもだなぁ」

「徹てつ底ていしてますし。どれもこれもえぐい露出度ですし」

「まあ、確かに親に見られたら恥ずかしいわよね。多分私の家でも怒られるわ」

　このアイテム博物館でも、ソードダンサーの装備は例外なく肌はだ色いろ度が凄かった。

　普ふ段だんのあきらの装備より肌色度が上がりこそすれ下がることはないな、これは。

『エンジェルチャーム』とかまだましな方だなー。

　何なに故ゆえに布地が減るのに性能が上がるのかこいつらは。

　まあゲームの世界特有のメルヘンですなあ。

　普段なら非常に喜ばしいあれなのだが、こうなるとな――

「うーんダメだ。無いなマジで、徹底してるわ」

　まともな性能で慎つつましい防具は何もない！

　ソードダンサー恐おそるべし！　開発者の異様な拘こだわりを感じるぜ。

　ただまあ、こういうクリエイター魂だましいに溢あふれた尖とがり方は嫌いじゃないよ！

　女子には全く受け入れられんだろうがな！

「蓮れん～！　蓮～！　こういうのはどうだコケ？」

　と、ソードダンサー用の防具コーナーから大分離はなれた所から、ココールが俺を呼んだ。

「何かいいのあったか？　ココール」

「これだコケ。『ミミックファン』だそうだコケ」

　ショーケースの中に入っているのは、綺き麗れいなシルバーの鉄てつ扇せんである。

　名前はミミックファンだが、ファンは扇おうぎのファンだとしてミミック要素は？

　普ふ通つうの扇に見えるが――？

「ミミック感ゼロですし。せめて宝箱の柄くらいついてないですし？」

　と、矢や野のさんも俺と同じことを考えたようだ。

　名前間違ってんじゃね？　製作者のミスか？　と。

「ミミックは似せるとか擬ぎ態たいするという意味の英語よ。宝箱のふりをしているモンスターの名前じゃないわ」

　何ィ!?　知らなかった！　勉強になるな、さすが前まえ田ださんだぜ。

「……というような話題になって、結果的に英単語を一つ覚える事になるのを意図したんじゃないかしら。学校らしい、いいネーミングのアイテムね」

「あーん何か悔くやしいですし！　まんまとハメられた感！　はずかし～！」

「あはは……大だい丈じよう夫ぶよ。でも勉強はもう少し頑張りましょう？」

「ふぇ～い」

「……」

　よし、俺は黙だまってよう！

「大丈夫コケよ。優ゆう奈なは絵がうまいから、ちょっとくらいバカでも生きていけるコケ～」

「ありがとぉココール～いいやつですし！」

　ははは。ＮＰＣに慰なぐさめられてる。

　いやしかし、ココールいいヤツなんだよなー普通に。

　ギルド対抗ミッションが終わったら帰っちまうのかな。ちと寂さびしいよなーそれは。

「で、効果は――？」

「ちょっと高たか代しろ！　どうせあんたも知らなかったクセに、スルーしてたですし！」

「ノーコメント！　さぁ効果を見よう！」

「あー！　ずるいですし！」

　矢野さんの抗こう議ぎはスルーして、俺はアイテムの説明を見た。

　扇というのは、アイテム種類としては武器になる。二刀流も可能な片手武器だ。

　で、他ほかの武器に比べて変わっている所は――これ女性専用装備なんだよな。

　そして特性としては打だ撃げき力りよくは低めで、ガード性能が結構高かったりする。

　もちろん盾たてに比べればガード性能は低いが、他の片手武器よりは抜ぬけている。

　二刀流のサブウェポンとして、ややディフェンシブに戦いたい時とかは重宝するかも。

　扇のアーツも結構トリッキーなものがあるようだから、中々面白そうだ。

　というのが一いつ般ぱん的てきな扇のスペック。

　そしてこの『ミミックファン』にはこんな特とく殊しゆ効こう果かがついていた――




『擬態』を行い最後に攻こう撃げきした相手の姿になる事が出来る。

　パーティメンバー及およびＮＰＣにも『擬態』可能。

　消費ＡＰアーツポイント：50　効果時間：６００秒




「ほほう……!?」

「なるほど……これで姿を変えるのね！」

「そうすりゃあのエロいのが見えませんし！」

「そうだコケ～これならあきらも、思いっきり戦えるコケ？」

「装備可能レベルも55だし、いけそうだな――！」

　俺達のレベルも既すでに55はオーバーしている。

　手に入りさえすれば、これはすぐに使えるな。

　後気になるのは、『擬態』した後に装備変へん更こうしたら元に戻もどるのかって事くらいか。

　制服でバトル開始⇒『擬態』⇒（性能的な意味で）普段のソードダンサー装備ってやると『擬態』が切れたら悲しいしな。

　いや、もし切れるとしても戦せん闘とう開始の時だけサークル魔法で目隠しして、ソードダンサー装備に着替えてから『擬態』すればいいか。

「よっしゃ、じゃあこいつの入手先を――」

　調べに情報屋に行くか、と思った所にちょうどほむら先輩がやって来た。

「どうしたの君達？　これに興味あるわけ？」

「おお、ちょうどいい所に！　先輩、この『ミミックファン』ってどうやって取るんですか？」

「これ？　欲ほしいの？」

「うっす！」

　俺はこくこく頷うなずいた。

「ならいい入手法があるわよ。これなら一いつ瞬しゆんよ」

　と、ほむら先輩がにやりとする。

「お？　何っすか？」

「あたしから貰う――っていうのはどうかしら？　これＥＸ属性じゃないから。まだストックは何個かあるし」

「マジですか……！」

　アイテムの属性は、Ｏが同時に一つしか持てない。ＥＸが他人に渡わたせないだ。

　俺が使う暗器系は全部ＯかつＥＸなので、自分で合成するのが必ひつ須すになるという面めん倒どうな代しろ物ものである。

　Ｏがついているせいで複数所持も出来ないしな。

　まあ、複数持てたとしても暗器アーツは基本一戦闘に一回という縛りがあるせいで、複数持つ意味もあまり無いのだが。

　ああでも複数持ちが可能になれば一々『ファイナルストライク』で壊こわしてやらなくても、新しく合成すればもう一回暗器アーツが撃うてるな。それはそれで経済的かもな。

　でも『ファイナルストライク』が無いとダメージが出ないから、一いち撃げき大ダメージ狙ねらいのロマン砲ほうとしてはどうせ使うが。

　銭ぜになんぞいくら投げてもいいから、一瞬の大ダメージを突つき詰つめるのだ！

　大ダメージは正義！

「勿もち論ろんタダじゃないわよ？　代わりに最終バトルの時に手を組むっていうのはどう？」

「なるほど、同盟ですか」

　まあ全ギルド参加しての艦隊戦だからな、協力体制を取るギルドも出てくるだろう。

　そんなにがっつりしたものではなくても、お互い潰し合わないように、と約束しておくのも一種の同盟だろう。

　別にそれを禁止するルールも無い。禁止と言っても難しい話だ。

「そういう事ね。お互いに潰し合わない。助けられる範はん囲いで相手を助けるって感じ」

「なるほど……」

　まあ、それならそんなにこちらの動きが制限されるわけでもないか。

「それから、どちらかが優勝した場合の賞品はお互いアイテムを３つ貰える権利を選ぶこと。勝った方がそのうち２個を取って、負けた方にも１個渡す――でどう？」

「んー……」

　これは、どうだろうなー。

　ほむら先輩的には保険をかけたいんだろう。

　俺達が勝ってもアイテム１個は手に入るわけだからな。

　そう言うあたり、必ず自分達が勝てるという自信があるわけではないという事だ。

　自信があるなら３つ総取りを狙えばいいわけだし。

　そして、逆に言うと俺達には優勝もあり得るとほむら先輩は見ているわけだ。

　そうでなければ、こんな条件を付ける意味がない。

　わざわざ『ミミックファン』を差し出してまで同盟したいって事だからな。

　しかしなあ、優勝賞品はアイテム以外にも選せん択たく肢しがある。

　その中には人工浮島ラグーンを貰えるやつもあるんだよなあ。

　正直俺達が勝ったら人工浮島ラグーンを選ぶものだと俺は思っていた。

　そもそもは人工浮島ラグーンが欲しかったから、皆でギルドを作ろうって話になったわけだし……

　それを遠回りするのもなあ、と思うわけで。

「あの、ちなみに普通にこれを取るにはどうすればいいんっすか？」

「クリスタル・フォレストに出るレアモンスターのクリスタルファルコンロードを倒たおした戦利品ね。ちなみにレベル１５０くらいよ。ドロップ率も数％ってとこ」

　１５０もか――それに、確かクリスタル・フォレストは入るための条件が厳しいと片かた岡おかが言っていた。入る許可を得るためのクエストやら何やらがあるのだ。

　それをすぐにやるのは難しいな。レベル１５０のレアモンスターを狩かれる保証もない。

　そもそも現状、全世界的に狩場は妨害工作で潰れているのだ。

「もしくは、普通にお金を出して買うか――まあこれ結構レアだから高いわよ。相場は５００万ミラくらいね」

「むう――！」

　高いな！　ココールのおかげでギルドショップは順調に利益を叩たたき出だしているが、５００万ミラも貯たまってはいない。

　それに、俺達やココールのレベルも最近急激に上がっているから、最終バトルの前には装備全般を一新しなければならない。そのための資金は必要だからな……

「みんなどう思う？」

　と、俺は前田さん達に意見を求めた。

「それであっき～が楽しくやれるなら、いいんじゃん？　本番までに準備するのは厳しそうですし」

「だけどほらさ、買った時の賞品はみんな人工浮島ラグーンがいいのかなってさ」

「人工浮島ラグーンは欲しいけれど、そのせいで楽しめないなら本ほん末まつ転てん倒とうだわ。だから人工浮島ラグーンはまた今度にして、あきらに『ミミックファン』を持って帰ってあげましょう」

「おいらもそれがいいと思うコケ～。蓮たちは楽しそうにやってるのが一番だと思うコケ」

「そっか。じゃあそうするか、ありがとうなみんな！」

　俺だってあきらにこれ持って帰ってやりたかったからな！

　やっぱマイベストフレンドとは楽しくやってこそなわけで。

　笑え顔がおなのが一番可愛かわいいからなあきらは、うん。

　守りたい、この笑顔ってやつだ多分！

「じゃあ同盟しますほむら先せん輩ぱい！」

「オッケー！　じゃあよろしくね。君達には期待してるから！」

　こうして完全にモノにつられた俺達は、ほむら先輩達と同盟することになった。

　あとは赤あか羽ばねさんの所とも特に約束はしてないが、同盟っぽい感じにはなるのかもな。

　一いつ緒しよにＮＰＣのレベル上げしてるしな。

　まあ本番ではあえて潰つぶし合う事もないって感じだろう。

　とりあえず、明日あきらにこれを渡してあげるのが楽しみですな！




　　◆◇◆




　翌朝――

「おはよ～……みんな」

　学校の授業が始まる30分ほど前。

　あきらはギルドハウスにログインして来た。

　やはり昨日と様子はあまり変わっておらず、少々元気がない。

「おっすあきら。やっぱテンションが低いですな？」

「え？　そ、そんな事ないよ？」

「ウソウソ！　顔に出てますし」

「そうね、元気がないわ」

「んー……まあね、やっぱり保護者参観が――」

「そんな、ソードダンサーの装備の過激さにお困りのあなた！」

「いや……まあそうなんだけど、そもそも蓮くんがやれって言うから――」

「そんなあなたに朗報です！」

「？」

「ほい。これを使いなされ」

　と、俺はあきらに『ミミックファン』を手渡した。

「え？　これ何？　扇だよね」

「装備の説明見てみろよ」

「……ええと――ん？　『擬態』？　あ！　これならもしかして……！」

「そうそう。バトルロイヤルの間、ずっと誰だれかの『擬態』を続けてればソードダンサーの姿を見られずに済むだろ？」

「わぁ～！　うんうん、そうだね！　これなら大丈夫かも！」

　あきらの顔がぱっと輝かがやく。いつもの笑顔が戻って来た感じである。

「これわたしが使っていいの？」

「もちろん！　そのために探して来たんだからな」

「どこで見つけてきたの？」

「昨日あの後、皆でほむら先輩のとこのアイテムミュージアムに行ってさ、探して来た」

「みんなで？　そうなんだ――！　みんなありがと～！」

「気にしないで、その方が私達たちも楽しいから、そうしただけだから」

「そそ。あっきーがニコニコしてないとこっちも調子狂くるいますし」

「そうだコケ～。あきらは笑顔なのが一番だコケ！　な蓮、そうだコケ？」

「ああ。完全に同意」

「ふふふっ！　よ～しじゃあ早さつ速そく試ためし斬ぎりしに行こ！　試し斬り！」

「今からか？　もう授業始まっちまうぞ」

「大丈夫大丈夫！　ちょっとだけだから！　さぁ行こっ！」

　というわけで、いつものトリニスティ島の一層に移動した。

　ここは他ギルドの妨ぼう害がい工作からもお目こぼしされていて、今日も今日とてアイランドバニー師し匠しようたちが群れを成してぬぼーっとしている。

「よし！　早速試し斬り行くよー！」

　言うが早いかあきらは手近にいたアイランドバニーに走って行き『ミミックファン』で攻撃した。

　バシン！　と音がしてアイランドバニーが地面に伸のびる。




　ボエェェ!?




　何回も聞いた悲鳴だ。当然レベル差が凄すごいので一撃必殺である。

「よし――『擬態』っ！」

　と『擬態』を発動する。扱あつかいとしては武器専用のアーツという事になる。

　ぽんっ！　と軽い効果音がして、あきらの体が白い煙けむりに包まれる。

　中から現れたのは――『スカイフォール』と『ミミックファン』を二刀流したアイランドバニーである。

　武器グラフィックはそのまま残るのか。

　ステータスをコピーするわけじゃなく、あくまで見た目をコピーするわけだ。

　武器はそのままじゃないと攻撃方法変わるしな。なるほどな。

「おぉ～！　何かもふもふしてるよ、わたし！」

　声もあきらのままだった。嬉うれしそうにぴょこんぴょこんと飛とび跳はねて見せる。

「おーすごいコケ！」

「楽しそうですし！」

「そうね――面白いわね、これ」

「なああきら、ステータス弱くなったりはしてないよな？」

　性能的な事は確かく認にんしとかないとな。

　俺が尋たずねるとあきらはステータスウィンドウを開いて、中身を確認する。

「うん下がってないよ。変わるのは見た目だけだね」

「なるほどなるほど」

「ねえねえ、ココールくんに変身してみていい？」

「いいコケよ」

　あきらがぺしっと軽く『ミミックファン』をココールに触ふれさせる。

　これで『擬態』の対象が切きり替かわるわけだ。

「じゃあ次はココールくんに！」

　ぽんっ！　と今度は二刀流のココールが現れた。

「おお～ホントにそっくりだコケな～」

　感心するココールの周りをあきらココールがちょろちょろ走り回る。

「あはははっ！　何かちょっと走りにくいかな～？」

　ココールは手足短いし、体も丸っこいからな。

　思うように体が動かないのかも知れない。あ、こけた。

「『擬態』の効果中に装備外したらどうなるんだ？」

　効果は切れるのか？　こういう所も見とかないとな。

「どうだろ？　優奈ちゃん持って」

「ほいほい」

　――おお。あきらが『ミミックファン』を矢野さんに渡したのに効果は切れない。

　なるほどなるほど。発動したら効果時間中は装備変更してもそのまま継けい続ぞくなんだな。

「じゃあ、この『擬態』したあきらを更に『擬態』したらどうなるんだ？」

「オッケ！　試しますし！」

　と、矢野さんは『スプリント』を発動してアイランドバニーの群れに突っ込んだ。

　そこで『ミミックファン』でバシバシアイランドバニー師し匠しよう達たちをなぎ倒した。

　ＡＰアーツポイント貯めの儀ぎ式しきである。

　矢野さんは『闘神の息吹』を持っていないからな。

　敵を攻撃して必要なＡＰアーツポイントを貯める必要がある。

「私もちょっと興味があるわ」

　と、前田さんは離れたアイランドバニーに攻こう撃げき魔ま法ほうを撃ち込んでいた。

　前田さんの場合は、タレントの『タクティカルマジック』のおかげで、ＭＰを消費すればＡＰアーツポイントが貯まるようになっている。

「じゃあ、行きますし！」

　戻ってきた矢野さんがあきらココールに『ミミックファン』をぺしっとやり、『擬態』を発動させた。

　ぽんっ！　そして現れたのは――見慣れた超ちよう絶ぜつ美少女の姿である。

「ああ、そこはあきらになるんだな。元の人をコピーするのな」

「うわ～あっきーになりましたし！　ってか谷間すっご！　胸でかいですし！　重いですし！」

　ギャル語のあきらが、自分の胸をゆさゆさ持ち上げている。

　おお……これはこれで何か幻げん想そう的てきな風景ですなあ。

「ちょ、ちょっとやめてよ～！　優奈ちゃん！」

　あきらココールが頬ほおを赤らめている。ちょっとキモいかも知れない。

「ほら、ことみーもいっぺんあっきーに変身してみるといいですし」

「ええ!?　私も？」

「巨乳体験は貴重ですし。特にことみーにはね」

　まあ、前田さんはスレンダーな方だからな。

　矢野さんはあきらと前田さんの中間よりちょっとあきら寄りかなと。

「……まあ、一度くらいなら」

　前田さんも多少興味はあったらしく、あきらに変身した。

　で、変身したあきらの体を見つめて――

「だ、駄だ目めっ！　やっぱり――！」

「どしたのことみー？　あっきーの重いでしょ」

「そ、そんな事よりこんなスースーする服、恥ずかしいわよ――！」

　涙目になって、体を隠かくして蹲ってしまった。

「あはは。気持ちは分かりますし、あたしも恥ずいですし。高代こっち見んなですし！」

「そうよ見ないで高代くん！」

「ああ、悪い悪い。そうだよな、中の人があきらじゃないもんな」

「も～！　みんなひどい！　わ、わたしにだって羞しゆう恥ち心しんはあるんだからああぁぁっ！」

　あ、あきらがプンプンし出した。

　同時に『擬態』が切れて元のあきらに戻り、恥ずかしそうにしているあきらが二人と怒っているあきらが一人になった。
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　これはこれで中々凄い光景だな。

「大だい丈じよう夫ぶだって！　似合ってるから俺おれ的には何の問題もないぞ！」

　と、俺はあきら本体をフォローしておいた。別に嘘うそ偽いつわりは無く本当の事だ。

「……いやまあ、蓮くんは常にそう言ってくれないと嫌いやだけど――」

「世間の目は『ミミックファン』で誤ご魔ま化かせばいいんだよ！　これで万ばん事じ解決だ！」

「そうかなあ……？　まあ、みんなでわたしのために用意してくれたんだよね？　それは感謝してるよ」

「そうそう！　これで保護者参観最終バトルを乗り切ろうぜ！」

「そうだね――うん、わかった！」

　さて、まだまだ本番までに準備する事はあるな。







第５章　デッドリー・キング再び







　それから数日――

「さぁかかってくるコケ～！」




　ボエエェェェ！　ボエエェ！




　今日も今日とてゴールデンバニー達が、ココールに群がってケンカキックを見み舞まう。

「やあああぁぁぁっ！」

「お馬ば鹿かさんですわねっ！」

　横から姿を現したあきらと赤あか羽ばねさんが斬きりかかる。

　それに合わせて離れた所から矢や野のさんが銃じゆう撃げきを開始。

　前まえ田ださんと赤羽さんの所のＮＰＣのセルフィが、ココールの所までゴールデンバニー達を追い込む係だ。

　そんなシステムで皆がレベル上げを頑張っている中で――

「よーしよし、いい感じだ！」

　俺は簡易鍛冶かじツールセットを展開して、合成に勤いそしんでいた！

　ギルドショップのための商品準備と、俺の合成スキル上げの一石二鳥ですな。

　最終バトル用のみんなの装備を作れるようにならないといけない。

　急激にレベルが上がっているから、装備は全部一新するくらいの勢いになるしな。

　どうせ俺はこの狩りでは見ているだけになりがちだし、時間の有効活用です！

　基本、戦闘中は合成できないのだが俺自身が戦闘の現場から十分距きよ離りを取っていれば、非戦闘中判定になって合成が可能になる。

　あまり離れすぎると今度は経験値が入らない判定になってしまうので、非戦闘中判定かつ経験値は入るという立ち位置に立って合成に勤しむことにより、経験値を得ながら合成スキルを上げまくるという荒あら業わざを実現していた。

　俺のタレントの『流れ作業』で戦闘中合成すると、合成スキルアップ判定が無くなるから意味が無くなってしまう。

　いい感じの立ち位置をキープしつつ合成しまくらないといけないのだが、やはりココールがゴールデンバニーに対して絶対的な囮おとりになってくれるのが大きい。

　ココールの近くにヤツらを追い込めば必ず殴なぐりに来てくれるからな。

　おかげで俺は一歩も動かずに合成しまくりだ。

　そろそろあきらの『スカイフォール』の強化もできそうだな。

「よし次は――ダマスカスのインゴットを作り貯めとくか！」

　前に使ってたスティールインゴット系の更さらに上の上の素材系統になる。

　インゴットの元になる鉱石の素材は用意できている。

　これもココールが仕入れて来てくれるんだよな。有能有能。

　ダマスカス系統で皆の武器防具を揃えることになるだろうな。

　当然俺の『仕込杖』の中身の剣けんもダマスカス製の『ダマスカスソード』になるわけだ。

　どんどん『デッドエンド』一発当たりの金額が上がって行きますなあ！

　と、一人合成に勤しむ俺の耳に響ひびくレベルアップ音。

　おーレベル上がった上がった！

　何ともうレベル71になりましたよ！

　そして――

「コケ～！　また上がったコケよ！」

「わ～！　凄いココールくん！　とうとうレベル１００！」

　俺から離れた所であきらやココール達も歓かん声せいを上げていた。

　よしよし、ここまで上がればもうレベル的には十分だろうな。

「蓮れんく～ん！　全部倒したし出るよ～！」

「おう――！」

　で俺おれ達たちは『空の裂さけ目め』から脱だつ出しゆつしてピーチサンダー号の甲かん板ぱんに戻った。

「ふう――今日はこれまでかしらね？」

　と、赤羽さんが言う。

　確かにもう時間は強制ログアウト時間の十時に近かった。

「いや――今日というよりこれで『空の裂け目』のレベル上げは終わりかな。もう十分に上がったしな」

　と、俺は提案する。

　ココールのレベル１００は一つの目安だった。

　ここからはもう、準備に専念するぞ。

「止めちゃうの？　じゃ後は装備とかの準備って事？」

「ああ。これ以上はレベルだけ上げてもな。それよりココールのスキルも仕上げないと」

　最終バトルロイヤルでの大将的なポジションにいるココールの性能は万ばん全ぜんにしておかないと！　つまり『ゴールデンイエロー・スウィーツ』で強いのを呼べるようにしておくという事だ。

　そのためには『空の裂け目』でゴールデンバニーだけを狩っているわけにも――

　基本『空の裂け目』の出現敵はランダムだから、ちょうどいい敵が出てくるとも限らない。ゴールデンバニーを呼べる様にした所でバトルロイヤルの役に立つわけでもなし。

　つまり、確実に目当てのものがいる通常エリアでスキルの仕上げをするべきなのだが、狩かり場ばは妨害工作で潰れている。

　俺には、これを打開するための腹案があった。

「と言うわけで、ゴールデンバニー祭りの方法を他のギルドにも公開しようと思います」

『空の裂け目』への突とつ入にゆう時刻を時間÷分＝秒にするってやつだ。

　これが出現モンスターをゴールデンバニーに固定するキーになっている。




「「「「えええええっ!?」」」」




　俺の提案に皆が驚おどろきの声を上げた。

　まあ、せっかく割り出した情報をタダで流すわけだからな。

「せっかくゲットした情報ですし！」

「勿もつ体たいなくないかしら……？」

「うんうん。あそこまで絞しぼるのにＭＥＰメリツトポイントも全部使ったし、リューくんのスキルもつまんないのにしちゃったのに――」

「いいんだよ、十分おいしい思いはさせてもらったからな。どうせいつかは他の奴やつが気付いたり、法則が変わって通用しなくなるかの情報だろ？　役に立つうちに最後の役に立ってもらおうぜ。今度はこの情報に普通の狩場を空けてもらう」

「……つまり、これが他のギルドに知れたら、みんな集まって来て――？」

「そう、妨害工作の手が緩ゆるむはずだろ？」

　と、俺はあきらに頷く。

「他のギルドのレベルアップのペースを見てても、ゴールデンバニー祭りの方が経験値的に旨うまいっぽいからな。この情報にはみんな飛びつく。少しでもレベル上げたいだろうしな。ほむら先輩にも言って、情報に喰くい付くポーズを取って貰もらえればみんな後追いするだろ。先輩の所も大手だからな」

　もう最終バトルロイヤルも間近だ。

　ここから狩場つぶしの妨害工作の手を緩めた所で、下位ギルドが急激にレベルを上げてそれまでの差を挽ばん回かいするのは難しい。

　だからもう手を緩めてしまっても構わない。

　この情報が流れれば、一いつ斉せいにそういう流れになるだろう。

　その隙すきに俺達は、空いた狩場でココールの最終調整をさせてもらう、と。

「なるほど……さすが蓮くんは腹黒いね！」

「まあ褒ほめられたと思っておこう！」

　と、俺達はこれでいいとして――だ。

「なあ、赤羽さんもそれでいいか？」

「構いませんわ。ですが空いた狩場でどうなさるのかは、見せて頂きたいですわね」

「ああ。こっちとしても手を貸してもらえると助かるからな」

　と言うわけで、俺達のゴールデンバニー祭りはこの日で終しゆう了りよう。

　ほむら先輩の手も借りてその情報を他ギルドに広めると、あっという間に大手ギルドも『空の裂け目』に集結していた。

　狙い通り――！　である。




　　◆◇◆




　さてさて、最終バトルロイヤル二日前。

　装備類の更こう新しんも大体終了し、俺達はココールの最終調整に取りかかっていた。

　上げられるだけレベルを上げてから、限界近くのモンスターを味方に引き入れるのがいいからな。『ゴールデンイエロー・スウィーツ』はレベル依い存そんだからな。

　というわけで俺達がやって来たのは、アウミシュール大古墳だ。

　狙い通り妨害は手て薄うすになっており、大古墳の中は普ふ通つうの状態に戻っていた。

　そんな中を、俺達は以前と同じようにモンスターを撃げき退たいしつつ降りてきた。

　前は低レベル縛しばりでも最下層まで行けたし、レベルの上がった俺達にとってはもはや楽勝。スムーズに進んでくることができた。

　ちなみに俺達のレベルは俺71あきら72前田さん72矢野さん73になっている。

　そしてココールは貫かん禄ろくの１００！

　一緒に来ている赤羽さんは74、ＮＰＣのセルフィは81である。

　俺の装備も一新され、ステータスも含ふくめ今はこんな感じだ。




■ＰＡＧＥ１／３




【キャラステータス】




　ジョブ　紋もん章しよう術師

　レベル　71




　ＨＰ　　２４４２／２４４２

　ＭＰ　　　７７１／７７１

　ＡＰアーツポイント　０／３００




　ＳＴＲ筋力　１１１

　ＶＩＴ耐久　４５２

　ＤＥＸ器用　１４４

　ＡＧＩ敏捷　２０２

　ＩＮＴ知性　３０１

　ＭＮＤ精神　２５５

　ＣＨＲ魅力　２１０




　タレント１　暗器使い

〈効果〉暗器系統の武器の装備を可能とする

　タレント２　スキルチェーン

〈効果〉スキル・アーツを３つまで連結した奥おう義ぎを編み出す

　タレント３　ファイナルストライク

〈効果〉スキル　ファイナルストライクを習得

　タレント４　流れ作業

〈効果〉合成モーションをスキップして実行可能ただしＨＱ発生なし

　タレント５　スキルチェーン

〈効果〉スキル・アーツを３つまで連結した奥義を編み出す




　ＬＵＢレベルアツプボーナス　０

　ＭＥＰメリツトポイント　０

　所持金　３３４ミラ




【装備一覧】

　メインウェポン　仕込杖（ＯＥＸ）

　サブウェポン　　なし

　レンジウェポン　吹ふき矢や（ＯＥＸ）

　矢弾　　　　　　眠ねむりの矢

　頭　ダマスカスサークレット

　胴どう　ダマスカスローブ

　腕うで　ダマスカスグローブ

　脚あし　ダマスカスズボン

　足　ダマスカスシューズ

　アクセサリ１　イクウィップリング

　アクセサリ２　ラッシングリング




　ＬＵＢレベルアツプボーナスのＶＩＴ耐久極振りはまだまだ継続。

　ここまで来たら我ながらアホかと思うが、ここで引いたら負けである。

　俺はとことんまで尖とがり続ける！　ゴーイングマイウェイ！

　タレントはいつものロマン砲仕様だが、『スキルチェーン』は二つにした。

　道中は合体魔ま法ほう用の『マジックエンゲージ』で来たが、ここからはもう使わないので奥義を二種登録しておくべく入いれ替えた。

　所持金はもうかなり少ない。また稼かせがないとだ。

　新しい装備の準備にほぼ金を使い果たしたからな。

　それでも俺が手作りしたおかげで、店で買うより費用は安上がりだ。

　俺の分だけでなく、あきら達の新装備も手作りしている。

　あきらのスカイフォールも二回打ち直してスカイフォール＋３になっております。

　で、仕込杖の構成材料もグレードアップされていて、外側の杖はダマスカスステッキで中身の剣はダマスカスソードだ。

　ガード性能を重視したい場合は狂きよう信しん者しやの杖に切り替える、と。

　ダマスカスステッキには結構迫せまられているが、あの高いガード性能はまだ現げん役えきだ。

　しかし、ダマスカスインゴットも決して安くはない。

　正直、加速度的に奥義一発当たりのランニングコストが増しております！

　先人達が暗器によるロマン砲仕様の紋章術師を諦あきらめて行った理由もわかるな、これは。

　リューも時々『オート採集』で素材を持ってきてくれるのだが、それではとても追いつかない。『ハヤブサの極光石』もあれ以来来ないしなあ。

　何かこう、ダマスカス鉱石がわんさか掘ほれる鉱山とか無いかね。

　このギルド対たい抗こうミッションが終わったら、素材狩りの旅に出るかなー。




■ＰＡＧＥ２／３




【魔法一覧】

　ディストラサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディバイトサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディデクスサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディアジルサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディインテサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディマインサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）

　ディカリスサークル（消費ＭＰ５～∞　再使用時間　０／10秒）




【スキル一覧】

　ターンオーバー（再使用時間　０／３００秒）

　〈効果〉現ＨＰとＭＰを入れ替える　紋章術師専用




　ファイナルストライク（再使用時間　０／３００秒）

　〈効果〉次の一いち撃げきで武器が消しよう滅めつするが大ダメージ




【アーツ一覧】

　チャージスペル（消費ＡＰアーツポイント　１００）

　〈効果〉杖技　ＭＰを最大値の20％回復する




　スティングシュート（消費ＡＰアーツポイント　50）

　〈効果〉杖技　魔ま力りよくで杖を操あやつり、離はなれた敵にぶつける　１回攻こう撃げき




　ウィンドミル（消費ＡＰアーツポイント　50）

　〈効果〉杖技　杖を大きくスイングし、すくい上げながら飛び上がる　１回攻撃




　ラウンドスタッフ（消費ＡＰアーツポイント　１００）

　〈効果〉杖技　回転する杖が自分の周囲を回って身を護まもる　ランダムで複数攻撃




　爆炎タックル（消費ＡＰアーツポイント　75　消費ＨＰ　最大値の10％）

　〈効果〉格かく闘とう・当て身技　炎を纏まとった高速タックル　前方範はん囲い攻こう撃げき




　人間木の葉落とし（消費ＡＰアーツポイント　１００）

　〈効果〉格闘・当て身技　空高く飛び上がり、落下しつつ体当たりする　１回攻撃




　亀きつ甲こうガード（消費ＡＰアーツポイント　１２５）

　〈効果〉格闘・当て身技　効果時間中、移動不可だが全物理ダメージを大おお幅はばカット

　　　　　　効果時間　30秒




　抜ばつ刀とう術（消費ＡＰアーツポイント　０）

　〈効果〉暗器技　不意を打つ強きよう烈れつな抜ぬき打うち　１回攻撃

　　　　　　１戦せん闘とうに１回のみ発動可能　現ＨＰが低いほどダメージ上じよう昇しよう

　　　　　　防ぼう御ぎよ力りよく無視　スウェイ不可




　影矢（消費ＡＰアーツポイント　０）

　〈効果〉暗器技　死角を突つき目に見えない矢を放つ　１回攻撃

１戦闘に１回のみ発動可能

現ＨＰが低いほど矢の追加効果の性能と発動率アップ

防御力無視　スウェイ不可




　アーツは『ラッシングリング』で格闘・当て身を追加しているし、レベルも上がったので大分増えている。

　本当はレベル的に覚えられる追加魔法もあるのだが、金欠で覚えられていない……

　ここは揃そろえていかないと、紋章術師の意味がなくなるので早く揃えたいところだ。




■ＰＡＧＥ３／３




【奥義一覧】




　デッドエンド（ターンオーバー⇒ファイナルストライク⇒抜刀術）

　下り青竜（ターンオーバー⇒人間木の葉落とし⇒抜刀術）




　アーツが増えたのだから、勿もち論ろん奥おう義ぎのバリエーションも増えている。

　今回の敵にはこれが役に立つはずだ――！

　俺は最下層の宝物庫の扉とびら前に鎮ちん座ざする、モンスターの姿を確認する。

　宝ほう飾しよくされた立派な黄金の鎧よろい。がっしりした体格で、目の奥おくがカッと真っ赤に輝く。

　携たずさえている漆しつ黒こくの両手剣も相変わらず禍まが々まがしいオーラを放っている。

　うーむ相変わらずかっこいい。




　デッドリー・キング　レベル99　王おう冠かんアイコン（レアモンスター）




　さぁいたいた！　今回の目的はこいつなのだ！

　レベル１００のココールにとって、ちょうどいいお供になるはず！

　さぁ――リベンジマッチと行きますか！

「あ、あいつを味方にするコケか？　確かに強そうだコケな――」

　デッドリー・キングを見たココールが息を呑のむ。

　ココールのレベルは１００、デッドリー・キングは99。

　ゴールデンイエロー・スウィーツは自分のレベル以下までのモンスターしか仲間に出来ないから、ほぼ上限のこいつは仲間モンスターにするには持って来いだ。

　素す晴ばらしい事に、王冠付きのレアモンスターにでも通じるんだよな、コレ。

　仲間にして呼び出した時に結構弱体化してるけどな。

　そのままの強さだとヤバ過ぎるし。

　味方になると弱くなるのは元敵キャラのお約束。まあ仕方ないだろう。

　敵だとＨＰ数万あるのに、味方になると半分以下になるロボットゲーとかよくあるし。

　レアモンスター系は弱体化しても、そこらの同レベルの一いつ般ぱんモンスターよりは遥はるかに強いし、十分だ。

　仲間に出来れば、ココールの戦力は大幅アップするだろう。

　さて問題はうまく仲間に出来るか――だな。

　ゴールデンイエロー・スウィーツは山やま吹ぶき色いろのお菓か子しこと銭ぜに投げ一発で片付くこともあれば、相手が拒きよ否ひして襲おそって来る事もあるし、もっと欲ほしいと言われて更に金品を要求されることもあるのだ。

　ちょっとした悪〇会話的なものとでも思えばいいかも知れない。

「よし行くぞココール。向こうが襲ってきたらすぐ逃にげろよ」

「分かったコケ～！」

　あきら達たちを残し、リューを抱だっこした俺とココールがヤツに近づく。

　俺が付いて行くのは、ココールが襲われた時に即そく座ざに『ディアジルサークル』を展開するためだ。

　サークルの移動速度ダウン効果で、走っていれば追いつかれなくなるため、安全に逃げられる。

　襲われた場合、この場で戦っても地形的に不利である。

　この大古墳エリアには、生命感知のモンスター達が壁かべに埋うまりまくっている。

　ＨＰが減るとそいつらが反応して一斉に襲って来るので、数で押おしつぶされてしまう。

　だから戦うならデッドリー・キングを地上まで引っ張り出した方がいい。

　前の時は地上まで引っ張った挙句に負けたが――今回はどうなるか。

　ともあれ必要になったら素す早ばやくマラソンを開始するため、俺もココールに付いて行くわけだ。

「蓮。いくら出だすコケか？」

　いくら賄わい賂ろを渡わたして交こう渉しようするかは、ココールが決められるのである。

「一気に有り金全部でいいぞ。あいつはぜひ欲しい逸いつ材ざいだからな」

　ココールには50万ミラほど預けてある。

　一回呼び出すのに50万かかるわけで、中々にお高い。

　一打席50万ミラの助すけっ人と外国人と考えればいいだろう。

　一度使ったら契けい約やくは終了なわけで、また呼び出したければ再度仲間にしに行かなければならないし、ハイパフォーマンスを出そうとすると中々仕込みが大変だ。

　本来なら敵がわんさかいる狩場で、サクッと戦力を現地調達してその場その場を凌しのいで行くって感じで使うものなのだろう。非力な商人の生きる道って感じで。

　ただこれも、コストと手間をかければ最大瞬しゆん間かん風速を突き詰つめる事ができるわけだ。

　大丈夫大丈夫『デッドエンドＶ』の１発２００万ミラに比べりゃ安いもんだ。

　勝つために助っ人の人件費を奮発するのは、プロ野球でもネトゲでも同じなのだ。

　そこに何の問題があるだろうか！　いや、ない！

「――！　来たぞ、ココール！」

　デッドリー・キングが俺達に反応して動き始めた。

「分かったコケ！　やるコケ！」

　ココールがゴールデンイエロー・スウィーツを発動。

　するとデッドリー・キングの手前に、キラキラしたエフェクトと共に桐きりの箱っぽいものが舞まい降おりて来た。

　デッドリー・キングが一いつ瞬しゆん足を止めそれを見ると、すっと桐の箱の蓋ふたが開いて中にはこれまた何故なぜか小判が！

　完全に時代劇で見るアレである。

　さすが山吹色のお菓子ゴールデンイエロー・スウイーツってわけだ。

　この世界観のゲームに純和風のエフェクトを持ち出されるとシュールだよな。

　何故か笑いがこみあげてくる。

「それでおいらに力を貸して欲しいコケ！」

　と、ココールが呼よび掛かけると、デッドリー・キングは桐の箱を掴つかみ上あげて懐ふところにしまうような仕草をした。

　すうっと桐の箱が消えて、これはヤツは金を受け取ったという事だ。

「ヨカロウ……シカシ我ハツマラヌ輩やからニハ手ヲ貸サン――我ヲ打チ破リ力ヲ示セ……！」

　そう言うと、剣を構えてこちらに突っ込んで来た！

「く、来るコケ～！」

「む――っ!?　こいつ……！　倒たおすぞ！　じゃないと金も無む駄だになる！」

　前に戦った時にバトルマニアっぽい性格をしていそうだったから、俺を倒してみろ的な事を言うのは想定内。世の中の召しよう喚かん獣じゆう的なキャラのテンプレ行動と言える。

　しかし――金を受け取った上で倒してみろとはどういう事だ！

　バトルマニアなら金など要いらぬと言って欲しいし、金で動くタイプなら余計なバトルはしない的な斜しやに構えた態度でいて欲しいんですが!?

　金もバトルもどっちも好きとか、ややこしいやつだ！

「『ディアジルサークル』！」

　俺はすかさずサークルを展開。魔法のターゲットは俺が抱っこしているリューだ。

　リューの持つスキル『ターゲットマーカー』の効果により、一度設置すると動かせないサークル魔法がリューに追従して動くようになる。

　こうしてリューを抱っこして移動する事により、移動速度ダウン効果を周囲に展開しながら移動するという状じよう況きようが出来る。

　そうすると中の俺達を追いかけようとしても、敵は追いつけない。

　サークルの中に踏ふみ込むと、こちらの移動速度より遅おそくなり距離が離れるからだ。

　遠えん距きよ離りからの攻撃が無い限りは、これで延々と捕つかまらずにマラソンが出来る。

「ココール、俺から離れるなよ！　まず上に引っ張るから、付いて来い！」

「ま、まってくれコケ～！」

　俺とココールは、地上へ向けてダッシュを始めた。

『ディアジルサークル』の鈍どん足そくフィールドを展開した俺達は、最下層から地上への道を走って行く。

　途と中ちゆう通常モンスターのデッドリー・ジェネラルやらエンシェント・ドールやらも俺達を見つけてかかって来るが、やはり鈍足フィールドのおかげで簡単に避けて進むことができる。一度脇わきを抜けてしまえば、サークルの効果が切れない限りあいつらは追いつかない。

　しかも今回の俺は、あの時よりレベルが大幅にアップしＭＰ量も十分。

　ターンオーバーでＨＰＭＰ入れ替かえてＭＰ補給せずとも、地上まで十分にＭＰは持つ。

　もしＭＰが減ってターンオーバーしたのなら、その瞬間現ＨＰＭＰが入れ替わるためＨＰは大幅に減る事になる。

　するとこの大古墳エリアの壁に埋まっている生命感知型のクリムゾン・マミーが一斉に起きてかかって来る。

　生命感知とはある程度ＨＰの減ったプレイヤーを検知して襲って来る感知方法だ。

　このアウミシュール大古墳は、生命感知に引っかかる＝大量のマミーに襲われて死ぬというギミックが観光名所なのである。

「『ディアジルサークル』！」

　効果が切れる前に、サークルを上書き。

　一瞬足を止める事になるが、まだ敵の手は届かない。

　再び走り出して、安定して距離を稼いでいく。

「うまく行ってるコケ～！」

「……」

　このまま行けば、前回のようなクリムゾン・マミーの大トレインは起こさず地上に出られる――

　だが――だが何というかこう……それでいいのか感がしてきたぞ。

　やったら死ぬってわけでもなく、別に助かるしなあ……前回助かったんだからな。

「頑がん張ばれー！　蓮くんココールくん！」

「今死んだら50万無駄になりますし！」

「もう半分は戻もどって来たわ。しっかりね！」

「なるほど便利なサークル魔法の使い方ですわね――守護竜の存在が前提ですけれども」

　あきら達もデッドリー・キングの少し後方から付いて来ている。

　敵のターゲットは俺おれかココールに集まっているため、軽い見学気分である。運動会の応おう援えん的な。

　うーむ、この美少女軍団の度ど肝ぎもを抜いてやりたいなーと思えてくるわけで。

　前回あきら達は俺とは別行動で宝物庫を荒あらしに行ったから、見てないんだよなあアレを。

　あの超ちよう絶ぜつ的な大トレインは、一度は見ておくべきだと思うんだ！

　見ごたえあるし、スクショ映えもするだろう！

　というわけで――

「『ディアジルサークル』！」

　今度はかなりの大範はん囲いにサークルを展開。

　不必要に大きいこの範囲の心はつまり、ＭＰ捨てである。

　俺のＭＰは残り11になっている。

「今度のサークルはでっかいコケな～」

　何も知らないココールは、見たままを述べる。

　よし――準備オーケー！

「ターンオーバー！」

　スキル発動！　これでＨＰ11、ＭＰが満タンとなる。

　すると――




「「「「ウオオオオォォォン！」」」」




　クリムゾン・マミー　レベル78　いっぱい




　来た来たー！　お化け屋や敷しきの手がいっぱい壁から出てくるやつ的な感じで、大量の赤いマミーがこんにちはだ！

「コケーーーっ!?　うぎゃあああああ～～コケーーー!?」

　ココールがこの世の終わりかって位に絶ぜつ叫きようしていた。




「「「「きゃああああああああ～～～!?」」」」




　同時に後方の美少女軍団からも絶叫。

　生命感知に引っかかったのは俺だから、俺が倒れないうちはあきら達が敵に襲われる事は無い。

　だが俺に向かおうとするクリムゾン・マミー達の中でもみくちゃにされていた。

「止まるなよココール！　ちゃんと逃げてれば大だい丈じよう夫ぶだからな！」

「言われなくても逃げるコケ～～！　これはとんでもない事コケよ～！」

「ちょっと蓮くん！　今わざとでしょ！　ＭＰ足りてたよねえぇっ!?」

「でもほら凄すごい眺ながめだろ!?　こんなトレインめったに見れねえぞ！　せっかくだからみんなに見せようと思ってさ！」

　しかし相変わらず凄い絵だ。思わず笑えて来る。

　このゲームやってて一度は見たい絶景ですな。

「はっはっは！　相変わらずすげー！　はははははっ！」

「もー蓮くんってば！　でもホントに凄いよこれえぇっ！　ある意味絶景だね、これはスクショを撮らざるを得ないっ！」

　うんうんやっぱり最終的にはあきらは喜んでくれたな。さすが絶景マニア。

「で、でもこれどうすんのですし!?」

「こ、こんなに倒せないわよ――!?」

「大丈夫！　外まで出れば、デッドリー・キング以外は追ってこない！　前に検証済みだからな！」

　さすがに逃げ切きれないのにわざわざこれをやるはずがない。

　安全に逃げ切れる自信があってのおふざけである。

　真の戦いは地上に出てから。前回は結局デッドリー・キングさんに負けたからな。

「出口が見えたコケ～！」

「よっしゃ！　出るぞ！」

　俺達は大古墳の外の地上へと飛び出した。

　するとデッドリー・キング以外の敵は、見えない壁に阻はばまれて外に出てこれず取り残される。前に見た通りの現象だ。

「本当ですわね――敵が止まりましたわ……！」

　赤羽さんが取り残されたモンスターの群れを振ふり返かえって言う。

　そんな中、金ピカの鎧のデッドリー・キングだけが、外まで俺達を追走してきた。

「来たな――！　さぁ俺達の戦いはこれからだ！」

「うわぁ……！　なんかすっごい次が無さそうだね、それ！」

　俺の軽口にしっかり反応してくれるあきらである。

　さぁ――やるぞ！

「ココールは離れてろよ！」

「分かったコケ！」

　ココールが退たい避ひして行く。

　デッドリー・キングのターゲットはゴールデンイエロー・スウィーツを使ったココールに行っている。

　ヘイト量自体は大した事はないので、まずは敵のターゲットをココールから奪うばう！

「『剣の舞い』！」

　阿あ吽うんの呼吸であきらから飛んでくる『剣の舞い』。

　これでさっき使った『ターンオーバー』が再使用可能に。

　奥義の再使用ＯＫだ。

「『ディストラサークル』！」

　ＳＴＲ筋力ダウン効果のサークル魔法だ。

　これを大範囲で展開し、一気にＭＰを空にした。

　ＳＴＲ筋力をダウンさせて、ヤツの攻撃の被ひダメージを減らす効果を狙ねらう。

　そして――俺は構えを取って仕込杖を抜く！

「奥義『デッドエンド』っ！」




　ズシャアアアァァッ！　紫むらさき色いろの光が一いつ閃せんした！




　蓮のデッドエンドが発動。デッドリー・キングに４２７９のダメージ！




　うむ、順当にダメージは伸のびてるな！

　レベルアップにステ極振りに武器のアップデートも抜かりなし！

　奥義はもう一種あるが、ＡＰアーツポイントの無い状態で撃うてるのはこちらだ。

　消費ＡＰアーツポイントがゼロという点で、『デッドエンド』はとても便利だ。

　ロマン砲ほうの基本でもあるし、愛着があると言いますか、こいつはなかなか手放せない。

「『ギルティスティール』！」




　優ゆう奈なのギルティスティールが発動。優奈は蓮のヘイトを全すべて盗ぬすんだ！




　盾たてを持ってガードを固めた矢野さんが、俺のヘイトを全部引き取ってくれた。

　更さらには前田さんと矢野さんからも回復魔法が。これで俺のＨＰがほぼ回復。

　デッドリー・キングの攻撃を受ける矢野さんは、ガード削けずりされつつも的確に攻撃をガードして行く。

　よし、安定してる――！

　何も俺一人でタイマンを張る必要はない。ここは矢野さんに盾役を任せる。

　俺は次の仕込杖をすかさず合成する。

　素材はダマスカスステッキとダマスカスソードの組み合わせだ。

「もう１ターンやって、矢野さんにがっちり固定しよう！」

　俺の意図を読み取ってくれたあきら達が行動するログが流れる。




　あきらの剣の舞いが発動。蓮の全てのスキルが再使用可能になった！

　希のぞ美みの剣の舞いが発動。優奈の全てのスキルが再使用可能になった！

　蓮のデッドエンドが発動。デッドリー・キングに４２７９のダメージ！

　優奈のギルティスティールが発動。優奈は蓮のヘイトを全て盗んだ！




　そして前田さんと矢野さん達からの回復魔法。

　二度の『デッドエンド』のヘイト抜きで、デッドリー・キングは矢野さんに釘くぎ付づけだ。

　このまま矢野さんに盾役を任せて削って行くぞ――！

「ＨＰ半分くらいで本気出して奥義が来るから、そこまでこのままで！」

　言いながら三本目の仕込杖を合成。息をするように銭が飛んで行くぜ！

　デッドリー・キングが矢野さんに攻撃を加える横から、あきらと赤羽さんが攻撃を加えヤツを削っていく。

　俺もＡＰアーツポイントを溜ためるため、ちまちまと通常攻撃。

　ダメージは小さいがＡＰアーツポイントが溜まればいい。

　そんな中――

「えいっ！　『擬ぎ態たい』っ！」

　ぽんっと立ち上る煙けむり。

　あきらは『スカイフォール』と『ミミックファン』の二刀流だった。

『擬態』の結果現れたのは――当然、もう一体のデッドリー・キングだ。

　そしてそのデッドリー・キングが、『スカイフォール』と『ミミックファン』で本家をべしべしと攻撃する。

「よしＡＰアーツポイント満タン！　『剣の舞い』いくね！」

　うーん。金ピカ鎧の骸がい骨こつ騎き士しの見た目にあきらの声で、ぶりっ子モーションの『剣の舞い』ですか。中々怪あやしいなこれは――




　あきらの剣の舞いが発動。蓮の全てのスキルが再使用可能になった！




　しかしちゃんと効果は出る。受ける方の気は乗りませんが！

　あきらも分かってやってるだろこれ！

　ともあれあきらと赤羽さんのＡＰアーツポイントを十分確保してから、俺と矢野さんに『剣の舞い』、その後に俺の奥義と矢野さんのヘイト抜き。これでド安定だった。

　暫しばらくそのままのペースで戦いが進み――やがてヤツのＨＰが半分を割る。

「フフフフ……我トココマデ戦オウトハナ――」

　スケルトンなのに、にやりと嬉うれしそうに笑っているような雰ふん囲い気き。

「――みんな気をつけろ！　来るぞ！」

　俺はみんなに警告を発する。

　ここからがヤツの本気だ！　本当の勝負ってやつだな！

「ソノチカラニ敬意ヲ表シ――我ガ奥義ヲ見セテヤロウ！」

　デッドリー・キングは両手で剣を掲かかげ、そしてざくりと地面に突き立たてた。

　出た、『赤き災厄レツド・デイザスター』！

　周囲に炎の嵐あらしを巻き起こす、範囲攻撃の奥義だ。

　地面に突き立てた剣を中心に、猛もう烈れつな炎が吹き上がるのだ。

　前はこれで一撃で全ぜん滅めつした。初見だったしな。

　しかし今回はみんなにもヤツの奥義について伝えてあるし、対策も立ててある！

「刮かつ目もくセヨ！　『赤き災厄レツド・デイザスター』！」

　デッドリー・キングは高らかに叫さけび、剣を地面に突き立てようと振り上げた。

　ヤツの構えに合わせ、俺おれ達たちは一いつ斉せいにそれぞれの対処を行う。

　その様子が、ばばっとログウィンドウに表示される。




　優奈のスプリントが発動。優奈は俊しゆん足そく状態になった！

　あきらのホークストライクが発動。

　希美のハードスラッシュが発動。

　蓮のファイナルストライクが発動。




　前田さんはスキルの力による高速ダッシュで赤き災厄レツド・デイザスターの範はん囲い外がいに退避。

　あきらと赤羽さんはくるりと後ろを向くと、それぞれ前方に高く飛び上がる系のアーツを発動。

　アーツの動きをヤツの奥おう義ぎの回かい避ひ技として使うのだ。

　俺だけファイナルストライク発動で回避の動作ではないが、ちゃんと次がある。

「よっしゃ行くぞ――！　奥義！」

　俺は仕込杖を抜刀し、空高く放ほうり投なげた。

　直後にそれを追って高くジャンプ！

　杖アーツの『ウィンドミル』に比べても二倍くらい高い跳ちよう躍やく。

　これはそういう動きの奥義なのだ。

　ターンオーバー⇒人間木の葉落とし⇒抜刀術の合成奥義！

　人間木の葉落としのモーションが、高く飛び上がりその落下の勢いで敵にダイビングボディプレスを喰くらわせるという荒あら業わざなのである。

　当て身系のアーツなので当然ＨＰは消費する。

　その消費を見み越こして、今回はＭＰを人間木の葉落としの消費ＨＰ分余らせておいた。

　赤き災厄レツド・デイザスターが来るのはヤツのＨＰが半分以下になった時というのが分かっていたので、事前に調整できた。いわゆる経験が生きたってやつだ。

　アホほどの跳躍だがこれはゲーム。何でもアリだ！

　自分の体の感覚がありながらこんな非現実な機動ができるのは、すげー楽しい。

　このゲームでしか楽しめない感覚ですな！




　ズゴオオオオォォォォッ！




　赤き災厄レツド・デイザスターが発動。眼下の風景が赤く染まる。

　空に舞う俺とあきらと赤羽さん。ダッシュで距きよ離りを取った矢野さん。

　みんながそれぞれ退避した一瞬後に、吹ふき上がる赤い炎が俺達が元いた場所を焼やき払はらったのだ。

　――よし回避成功だな！

　そして――！

　ジャンプした俺は、先に放り投げた仕込杖の中身の剣に追いついた。

　剣の柄の上に乗って、ドッキング！

　すると、剣と俺の体が青白いオーラに包まれる。

　それはドラゴンの頭の形をしている――すなわち、青竜だ。

「『下り青竜』っ！　行けええぇぇぇーーっ！」

　青竜のオーラに包まれた俺と剣は、デッドリー・キングに向かって急速落下を始める！

　いやちょっと落下速度が速すぎで怖こわいんですが!?




　ズガシャアアアァァァァッ！




　天から降ふって来た青竜が、真っすぐにデッドリー・キングの脳天を撃った。

　落ちてきた隕いん石せきがまともに直ちよく撃げきした感じである。リアルなら超ちよう低てい確かく率りつの大事故だ。

『人間木の葉落とし』のダイビングボディプレスと『抜刀術』の剣の抜ぬき打うちを合わせると、先に剣を空中に投げて飛び上がり、空中で柄に乗ってそのまま剣けん先さきから敵にダイブ！　となるらしい。

　うん、なるほど分からん！　ダイビングソードプレスか？

　しかし俺は好きだ！　かっこいいし、今のように敵の攻撃を回避しながら繰くり出せるという利点もある。

　落ちてくる時に、きっちり腕うで組ぐみでポーズを決めておくとよりカッコいいだろう。

　今はまだ慣れていないので出来なかったが、出来るように練習だなこれは。

　そして肝かん心じんのダメージの程ほどは――




　蓮の下り青竜が発動！　デッドリー・キングに５７３５のダメージ！




　うん、いいダメージだ！

　回避動作も兼かねつつ『デッドエンド』を超こえるダメージを叩たたき出してくる。

『人間木の葉落とし』用のＡＰアーツポイントが１００必要だが、その分の見返りは十分だろう。

「ほいっ！　アフターフォロー！　相変わらずとんでもない火力ですし！」




　優奈のギルティスティールが発動。優奈は蓮のヘイトを全て盗んだ！




　矢野さんがすかさず俺のヘイトを抜いてくれる。

　これだけバンバン俺と矢野さんがスキルを撃ちまくれるのは、あきらと赤羽さんのダブルソードダンサーが『剣の舞い』を撒まきまくってくれるおかげだ。

　中の人問題はあるものの、やっぱりソードダンサーは有能だよな。

　バトルにおける戦術の柔じゆう軟なん性せいを高めてくれるのだ。

　それが二人いればなおの事だ。

「凄かったけどちょっと顔ひきつってたよ、蓮くん！　もっとビシッと腕組みポーズでも決めて落ちてきて欲しかったかなー？」

　と、デッドリー・キングに変身したままのあきらに突っ込まれる。

　うーん、ホネホネキングに言われても可愛かわいくないな！

「俺もそうしたかったけどな――！」

「仲がいいのは結構ですが、まだ敵は倒れていませんわよ！」

　赤羽さんの言う通りだ。

「ああ分かってる！　このまま行くぞ！」

　俺達は『赤き災厄レツド・デイザスター』に注意しつつデッドリー・キングを削り続ける。

　途中何度か『赤き災厄レツド・デイザスター』が来たが、先さき程ほどと同じ対処でやり過ごした。

　そして何度目かの――

「奥義――『下り青竜』っっっっ！」




　ズガシャアアアァァァァッ！




　蓮の下り青竜が発動！　デッドリー・キングに５７３５のダメージ！




　ようし、今度はちゃんとポーズも決めたぞ！

　そしてそのダメージが、デッドリー・キングのＨＰバーを殆ほとんど削り取とった。

　とうとう、デッドリー・キングはその場に膝ひざを突く。

「グゥ――ヨカロウ……シカト見届ケタ。我ノ力ヲ貸ソウ――」

　そう言うと体が点てん滅めつし始め、すうっと消えていく。

　そして――




　ココールのゴールデンイエロー・スウィーツが成功。

　ココールはデッドリー・キングを招集可能になった！




　よっしゃ成功！　これでココールの戦力は大おお幅はばアップだ！

　しかし一つ問題もある。

　経験値も金も全然貰もらえないんですが!?

「そっか、仲間にしたから倒してない判定で経験値も金もドロップアイテムもなしか」

　経験値もお宝も結構期待できたんじゃなかろうか。

　せっかくのレアモンスター撃げき破はなのに何も貰えないとはな――！

　いやしかし、それを捨ててでも尖とがった性能を求めるのがロマン！　これでいいんだ！

　というわけで――デッドリー・キング、ゲットだぜ！







第６章　保護者参観







　さぁてやって参りました、ギルド対たい抗こうミッション最終バトルロイヤルＷｉｔｈ保護者参観当日！

　集合場所は浮ふ遊ゆう都市ティルーナ近海に設置された人工浮島ラグーン。

　そこに全ギルド分の飛空艇ていを係留できる桟さん橋ばしが用意されていた。

　更に人工浮島ラグーンには保護者参観用の観客席とモニターが用意されていた。

　俺は両親と一いつ緒しよに、桟橋に停てい泊はくしているピーチサンダー号を見に行っていた。

　試合開始までは、好きに見学していいそうなので。

　他ほかのギルドの方でもログインした保護者参観の人達が桟橋まで見学に来ていて、結構賑にぎやかだった。

「うわあぁ～～これは目立つわねえ。こんなに派手な色なら、探すのが楽でいいわぁ」

　と、うちの母さんがピーチサンダー号を見て言った。

　高たか代しろ麗れい華か。三十七歳さい。見た目年ねん齢れいは二十代後半くらいか？

　下手すりゃ二十代前半もあるか？　美魔ま女じよってやつですかね。

　結構若く見られることが多い。ちなみに職業は作家である。

　このユルい口調の通り、ふんわりした天然系に思われるが、実際はやる事が豪ごう快かいだしなかなか油断のならない性格をしている。

　腹黒ってわけじゃないんだが、間ま違ちがいなく計算高いし頭の回転は速いと思う。

　じゃないと作家先生なんてやってられんだろうし――

「しかし凄いわねぇ最新のゲームって。まるでもう一つの別世界……仕事がなければ私が入学したいくらいねぇ～。いい取材になりそう～」

「せめて俺が卒業してからにしてくれよ、母さん。恥はずかしいから！」

「冗じよう談だんよお、冗談。母さん、蓮れんちゃんの邪じや魔まはしませんよぉ」

　いや、結構何言いだすかわからんからなー、母さんは。

　いつか本気で入学するとか言い出しそうで怖い。

「どうだい蓮、勝てそうかい？」

　と、親父おやじが俺に聞いてくる。

「ああ。しっかり検証も準備もしたし、けっこう優勝候補だと思う！」

「頑張ってねぇ。勝負事は勝ってこそだからぁ、どんな手を使ってでも勝つのよ～。勝てば全てが許されるのが世の中だからぁ。勝てば官軍よ～」

「いや母さん、その言い草は教育的にどうなんだよ」

　出たよ、やんわりと過激なこと言ってくるからなあ、母さんは。

「大丈夫よお、蓮ちゃんはしっかりしてるからぁ。お母さんの自じ慢まんの息子むすこねぇ」

「はいはい。まあ母さんの期待に応こたえられるように頑張るぜ」

　と、ピーチサンダー号の甲かん板ぱんからココールが顔を出して俺に挨あい拶さつしてきた。

「蓮！　おはようだコケ～！」

「よぉ、ココール！　いよいよ本番だなー」

「よく眠ねむれたコケか？　おいらはキンチョーしてちょっと寝ね不ぶ足そくコケ～」

「いやー俺も色々データ解かい析せきとかしてたから寝不足だわ。まあいつもの事だけどな」

「平常運転だコケな～。蓮は肝きもが据すわってるコケ～」

　と、ココールを見た親父が感心したように呟つぶやく。

「この子が蓮のチームのＮＰＣかい？　すごいＡＩのクオリティだな……まるで生きてるみたいだ」

「親父の会社も開発に絡からんでるんじゃないのか？」

「いや、うちはＶＲのモーション周りだから、そっちに関してはノータッチなんだ」

　親父はもう一度、凄いなあと唸うなっていた。

　まあ確かに普ふ通つうに人格があるようにしか見えんからなーココール達たちは。

「かわい～！　それにおいしそうねぇ。うふふふふ」

「コケーっ!?　おいらを喰おうとしてるコケか!?」

「いや冗談だ冗談。母さんは冗談が好きだからな――多分。それよりあきら達は？」

「あきらと優ゆう奈なはまだだコケ～。琴こと美みならあそこに――」

　と、操そう舵だ室しつを見る。

　ああ確かに前まえ田ださんがいた――！

　スーツ姿の真ま面じ目めそうなご夫妻が。

　確か両親二人とも学者なんだよな。つまり大学教授ってわけだ。

　なるほど如何いかにもって感じの雰囲気だなー。

　で、そのかちっとした親おや御ごさんに対し、前田さんはキラキラ目を輝かがやかせて何かを説明しているようだった。

　ああ、その舵輪のレバーはニトロだよね。ニトロの説明してるのか。いつもの悪いクセが出てるなー……

　だが、聞いている親御さんはちょっと苦笑いしつつも何か嬉しそうでもある。

　前田さん普ふ段だんはクール系だからな。あんなにテンション上がるのは親御さんにも新しん鮮せんなのかも知れない。

　俺達は桟橋からピーチサンダー号の甲板に乗り込む。

　すると、前田さん達が操舵室から出てきた。

「それでね、今回のバトルロイヤルのために用意した切り札が船首に取り付けてあるの」

　キラキラした目のまま、船首を指差す。

　ああ、俺達の新パーツの事も説明してるのな。

　今回のバトルに当たり、赤あか羽ばねさんのギルドは貸し出し用の飛空艇を使うのだが、それにも拡張パーツは搭とう載さいできる。

　なので、赤羽さんに出してもらった分の拡張パーツのニトロチャージャーは向こうに返へん却きやくしている。具体的には二個ほど返しているので、その分枠わくが開いたのだ。

　そして――その空いた拡張パーツスロットに搭載したのが前田さんの言っている物だ。

　ゴールデンバニー祭りでいくつかゲットしたレア素材『バニーゴールド』をつぎ込んだ黄金の鉄の塊かたまり！

　そう、俺達のピーチサンダー号の船首には黄金の巨きよ大だいドリルが装着されていた。

　攻こう撃げき系拡張パーツのゴールデンドリルだ！

　これで敵の飛空艇をぶっ潰つぶしまくるのを、前田さんは大層楽しみにしているのだった。

　嬉しそうに船首のゴールデンドリルを指差していた前田さんが、こちらの存在に気が付いたようで、声をかけてくる。

「高代くん、おはよう」

「おっす前田さん。後で思う存分ドリルで暴れてくれよ」

「ええ任せて！　せっかく合成してくれたパーツだもの、絶対役に立てて見せるわ！」

　気合入ってるなあ。

　艦かん隊たい戦を一番楽しみにしてたのは、多分前田さんだったろうな。

　思う存分飛空艇でぶっ飛ばしまくれるわけだし。

　俺がゴールデンドリルを合成してる時も、それはもう嬉しそうにしてた。

　艦隊戦となるとニトロのみじゃ攻撃手段に乏とぼしいので、攻撃パーツも欲ほしい所にこれを作れる素材が揃そろってたのはありがたかったな。

　しかも船首衝角の攻撃パーツでは最上級っぽいし。ゴールデンバニー様様だ。

　俺達の作戦は、ニトロの加速を活いかしたドリル突とつ撃げき殺法で暴れてやろうという事だ。

　間違えてほむら先せん輩ぱいの所と赤羽さんの所を攻撃しないように注意だ。

　ほむら先輩達とは同盟の約束してるし、赤羽さん達とはわざわざ敵対しなくてもいい。

　というか、赤羽さんの所に関しては、余り近寄りたくないしな……

　いや、赤羽さんだけならいいが、本番になればヤツが出てくるわけで。

　ＮＰＣのセルフィもあんなだし……親の前であっちの奴やつ等らとは絡めんぞ。恥ずかしい。

「これがアンタのチームの飛行機かいな!?　なんちゅう色遣いしてんねや、これどうせアンタがやらかしたんやろ!?」

「ち、違ちがいますし！　塗ぬったのはあたしだけど、色決めたのはことみ～がぁ……！」

「ホンマかいな!?　その子あれやろ、中学で成績トップやった子やろ？　アンタならいざ知らず――」

「別に悪かないですし、可愛いですし」

「いやいやケバいでこんなん。悪あく趣しゆ味みなデコトラかいな……」

　何て言い合いながら、矢や野のさんと少々恰かつ幅ぷくのいいおばちゃんって感じの人が甲板に乗り込んで来た。

　この人矢野さんのお母さんか――!?　親が関西人なんだなー矢野さんは。

　こちらに気が付くと、矢野さんはひょいっと手を挙げて挨拶をする。

「ことみー。高代。ココール。おはよ～ですし」

　いつもの軽い感じだが、それを見た矢野さんのお母さんが後ろから頭をぐりぐり押おさえつけた。

「コラ！　ちゃんと挨拶せんかいな。どうもこんにちは、いっっつもウチの子が迷めい惑わくかけてるみたいで――お世話になってます」

　俺達と、それから俺達の両親にも頭を下げて挨拶する。

　きっちりしてるというか、愛あい想そのいい人だなー。

　家は美容院なんだっけか？　店やってる人特有の社交性というか、そんな感じがする。

「痛い痛い！　も～小学生じゃないんですし！」

「知能レベルは小学生に毛が生えた程度やけどな！」

「うっさいなあ、成績は上がってますし！」

　と、うちの母さんがそれに反応していた。

「ああ、うちの蓮ちゃんも成績上がってましたねえ。ゲーム三ざん昧まいで成績が上がるなんて半信半疑だったんですけど、本当だったんですね」

　まあＭＥＰメリツトポイントをニンジンにされればゲーマーは頑がん張ばるからな。

　今回も勉強で結果を残したからピーチサンダー号もゲットできたし、ニトロチャージャーもガン積み出来たわけだ。

　そこから『空の裂さけ目め』でのゴールデンバニー祭りに繋つながってるし、つまるところ勉強を頑張った結果がゲームにモロに出てきたのだ。

　今後も勉強は必要だろうなー。まだまだ欲しいタレントも装備もアイテムもありまくるからな。

「そや。お宅らのお子さんがうちの子の勉強見てくれたらしいやないですか、ホンマにどうも」

「いえいえ、本人も普段よりやりがいがあって楽しかったと言っていましたので――」

　と、前田さんのお父さんが答えていた。

　何か親同士の世間話の輪が出来始めてるなーと。

　ただ目の前で自分達の話されてると落ち着かないな――

「そういや、あきらはまだなのか」

「そうね。もうあまり時間もないけど――」

「保護者参観に怯おびえてたっぽいし、気が乗らないんじゃない？　あっきーも大変ですし」

「そうだなぁ。ちょっと見てくるか」

　俺達は甲板から桟橋に降りて、周囲を見み渡わたす。

　まだあきらの姿は見えなかった。

　だが俺達の姿を見つけ、声をかけてくる者がいた。

「コケ！　いたいたコケ！　おぉお～～～い！　ココール！」

　ココールを一回り大きくし、付つけ髭ひげをくっつけたような見た目のコケ族だった。

「!?　父ちゃんコケ!?」

　隣となりにはトサカの無いココールみたいなコケ族の恐おそらく女性がいる。

　更にはその二人？　二羽？

　それにくっついて、まだ小さな子供のコケ族が一、二、三、四――

　その子達は小さな子供のコケ族なので、つまり――ニワトリではなくヒヨコだった。




「「「「にいちゃーん！　久しぶりピヨ～！」」」」




　ココールの弟達かな？　ピヨピヨ言いながらココールに抱だき着ついている。

「か、可愛いですし――！」

「うわあぁぁ……本当ね！　ココールの弟なの？」

「そうだコケよ～！　みんなちょっと見ないうちに大きくなったコケー」

　いやしかし、これはマジで可愛いぞ。

　男の俺おれですらちょっと抱っこさせて欲しくなるんだが――

「きゅ～！　ぴよぴよ～！」

　俺の頭に乗っていたリューが、ココールの弟達と戯たわむれに行った。

　かぷっと甘噛みしようとするのだが――




「「「「ぎゃ～！　喰われるピヨ～～～！」」」」




　ピヨピヨ達はビビッて蜘蛛くもの子を散らしたように逃にげてしまう。

　どうもドラゴンが子供とはいえ怖いらしい。

　リューはリューで可愛いんだけどな。

「きゅ～？　おにごっこ？　おにごっこー！」

　鬼おにごっこが始まったと思ったらしいリューがピヨピヨ達を追いかけ始めた。




「「「「ピヨーーーーー!?」」」」




　ますます混乱している。

　しかしその様子もまた可愛いな。ひよこは可愛いなひよこは。

「ほら、リュー。怖がってるから止めとけよ」

　俺はリューを止めて、抱っこした。

「そうか、今日は俺達だけじゃなくココールも保護者参観なんだな」

「そうだったみたいコケなー。おいらも知らなかったコケ」

　と言うココールは、久しぶりに家族の顔を見れて嬉しそうだった。

「うちのココールが世話になっとりますコケ」

　と、ココールの親父さんが俺達に頭を下げた。

　コケ族の商人なんだよな確か、ココールは商人の息子だと言っていたし。

「この子、ご迷惑ではありませんでしたか？　戦いにはあまり向かない子ですから――」

　と、お母さんが言う。

「いやいやそんな事ないですよ！　レベルも滅め茶ちや苦く茶ちや上がってますし、十分優勝狙えますよ！　見ててください！」

「本当ですコケか？　ココールお前、レベルはいくつになったコケ？」

「うん父ちゃん。一応レベルは１００になったコケ～」

「コケーっ!?　１００だとコケ!?　とんでもない成長だコケ――！」

「まあ……そんなに!?」




「「「「にいちゃん、凄すごいピヨーっ！」」」」




　ココールの家族全員がココールをキラキラした目で見つめている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかコケな～蓮……おいらレベルだけしか上がってないコケが……？」

「大丈夫だ、スキルの仕込みはしただろ。いけるって、堂々としてろよ」

「わ、分かったコケ～」

　と、そこにＮＰＣの鳥人種バードマンの集団が通りかかった。

　今日はクジャータさんはいないみたいだが、ココールを苛いじめていた奴やつらだ。

「む……お、ココールかよ」

「あ……」

　ちょっと俺の背中に隠かくれるココール。やっぱり苦手のようだ。

　まあそりゃそうか。ココールのためにも、ここは一発かましておかないとな。

「よう、あんたら！　調子はどうだ？」

「……ああん？　知った事かよ、敵に情報をくれてやる気はねえぜ」

「そうだそうだ。前は生意気言ってくれたが、今日はブッ潰してやるからな」

「おい分かったか！　弱虫ココールよぉ！　多少レベルが上がろうが、敵じゃねえ！」

　いきり立つ鳥人種バードマン達。

　こいつら俺達を狙ねらってきそうだな。

「ううぅ～……なんか目の敵にされてるコケよ～」

「大丈夫だココール！　一発かましてやろうぜ、いいか――」

　と、耳打ち。

「えぇ!?　大丈夫かコケな～……」

「大丈夫だ行くぞ、おいあんたら！」

　と、俺は鳥人種バードマン達にビシッと指を突つき付ける。

「見ろよこのココールを――とうとうレベル１００まで行ったぞ！　これには追いつけねえだろ!?　あんたらに勝ち目はねえぞ！」

　まあレベル的に俺達もココールに追いつけてないけどな。

　今回のバトルロイヤルのレベル制限は各ギルドのＮＰＣのレベルまでだから、俺達もレベル１００まで許されるんだが、そもそものレベルが71だからな……

　そこはちょっともったいないが、レベル70あれば、他ギルドのレベルには遜そん色しよくない。

「な、なんだと……！」

「弱虫ココールのくせに生意気な――！」

「クックックックッ――コケ」

　ココールが含ふくみ笑わらいを漏もらしながら俺の陰かげから出る。

　そして自信満々に自分で自分を指してみせる。

「おいらはもう昔のおいらじゃないコケ。蓮たちと出会って変わったコケ」

「なにぃ……!?」

「そう――おいらはただのココールではない……スーパーココールだコケ！」

「……ココールの奴が！」

「なんて自信に満ちた顔をしてやがる――！」




「「「「に、にいちゃん、かっこいいピヨーっ！」」」」




　よし、いいぞ！　あいつらビビってるぞ！

　警けい戒かい感を煽あおって、バトルロイヤルで集中攻撃を受けなくする作戦だ。

　ココールは確かにレベル１００まで上がっているが、その中身はハリボテ。

　ゴールデンイエロー・スウィーツの仕込みは出来ているが、ココール本体を集中攻撃されたらヤバイ。

　そこがバレないように、ココール本体が強くなっているというポーズを取るべし。

　下手に手を出したらただでは済まないと思わせなければならない。

　その上で、艦隊戦の中ではココールの性能を見切られないように、指一本触ふれさせないようにして乗り切るべし。

　そのための戦いはもう始まっているのだ。心理的駆かけ引ひきと言うやつですな。

「フッ……それは楽しみだ。このバトルロイヤルでは胸を貸してもらうとしよう」

　む、クジャータさんが現れた。レベルは――75か。

　つまりクジャータさんのところのギルドの連中はレベル75制限か。

　まあそれなら俺達のレベルでも十分戦えるな。

「うわ、お前らのところのＮＰＣ、レベル１００かよ。すげえな！」

　クジャータさんと一緒に片かた岡おかも来ていた。

　そう、クジャータさんのギルドは片岡の知識の泉ナリツジレイクなんだよな。

「おう片岡。お前今日は赤羽さんの従者じゃねーのかよ？」

「ふっ。チームは違えど全力で希のぞ美み様の有利に働くように動くつもりだぜ？　各ギルドの人数は決まってるんだから、他のチームに従者が紛まぎれ込んでる方がむしろ役に立つぜ」

　まあ、各ギルドの参加人数はＮＰＣ含め六人までとなっている。

　途と中ちゆうの入いれ替かえは自由らしいが、同時にバトルに参加できるのはＮＰＣを除けば五人まで。自ギルドの五人に従者が他ギルドに一人いれば、まあ確かに有利か。

「いやしかし片岡殿どの、堂々と内通を宣言するのはどうかと思うのだが……？」

　うむ、クジャータさんの言う通り。まあ他人事だから放っておこう。

「まあまあ、希美様を助けつつ、俺達も上位に残るようにすればいいんだろ。大丈夫だって。とりあえず希美様に挨拶に来たんだけどよ、今日は来てるか？」

「いや？　でも確か停泊場所は隣の隣だったぜ」

　と、タイムリーに俺たちに話しかけてくるＮＰＣがいた。

「だが待って欲しい――どうも、おはようございます！」

　あ、セルフィだ。今日も怪あやしい鉄仮面は相変わらずだ。

　腕組みしてビシッとポーズしてるのがホントに不気味だ。

「お、おう……」

　あー絡みたくないな……親に見られたら恥ずかしいんだが――

　見ていたココールの弟のぴよぴよ達も、変なのが来たピヨーと脅おびえている。

「あら皆みなさん。ごきげんよう」

　そこに通りかかる赤羽さん。

　周りには家のガードマンか何かなのだろうか、黒服が警護についていた。

　ああ、保護者参観システムでＳＰも連れてこれるのか……

　すぐ後ろには、威い厳げんを感じさせる正装の夫妻が。

　こちらが赤羽さん家の親御さんか？　やっぱ何かオーラがあるな。

　赤羽さんは普通にソードダンサー装備で移動しているが、別に何も言われないんだな。

　そして彼かの女じよの隣に、物もの凄すごいイケメンの背の高い男が一人――

　この人も保護者参観システムでログインした家族か？

　いやしかし、その謎なぞのイケメンの頭上にはプレイヤーのネームが見えた。




　赤羽竜りゆう太た郎ろう（３－Ａ）

　レベル２０８　ソードダンサー　ギルドマスター（真実の姿トウルーフオーム）




「「「はあぁっ!?」」」




　俺おれ達たちは思わず声を上げていた。







[image: ]







「な、何があったんですか……!?」

　俺は思わずお兄様に問とい質ただしていた。

　こっちから触さわるのは絶対禁止の危険人物だが、どうしても放っておけなかったのだ。

　普通に顔出しだし。しかもすげーイケメンだし、服もまともだ！

　いつもは鉄仮面にスカーフマフラーにブーメランパンツ一丁のド変態なのに！

　これじゃあただのイケメンじゃないか！

　俺達の知ってるお兄様はこんなんじゃねええぇぇぇ！

「何の事かな？　それよりも、今回も妹が世話になったようで礼を言う。今日は正々堂々と戦おうではないか。君達の健けん闘とうを祈いのっているよ」

　何だオイ、まともだぞ逆に怖いよ。いや普段でも怖いが、とにかくこれはおかしい。

「赤羽さん……ちょっとちょっと――！」

　と、赤羽さんを手招きする。

「何ですの？　どうかなさいまして？」

　彼女が来てくれたので、俺達は輪になってひそひそ話を始める。

「どうもこうもねえよ――！　なんだよあれ、病気にでもなったのか!?」

「そうですし！　しかも何あれ中身！　チョーイケメンなんですけど!?」

「だけど普段があれじゃあ、ちょっと複雑ね」

「ちょっとどころじゃないと思うコケが……」

「だけどイケメンなのはいい事ですし」

「無む駄だではないわよね」

「コケ～。女の子は結局イケメンには弱いコケ～」

「普段お兄様がお顔をお隠しになっているのも、そのせいですのよ」

「どういうことだ？」

「あの通りのお顔立ちですから、顔を出して露ろ出しゆつをすると女性からは逆に喜ばれてしまう事が多いのですわ。お兄様はあくまで気味悪がって欲しいようですので――あえてお顔をお隠しになっているのです」

「……筋金入りの露ろ出しゆつ狂きようだわな～」

「ゲ、ゲームの中だけの事ですから……普段は本当にお優やさしくて聡そう明めいなのですわ。あの姿はお兄様がこの世で唯ゆい一いつ背せ負おってしまった業と言いましょうか……」

「まぁ――で、今日は何でまた常人のフリをしてるわけだ？」

「お父様とお母様が来ておられますのよ？　流石さすがにあの格好は見せられませんわ。お兄様は聡明なお方です。ＴＰＯは弁わきまえておいででしてよ？」

「まあ確かに親が見たら泣くよなアレは……赤羽さんのその格好は平気なのか？」

　普通に露出度高めのソードダンサー衣装ですが？

「？　どこも恥ずかしい所などございませんわよ？　お父様もお母様もよく似合っていると褒ほめてくださいましたわ」

　んーなるほどな。つまり赤羽家は赤羽さんのソードダンサー衣装はセーフだが、お兄様のド変態ルックは流石にＮＧって事だな。

　まあボーダーラインは家ごとにそれぞれだろうが、まあお兄様のアレは十中十がアウトだろうな。

　マジで親が見たら泣くレベルだしな。

「だ、だが待って欲しいぃぃっ！　そんなの納なつ得とくできません！」

　と、声を上げた鉄仮面がいる。あ、セルフィだ。そりゃ怒おこるのも当然か。

　赤羽さんのギルドに行ってお兄様に影えい響きようされてフォロワーになったのに、いざ本番では師匠が鉄仮面を脱ぬいだわけだ。

　裏切られたというか、ハシゴを外されたというか――

　自分一人だけこんな事をやらされて、冷静になってみればさぞかし恥ずかしいだろう。

「竜太郎さん！　目を覚ましてください！　誰だれに何と言われようと、どんな時も己おのれを貫つらぬくのが真の美しさだと教えて下さったのはあなたじゃないですか！　さぁ、あなたの本当の姿を取り戻もどして！」

　と、自分の鉄仮面を脱いでお兄様に手て渡わたそうとする。

　わーやっぱ素す顔がおは美少女エルフＮＰＣだなー。可愛いわ。

　それがすっかり毒されちまって、可哀かわいそうな事この上ないな。

「何を意味不明な事を言っている？　君も奇き妙みような格好は止めて、万ばん人にんに恥ずかしくない姿で戦いに挑いどもうではないか」

　うわ華か麗れいにスルーした！　自分がその道に引き込んだくせに……！

「う……！　そ、そんなぁ――じゃあ一体私は何のために……うわああああぁぁぁん！」

　あ、泣いちゃった。いやまあそれも無理ないわなあ。

「実家に帰らせて頂きますううぅぅぅぅーーーーっ！」

　ダッシュで去って行くセルフィだった。

　そして桟橋の縁まで駆けていくとそのまま飛び降りた！

「いいっ!?」

「コケーッ!?　死ぬコケー!?」

「うええええぇぇっ!?」

「あぶない――！」

　俺達は桟橋の下を見るが――

　セルフィは空中で何かホウキのようなものを取り出してそれに乗ると、ぴゅーっと飛び去って行った。おお。魔女っ娘っぽいな。

　しかしまあ無事なのはいいが、こりゃ連つれ戻すこともできなさそうだが……？

「おお!?　いやでも行っちまったな。えーと……？」

「セルフィ、行っちゃったコケー……」

「どうするですし？　これ？」

「わ、私達にはどうしようもないわね――」

　これ不戦敗とかになるのか……？

「赤羽さん、どうするんだこれ？」

「ど、どうと言われましても……これでは戦えませんわね。自ギルドのＮＰＣと共に戦うのがルールですし」

「せっかくレベルもだいぶ上がったのにな、勿体ないというか……」

「ですがまあ、この戦いが保護者参観である以上、こうなることはうすうす予想していましたわ……セルフィには可哀そうな事をしましたが――」

「なあに妹よ、何の問題もないさ」

　と、戦犯が口を開いた。

「我々のギルドは不戦敗になろうが、お前はこちらのギルドのチームに参加させてもらうがいい。どうだろう高代君？　構わんか？」

「いやまあウチは人手不足ですし……手伝ってくれるならありがたいっすけど」

　バトルロイヤルの人数制限はＮＰＣプラス五人まででプレイヤーはいつでも交代可能。

　俺達は四人だから、一枠空いてるんだよな。

　まあそこに赤羽さんを貸してくれるなら願ったりではある。

　ダブルソードダンサーの構成は色々できてアドリブが効きやすいからな。

「では妹を頼たのむぞ。私も父と母と共にお前が戦っているのを見させてもらうぞ、妹よ」

「ですがお兄様、わたくしとあきらさんが共に戦っていて、お父様とお母様はお怒りになりませんかしら？」

「これまではそうだったが、これからもそうであり続ける必要はないということだ。お前がお前の心のままに、友となりたい者と友になる事を止めさせはせんさ。なあに私に任せておけ、お前はこのイベントを楽しむといい」

「お兄様――」

　いや、何かいいこと言ってるっぽいけど――

　普段のアレを見てると全然頭に入って来ねええぇぇぇぇっ！

「では私も観覧席に行くとしよう、それではな」

　と、お兄様はご両親も伴って観客席に向かって歩いて行った。

「ではワシらも行くコケ～ココールをよろしくコケ～」

「皆さん、お願いしますコケ――」




「「「「にいちゃん、がんばるピヨーっ！」」」」




　ココール一家も観客席へ向かうらしい。

「じゃあねえ、蓮ちゃん。お母さん達は観客席に行くわねえ」

　ピーチサンダー号から降りてきた俺達の両親も、観客席へ。

『さあ、まもなくギルド対抗ミッション最終バトルロイヤルを開始します――！　保護者参観にいらした方は観客席にどうぞ！　選手たちは各おの々おのの飛空艇に集合！』

　おお、仲なか田た先生のアナウンスが。そういや実じつ況きようやるって言ってたな。

「ってかあきらがまだ来てないな――」

「蓮くん～！　みんな！　ごめんね遅おそくなっちゃった！」

　と、あきらの声がした。おお、ナイスタイミング。

　見るとスーツ姿の若い男の人に付き添われたあきらが、ソードダンサー衣装ではなく制服姿でこちらに近づいて来ていた。

　この人が保護者の人か――？　若いけど、お兄さんかな？

　笑え顔がおで手を振るあきらは、いつもと変わりのない笑顔だった。

「遅いですわよ、あきらさん。もう集合ですわよ？」

「あれ、希美さん？　どうしたんですか？」

「いや、色々あって赤羽さんはウチのギルドのチームで参加してくれるそうな」

「あ、そうなんだ――」

「いやでも、そう決めたはいいが参加認められるのかな？　言いに行った方が――」

　そこに、仲田先生のアナウンスが。

『え～只今真実の姿トウルーフオーム所属の赤羽希美さんが悪魔の仕業デモンズ・クラフトのチームで戦いたいと申請がありましたが問題はありません！　システムメニューの最終バトルロイヤルのルールにもありますが、各プレイヤーは、バトルロイヤル開始時に乗り込んでいる飛空艇ていのギルドのチームに配属されます！　では、バトルロイヤル開始まで残り十分です――！　各プレイヤーは飛空艇に乗り込んで待機して下さい』

　む。お兄様が先生に言いに行ってくれたのか？

　アレな感じだが気は利くんだなあ、あのお兄様は。

「なるほど――じゃあ、飛空艇に乗って待機しよ！　有馬さんは観客席に行って見ていて下さいね？」

「かしこまりました、お嬢じよう様さま」

　と、あきらと一いつ緒しよに来ていた男の人が恭うやうやしく応じた。

　家の人は家の人でも、お兄さんとかじゃないみたいだな。家で働いてる人か？

　しかしお嬢様、か――やっぱあきらって凄いいいとこの子なんだよなあ。

　俺みたいなのと毎日遊びまくってていいのだろうか――

「あきら、この人は？」

「有馬さんだよ。お爺さんの代から、三代続いてわたしの家で働いてくれてるの」

「お嬢様のご学友の方々ですね？　いつもお嬢様がお世話になっております。本日もよろしくお願いいたします」

「あ、どうも――こちらこそお世話になってます」

　俺達に向かっても、温和な笑えみで丁寧にお辞儀して来る。

　うむ――逆に何か居い心地ごこち悪いな！

「うちは今日はみんな忙しくて来れないから、有馬さんが代わりにって」

「なるほど――」

「お嬢様、ですが構わないのですか？　そちらは赤羽家のご息女の希美様では――？」

「たまたまですわよ。ゲームの中でくらい、現実の事は忘れて楽しんでもよろしいのではなくて？」

「無論、私はお嬢様がよろしければそれで構いませんが――」

「はい。構いません。有馬さん、心配いりませんから」

「かしこまりました。それでは私は観客席へ参りますので――ご健闘をお祈り申し上げます。ご主人様より、お嬢様のご活かつ躍やくをしかと見届けるよう仰せつかっておりますから」

「ありがとうございます、有馬さん。ゲームには余り興味がないかも知れませんけど、できれば楽しんで下さいね」

「ええ。楽しみにさせて頂きます」

　そして、有馬さんは丁寧に一礼すると観客席へと向かって行った。

「んじゃ俺達も行くわ。また後でなー」

「手心は加えぬぞ。全力でやらせてもらう」

「希美様！　今日は敵チームにいますが、ご命令とあればいつでも裏切りますんで、何なりと命令して下さい」

「いや、だから堂々と私の前で内通を宣言するなと――とりあえず行くぞ片岡殿」

　片岡とクジャータさんも去っていき、俺達のギルドのチームだけが残った。

　そうすると、あきらがふうと息をついた。

「……見ての通りだよ、家族は来てないけど代わりに有馬さんが見に来てるから、何かあったらお父さんたちに伝わっちゃう――気をつけて戦わないと」

「やっぱソードダンサー装備を見られたらマズいと？」

「うん、絶対マズいね……」

「そっか――今思うとソードダンサー勧めた俺が悪かったなあ、こういう風になるとは思ってなかったぜ。ごめんな、性能的な事しか考えてなくてさ」

「え？　蓮くんが謝らなくていいよお、結局選んだのわたしだし、ソードダンサーの性能自体は気に入ってるよ？　今日だけはこれで乗り切っちゃお！」

　と、ミミックファンをばっと広げて見せる。

「これのおかげでやり過ごせるよ。みんなありがとうね」

　まあこれで何とかなるか――そのために用意したんだもんな。

「面めん倒どうな話ですわねえ。ゲームの中の姿などに、そう目くじらを立てるものではありませんでしょうに。そちらは堅かた苦くるしいですわね」

「はぁ……希美さんの場合は竜太郎さんがいますから、目立たないでしょうけど――」

「いや、あきら。あの人今日は普ふ通つうの格好してたぞ」

「ええぇぇっ!?　じゃあびっくりしたでしょ、蓮くんもみんなも」

「ああ――メッチャしたな」

「ほんとですし！　あのド変態があんなイケメンだとは――！」

「そうね。本当にね」

「でもそれならまだいいよ。わたしなんか先に中身知ってる上であれだからね？　一いつ瞬しゆんわたしの方が目がおかしくなったんじゃないかって思ったもん」

「まぁ中身知った上であれだと確かに目を疑うわな……」

「あ！　でも竜太郎さんが普通の格好で来るならセルフィはどうなるの？　一人だけ鉄仮面で可哀そうじゃない？」

「ああ、あの人に知らんぷりされて怒って帰ったぞ」

「ですし。実家に帰らせていただきますって」

「それで、ＮＰＣがいないと戦えないから不戦敗になったの」

「うわぁ～だから希美さんがこっちにいるんだ！　セルフィがちょっと可哀そうだね」

「ええ――ですからわたくし達たちは負けるわけには行きませんわ。志半ばで散ったセルフィの分も勝たねばなりません――！」

「いや散ったと言うか何と言うか――とりあえずセルフィの分を俺達に背負わされるのは拒きよ否ひしたいんだが――」

「そうコケ～おたくのおかしな兄ちゃんのせいコケ～」

　うむ、ココールよド正論だ。

『繰くり返かえします。バトルロイヤル開始まで残り三分です――！　各プレイヤーは飛空艇に乗り込んで待機して下さい！』

　仲田先生のアナウンスが響ひびく。

「みんな、早く乗りましょう！　さぁ腕うでが鳴るわ――！　うふふふふ……！」

　前田さんが瞳ひとみを輝かがやかせて俺達を手招きした。

　俺達はピーチサンダー号に乗り込み、そして――

『それでは――ギルド対たい抗こうミッション最終バトルロイヤル艦かん隊たい戦！　レデイィィ――ゴオォォーッ！』

　さぁ艦隊戦がはじまるぞ！







第７章　艦隊戦とうっかり身バレ







　先生の開始の合図と共に、俺達の目の前が大きく歪む。

　そして次の瞬しゆん間かんには集合場所の人工浮島ラグーンを見下ろす位置の空に転送されていた。

　他ギルドの飛空艇も同様で、それぞれが一定間隔で点在するようにワープさせられたようである。

　見渡すと人工浮島ラグーンとその周囲の空域を包み込むような広大な結界が出現しており、これがバトルフィールドの範はん囲いという事だな。

　ピーチサンダー号に乗り込んだ俺達は、全員操そう舵だ室しつにいた。

　操舵室に入らないと前まえ田ださんがニトロでぶっ飛ばすから振り落とされて死ぬしな。

　そうなったらポイントはどうなるのかねー。

　確かプレイヤーを撃げき破はすると１ポイント、ココール達たち英雄候補のＮＰＣを撃破すると５ポイントだ。

　逆に撃破された場合は、同ポイント分マイナスを喰らうんだったな。

　で、制限時間が終わった時にポイント上位の四位までが最終決戦に――だ。

　ポイント増減の幅が大きい英雄候補ＮＰＣは優先的に狙うべきだし、敵も狙ってくるだろう。その中で、俺達としてはココールの力は温存して乗り切りたい。

　本体が弱い事はバレないように――だ。

　それにゴールデンイエロー・スウィーツで呼び出だすために雇ってあるモンスターの数は現在６。その中には切り札のデッドリー・キングさんもいる。

　ただし、呼び出しは一度きりの傭兵契けい約やくだから軽々しく使うわけには行かない。

　このバトルロイヤルでは仲間に出来るモンスターなど出てこないだろうし、補ほ充じゆうが利かない。６体のモンスターで最後まで乗り切る必要があるのだ。

　最終決戦ではよりＮＰＣの力が重要になってくるだろうし、ここは俺達でココールを護りつつ決勝に連れて行く。

　それから、あきらのソードダンサー衣装は参観に来ているあきらの家の人には見られないように立ち回るべし。有馬さんだっけな。

　これはあきら自身が気を付けてはくれるだろうが『ミミックファン』の擬ぎ態たいを常時維持して戦いを切り抜ける必要がある。

　俺おれがソードダンサー勧めたのもあるし、こんなつまらんことでマイベストフレンドが退学とかシャレにならんからな。ここは絶対守るべし！

「もう動いていいのよね！　ね!?　早さつ速そく仕掛けるわよ！　いいわよね!?」

　ギラァ！　と目を輝かせて前田さんが言う。

　他ギルドの動きを観察してみたかった気もするが、前田さんがおやつをおあずけされた犬みたいになっているので、こちらから仕掛けるしかないか――！

「ああ――行こうぜ！」

「じゃあ――行くわよ！」

　がっちょん！

　前田さんが舵輪のレバーを引っ張ってニトロを発動！

　ピーチサンダー号は近くの敵船に向かって、猛然と空を駆ける。

　前田さんが初手でニトロ発動させるのは、全員が予想できていた。

　それぞれ手て摺すりに掴つかまって衝しよう撃げきに備えたため、誰も転んだりはしなかった。

「目の前に船！　どこのギルドか知らないけど、ドリルで突っ込むわね！」

「い、いきなり体当たりですの!?　そ、それは特攻で最後の手段では!?」

　赤あか羽ばねさんがびっくりしている。

　まあ赤羽さんはチーム違ちがうはずだったから、ピーチサンダー号の本番用のセッティングは知らないからな。

「いや、ドリルしか武器ねえんだ！　他全部ニトロだから！」

「えぇ!?　大たい砲ほうとか積まないんですの!?」

「金は別の事に使ったからなぁ――これしか用意できんかった！」

「私は大丈夫よ！　性能が尖とがっていた方が楽しいもの！　フフフ……フフフフフ！」

「こ、怖こわいですわ！　本当あなたってハンドルを握にぎると性格が変わりますのね……！」

　と、赤羽さんがちょっと引いていた。

　しかし前田さんはまるっきり気にしていない。

「さぁ当たるわ衝撃に備えよーっ！　突とつ撃げきいぃぃ！」




　ドガシャアアアァァァッ！




　ピーチサンダー号は敵船の土手っ腹に高速で突っ込み、ゴールデンドリルが文字通り風穴をあけた。

　向こうの被害の方が無論大きいのだが、ニトロを乗せたドリルアタックによりこっちにもかなりの衝撃が来た。

　そのせいか――




　蓮れんは２５０のダメージを受けた！

　あきらは２５０のダメージを受けた！

　琴こと美みは２５０のダメージを受けた！

　優ゆう奈なは２５０のダメージを受けた！

　希のぞ美みは２５０のダメージを受けた！

　ココールは２５０のダメージを受けた！




　うぬ……！　衝撃で全員にダメージが来るのか――

　まあ俺達はもうＨＰ２０００台とかになってるので大して痛くはない。

　だが――

「コケ～……ぴよぴよ～ぴよぴよ～コケ～……」

　うわ！　ココールがピヨってる！

　ココールはＨＰ少ないからなー……何回もやってたら普通に死ぬぞこれ！

「ココールくん大だい丈じよう夫ぶっ!?」

　あきらが慌あわてて回復を飛ばしていた。

「あ、ありがとコケ～！　しかし痛かったコケ～！」

「一いち撃げき死しなければ、毎回回復を挟めば問題ないわよね！」

「ひいいぃぃぃっ!?　コケ～！」

「うわぁことみースパルタですし！」

「高たか代しろくんほど無茶はしていないわ」

「むぅ――！　反論に困るな！」

「ま、蓮くんは反論できないよね～。でも大丈夫だよちゃんと回復入れるから」

「そうそうあたしも回復ありますし、結構無駄に回復手段豊富ですしこのパーティ」

　まあ俺とココール以外全員回復手段持ちなんだよな。

「じゃあ気にせずに行くわよ！」

　と、前田さんが再びニトロドリルアタックを繰り出すべく舵を切ろうとした――

　のだが、土手っ腹に風穴の開いた敵の飛空艇の操舵室から甲かん板ぱんに人が出て来た。

　そして、力一杯こっちに罵声を飛ばしてくるのだった。

「コラーーーーーッ！　何て事すんのよ君達はああああぁぁぁーーー！」

　あ、ほむら先せん輩ぱいだ……
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　やっちまった――！

　同盟する約束してたのに、初手でフレンドリーファイアかよ！

　先輩達の船、思いっきり穴あいて二つに折れそうなんだが……!?

　うわあぁぁぁー。ほむら先輩怒おこってるなー……

「ちょっと表に出なさーーーいっ！　同盟だって言ったでしょ!?」

　俺は甲板に出て謝ることにする。

「すんませんすんませんすんません！　気づかなくて、つい……！　同盟を破ろうとかそういう気は一いつ切さい無いんで！　マジで不幸な事故で、すいませんでしたあぁぁぁっ！」

「ホントね!?　次やったらホントにブチ切れるわよ！」

「もうしませんもうしません、ごめんなさいごめんなさい！」

　ペコペコと何度も頭を下げる。

　あきら達も甲板に出て来て、全員で謝っておいた。

「ご、ごめんなさい高代くん、私が悪いのに――」

　と、ハンドルを離して冷静になったらしい前田さんが、ばつが悪そうにしていた。

「俺も行けって言ったし分からなかったからな。まま、次から気を付けようぜ」

　前に一度ほむら先輩の飛空艇は見ていたはずなのだが、こう数が多いと見過ごすよな。

　開幕でテンション上がってたし、いきなりニトロで超加速してたので、見逃しやすかったというのもある。

「ありがとう。もう失敗しないから」

「コケ～。蓮は優しいコケな～」

「いやいや、俺もやりたいようにやり過ぎて迷めい惑わくかける事が結構あるからな。持ちつ持たれつってやつだ」

　それに一応ギルドマスターだしな。

「じゃあ先輩、すいませんでした！　ここから協力プレイでお願いします！」

「分かったわよ。そっちも頑がん張ばりなさいよ――！」

　よしじゃあ、もう一回操舵室に戻って――

　と思った俺達の耳に轟音が響いた。




　ドウゥン！　ドウゥン！　ドガアアァァァッ！




　遠えん距きよ離りからの砲ほう撃げきだった。それが甲板に着弾し、炎ほのおと爆風をまき散らしたのだ。

　爆風で体が持っていかれ、俺達は操舵室の外壁に叩たたきつけられる。




　蓮は３１０のダメージを受けた！

　あきらは３１０のダメージを受けた！

　琴美は３１０のダメージを受けた！

　優奈は３１０のダメージを受けた！

　希美は３１０のダメージを受けた！

　ココールは３１０のダメージを受けた！




　全員にダメージのログが見える。

「いってて――！　みんな大丈夫――」

「コケエエェェーーーーー!?」

　言い終える前にココールの悲鳴。

　ココールは運悪く壁に当たって止まらず、船外まで吹ふっ飛とばされそうになっていた。

　これは、落ちる――!?

「ココールくん！」

　近くに飛ばされていたあきらが、助けようと手を伸ばす。

　何とかココールの羽を掴むことが出来たのだが、重いのかバランスを崩くずして一緒に落ちそうになる。

「れ、蓮くん早く助けてーー！」

「おうよ！　ナイスだあきら！」

　俺はあきらに駆け寄って、後ろから体を抱えて引っ張る。

　すげー密着してるし、めっちゃ柔やわらかいけどセクハラじゃないからな！　不ふ可か抗こう力りよくだ！

　だが俺には役得を楽しむ余よ裕ゆうは与あたえられず――




　ドガアアァァァッ！




　再び近くに大砲が着弾！




　蓮は３１０のダメージを受けた！

　あきらは３１０のダメージを受けた！

　ココールは３１０のダメージを受けた！




　巻き込まれたのは俺おれ達たち三人だけだった。

　が、今度こそ衝撃で三人とも船外に吹っ飛ばされた。

「だあああぁぁぁっ!?」

「きゃああぁぁぁっ!?」

「コケーーーーーー！」

　為す術なく、俺達はパラシュート無しのスカイダイビング状態に！

　ひえぇぇぇ！　風圧とかヤバい！　この落下感もヤバい！　背筋がゾクゾクする！

　遊園地のフリーフォールなんぞ目じゃないくらいの恐怖感！

　ゲームなのにこの体感のリアルさはすごい！

「ひええぇぇぇーーー！」

　流石さすがに俺おれは怖くて悲鳴を上げていた。

「うわああぁぁぁ！　空が綺麗ー！　大迫力だよおおぉぉぉっ！」

　しかし喜んでいるマイベストフレンドが！　よく平気だなおい！

「疑似スカイダイビングだね！　楽しいぃぃぃー！　リアルだと興味あっても絶対止められちゃうし！」

「ゲームでもリアルでも俺は興味ありませんがあぁぁぁ――！」
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「もうどうしようもないし、楽しんだ方がいいじゃん！　これも絶景だね、スクショ撮れるかな～!?」

　と空中でカメラ撮影を試みようとする。

　流石絶景マニアはどんな時でも絶景に対して貪欲だな！

　しかしそれはそうとして、あきらと話して俺の中に閃ひらめいたことが一つ。

　もうどうしようもない――ってわけでもなかったりするかも知れないんだ、これが！

「おいココール！　あれ呼ぼうぜ！　フロストイーグル！」

　ココールのゴールデンイエロー・スウィーツで呼び出せるようにしておいたモンスターだ。

　レベル77の通常モンスターで、デッドリー・キングに比べれば弱いがこいつは飛べるのである。

　しかもプレイヤーを背に乗せる事も可能。

　こんな事もあろうかと飛べるモンスターを仲間にしておいた。

　いきなりだが、ここは役に立ってもらおう――！

　しかし……！

「父ちゃん、母ちゃん――先立つ不孝をお許しくださいコケー……」

　ココールの体が点てん滅めつしていた！

「!?　おい、ココール？　ココーーーーーールっ！」

　よく見ると、さっき見えたダメージログには続きがあったのだ。




　ココールは３１０のダメージを受けた！　ココールは力尽きた……




　砲撃のダメージで死んでるうぅぅぅぅ！　ＨＰの低さが仇になったか……！

　ココールの姿が消しよう滅めつ。それからピロンとシステム通知音。




　悪魔の仕業デモンズ・クラフトのココール・サンダースが撃破されました。戦功ポイント-5。

　悪魔の仕業デモンズ・クラフトの合計戦功ポイントは-5です。現在48／48位です。




　わぁい最下位かよ！　ご丁寧にログウィンドウの文字だけでなく、視界の端はしに順位もバンとでかく表示されている。

　こう、レースゲームの現在の順位表示的な奴やつだ。

　まぁ便利だが48／48を見せられるとちょっと焦るな。

　いやそれよりも――

「あーもうどうしようもねえなこれは！」

「あはははっ！　もうどうにでもなーれ！　まあここから巻き返していけばいいよ！」

　ホント、あきらさんは楽しそうだ。よくこんな恐怖体験を楽しめるな！

　そして、程ほど無く俺の視界は真っ暗になった。

　で――




　悪魔の仕業デモンズ・クラフトの高代蓮が撃破されました。戦功ポイント-1。

　悪魔の仕業デモンズ・クラフトの青あお柳やぎあきらが撃破されました。戦功ポイント-1。

　悪魔の仕業デモンズ・クラフトの合計戦功ポイントは-7です。現在48／48位です。




　うん、場外アウト！　こりゃどうしようもなかった！

　で、目の前がブラックアウトして被撃破のログが出て、次の瞬間――

　ぱっと視界が切り替わり、目の前に前田さんや矢や野のさんの姿が。

「おっ!?　戻もどって来たか？」

　隣となりにはあきらやココールもいて、俺達三人はピーチサンダー号に再配置されたようだ。

　なるほどな、撃破されたらそれぞれの飛空艇上に復活なのな。

　じゃあ飛空艇自体が撃破されたらどうなるんだろう。

　まあ試ためしてみたいとは思わないが――

「なるほどー。やられたらここに復活するんだね」

「コケー……恐ろしかったコケー……コケ族は飛べんコケよ～」

「……」

　まあココールは落下死じゃなくて、砲撃のダメージで死んだんだがな……

　遠目には落下死に見えただろうから、むしろカモフラージュになってよかったが。

　しかしポイントは-7だ。ここから巻き返さないとな。まだまだ時間はある！

「出だしで最下位になっちゃいましたし！」

「ここから巻き返せば問題ありませんわ、まだまだ始まったばかりです！」

「そうだな――止まると狙ねらい打たれるから、いったん離はなれて……」

　衝突したピーチサンダー号とほむら先輩達に対する砲撃はまだ続いていた。

　やや離れた位置から、いくつかの飛空艇がこちらに砲門を向けている。

「ええ分かったわ。急ぐわね！」

　操舵室に駆け込む前田さん。

　ほむら先輩達の飛空艇もかなりの損傷をしながらもまだ動けるようだ。

　俺達と距きよ離りを離すように、進んで行く。

「みんなも中に入ってね！　一気にニトロで離脱するわ！」

　前田さんの声に従い、俺達も中へ。

　ニトロ発動の時に甲板にいたら振り落とされて場外アウトだからな。

「行くわよ！」

　がっちょん！

　と同時に――船首の方向に巨きよ大だいな何かが飛来した。

　先端に槍やりのように尖った金具の付いた巨大な鎖だった。

　鎖付きのアンカーか！

　それが、ピーチサンダー号に巻き付いてきたのだ。

　ガクン！　と機体が揺ゆれる。

　ニトロを発動したピーチサンダー号がこれ以上進まなくなる。

「くっ――！　進まないわ！」

　アンカーが巻き付いたせいで、動きが封じられたのだ。

　しかしこっちのニトロのダッシュ力を食い止めるとは――

　アンカーが伸のびてきた先を見てみると、かなり大型の重じゆう戦せん闘とうモデルの飛空艇が、俺達と砲撃を加えてきた飛空艇達との間に割り込んで来ていた。

　そして四方にアンカーをぶち込んで動きを止めたのだ。

　向こうの船体の方が相当に大きく、馬力があるためニトロのダッシュも食い止められてしまったのだ。こっちは足は速いが小型高こう速そく艇ていモデルで、向こうを引きずるほどの力は出ないのだ。

　しかしこの光景、どこかで見たな――

「何か、初日の飛空艇襲しゆう撃げきイベントを思い出すね」

「ああ！　そうか、それだな――」

　あの時もこんな感じで、敵がアンカーを伝って飛空艇に乗り込んで来たんだよ。

　で、乗り込んできたレアモンスターを倒たおすとあきらの愛剣スカイフォールを落としてくれたわけだ。

「って事はこれ、相手の飛空艇にぶち込んで動きを止めて、斬り込むための攻こう撃げき用パーツなのか――」

「砲撃戦拒否で、白兵戦に持ち込みたい人向けだね」

「アサルトアンカーという攻撃系の拡張パーツですわ。仰おつしやる通りの用途でしてよ」

　と、赤羽さんが補足。おお、知ってたのか。

「なるほど。そう聞くと、何かいきなりこれ使いそうな人に心当たりがしますなあ――」

「あはは……だねえ」

「ゆっきーの先輩ですし？」

「だな――！　こんなに四方八方にぶち込んでも、各ギルドの人数は一緒なんだから大兵力で押おし潰すとかできないのにわざわざやってるからな」

　兵数に圧あつ倒とう的てきアドバンテージがない以上、アンカーで繋つながった各船の間で白兵戦による乱戦になるだけで、必ずしも自分達の有利に働くとは限らない行動である。

「あえてそれをやるって事は、やりたいからやってるわけで――つまりそういう趣しゆ味みとしか言いようがない。あいつら、白兵戦が好きなんだ！　となると雪ゆき乃の先せん輩ぱいの仕業だろ」

　対人戦厨の集まりだからなー、雪乃先輩のギルドは。

「フフッ。スノウらしいですわね――！」

　と、赤羽さんが不敵に笑うのだが――

　え？　いやそれここで言っていいのか!?　マズくないか!?

「えええぇぇぇぇ!?　希美さんＥＦエターナルフアンタジーの雪乃先輩のキャラ名知ってるんですか!?　じゃあ希美さんもＥＦエターナルフアンタジーやってたんですね！」

「え、ええと……その――」

　ほら速攻で喰くい付かれてるじゃねーか！

　赤羽さんって何気に結構おっちょこちょいだよな……！

　こりゃもうスカーレットだってバレたも同然だな……

　まあ、最近仲良さそうだし、別に問題もないだろう。

「そ、その話は後でいたしますわ――！　今は、この戦いに集中しましょう！」

「そうだな、そうした方がいいぜ！」

　と、俺もフォローしておく。

　特にあきらも文句はなかったようで、何も言わなかった。

「前田さん！　このまま反転して、向こうに突っ込もうぜ！　アンカーのせいで逃にげられないなら、逆にこっちから行ってやる。乱戦ならポイントを稼かせぐチャンスもある！」

「分かったわ――！　行くわね！」

　前田さんが舵輪をぐるぐると回し、ピーチサンダー号は反転し船首を重戦闘モデルの飛空艇ていに向ける。

「突撃っ！」

　がっちょん！　がっちょん！　がっちょん！

　前田さんは一気にニトロのレバーを三連打で引いた。

　三重ニトロの超高速で、ピーチサンダー号は対象に突撃。

　船首のゴールデンドリルが見事にぶち当たった。




　蓮は４２０のダメージを受けた！

　あきらは４２０のダメージを受けた！

　琴美は４２０のダメージを受けた！

　優奈は４２０のダメージを受けた！

　希美は４２０のダメージを受けた！

　ココールは４２０のダメージを受けた！




　またドリルアタックの反動が！　しかも三重ニトロのせいでダメージ増してるし！

「コケー……！　ああ……お星さまが見えるコケ～……」

　またココールがヤバい――！　が、何とか死なずに踏ふみとどまる。

　死なずに済めばこっちのもので、一気にあきら達が回復をバラ撒いた。

　これでこっちは全回復！

　そしてピロンとシステム通知音。




　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　悪魔の仕業デモンズ・クラフトの合計戦功ポイントは-5です。現在40／48位です。




　お、今のドリルアタックで場外に吹っ飛ばせたか、ＨＰ削けずり切ったかでポイントがちょっと入った！

「よし、ポイント入った！　この調子で行こうぜ！　とりあえず向こうに乗り込むぞ！」

「よーしここから白兵戦だね……！　ならこれの出番かな――！」

　と、あきらが『ミミックファン』を掲かかげる。

　これまで飛空艇同士の戦いだったのでまだ擬態を使わず、制服姿のままだった。

　喰らうダメージも防ぼう御ぎよ力りよくに関係ないようだったので、それでよかったわけだが――

　直接他プレイヤーと戦う白兵戦になれば、防具の性能がやはり物を言う。

　まともな防具に着替えないと戦えないが、ソードダンサー的なまともな防具は露ろ出しゆつ度どが高いわけで。

　布地が減るのに防御力が上がるとはゲームならではのファンタジーだが、とにかくあきら的にはそれを参観に来ている有馬さんに見られてはまずいようなので、擬態で姿を隠かくしつつ戦わなければならない。

　各ギルドの戦ってる様子は、観客席からモニターできるらしいので、具体的にどの角度の絵が送られてるのかは分からないが、あの姿を見せると一発アウトと思った方がいい。

　まあモニターできないと、観客席で見てる人は何が何だか分からんからな。

「あきら、ココールになってくれ！」

　と、俺はリクエストする。

　単にあきらの家の人への目くらましならだれでもいいが、それだけで終わらすのはせっかくの機能が勿体ない。

　ココールに擬態したあきらに前面に出て貰もらって、ココール本体は温存するのだ。

　そうすれば本当のココールが紙装そう甲こうである事が隠ぺいできる。

　ココールの仲間モンスターの消耗も抑おさえたいからな。

「分かった。どうせなら派手に囮おとり役になるからね！」

　と『ミミックファン』でココールをぺしりとやり、準備完了。

　これで『ミミックファン』がココールの姿を記録した。

　最後に攻撃を当てた相手に擬態する効果だ。

　効果時間は６００秒だから、そこそこ長い。

　擬態が切れそうになったら掛け直しも利くしな。

「蓮～おいらはどうすればいいコケ？」

「見つからないようにここに隠れといてくれ！　戦力温存な！　もし見つかって敵がこっちに来たら、フロストイーグルを呼んで空に避難だ。お前がやられるのがポイント的に一番被害がデカいから、安全第一でな！」

「わ、分かったコケ～」

　ＮＰＣの撃破点はプレイヤーの五倍だから、間ま違ちがいなく優先的に狙われる事になる。

　如何にこちらのＮＰＣを守りつつ、敵のＮＰＣを撃破できるかがこの戦いの鍵になる。

「行くよ！　ココールくんになーれ！」

　ぽんっと立ち上る煙けむりと共に、あきらがココールに姿を変えた。

「装備変更セツトチエンジ、セットＡ！」

　あきらはそうコールし、装備が切きり替かわる。

　今回の戦いのために、『イクウィップリング』も追加で用意したのだ。




　イクウィップリング

　　種類：アクセサリ　装備可能レベル：10

　　特とく殊しゆ性能：装備変更を音声によるショートカットで行う事が出来る

タレント『クイックチェンジ』と同一の効果




　いわゆる『着替え』を可能とする装備だ。

　武器破壊から合成して再装備を円えん滑かつにするため、俺も愛用している。

　装備を剣の二刀流に切り替え、防具もソードダンサー用の戦闘用装備になったはずだ。

　しかしあくまで見た目はココールなので、武器以外の変化はない。

　擬態の効果が切れたり、その他本気でヤバそうな時は、見える前に制服に装備を戻せばいい。システムウィンドウからそれをやっていたのでは間に合わないが、『イクウィップリング』による着替えならば間に合う。

『イクウィップリング』の追加購入は、安心安全のための保険でもある。

　金で買うとまあまあの出費だったが、マイベストフレンドのためなら安いもんだ。

　前田さんと矢野さんも買った方がいいと言ってくれたし。

「よっしゃ行くぜ！　みんな！」

「おー！　乗り込めー！」

「援えん護ごするわね！」

「こういうの空賊っぽいですし！」

「お行儀は悪いですけれど、ちょっと楽しいですわね！」

「みんな頑張ってくるコケ～！」

　俺達はココールを残して、操舵室から甲板に飛び出す。

　そのままアサルトアンカーで繋がった敵船の甲板まで乗り込んだ。

　甲板にはアサルトアンカーの発射台が設置されており、その上にはＨＰバーが見えた。

「うん……？　なんだＨＰバーが見える――」

「あそこを攻撃して、ＨＰを０にしたらアンカーの拘束が解けるのですわ」

「さっきからアサルトアンカーに詳しいな、赤羽さん」

「ええ。わたくし達たちもあれを使おうと思いまして、用意していたのですわ。結果的に無用の長物になってしまいましたが――」

「ああ、セルフィが実家に帰ったもんな……」

「ですわ……今はわたくしのアイテムボックスにありますから、何でしたらお使い頂いても構いませんわよ」

「ああ。後で使わせてもらうか――！」

　まだピーチサンダー号の拡張パーツのスロットには空きがあるからな。

　ニトロチャージャーを二個返して空いたスロットの一枠わくは俺が作ったゴールデンドリルで、もう一枠が空きなのだ。

　だがとりあえず今は、この船上での白兵戦だ。

「ふふふ……！　逆に突撃してくるとはいい度胸だ！　さすが蓮だな！」

　そう言って姿を現したのは、やはり予想通りの雪乃先輩だった。

「雪乃先輩！　やっぱ雪乃先輩だったか――」

「ほう？　よく分かったな！」

「そりゃまあ特にアドバンテージも無くいきなりアサルトアンカー四方にぶち込んで白兵戦やりたがってるんですから、白兵戦が趣味の人だろうなと」

「ふっ。その通りだ！　こういう特殊な環かん境きよう下での対人戦もいいものさ、この間とはまた違ったレベル帯で、違った戦いも楽しめるしな！　さぁ蓮、戦うぞ！」

　雪乃先輩が嬉うれしそうに二刀流の斧を構える。

「雪乃！　ココールはボクにやらせてよ！」

　と、雪乃先輩の横に可愛かわいらしい獣人ワーウルフの美少女ＮＰＣが立つ。

　ミコット・コープルだ。レベルは――78！　うーん結構強いな。

　この子もドラフトの時はセルフィと人気を二分したドラ一候補だった。

　セルフィの方はあんな事になってしまったわけだが――

　ホント、ドラフトの時は注目を浴びてても、いざプロに入ってみるとどうなるか分からんもんですなあ。いやまあ、リアルな野球に例えてますけどね。

　だがこの子は雪乃先輩の下で真っ当に育成されていたようだ。

「レベル１００だなんてよく頑張ったね！　さぁ見せてみて、キミの力を！」

「フッフフ――後悔しても知らんコケよ……！」

　ちゃきっ！　と二刀流で構えるココール――の姿をしたあきら。

　おお声マネ上手い上手い、声はコピーしないからなこれ。

　ひょっとして一人で練習してたとかか？

「自信満々だね。頼もしくなったじゃない」

　言いながら、ミコットは身の丈以上もある巨大な両手斧を構える。

　強気なのは中身があきらですから――！

　しかし背が小さくてほっそりしてるのに、こんなものをブン回すんだな。

　雪乃先輩も片手斧だが斧装備なので、二人で並ぶと統一が取れている。

　先輩が二刀流している斧は、前回の春の新人戦の時は揃いのデザインだったが、今回は左右で違う斧だった。

　特に右手に握っている斧は刀身がエメラルドグリーンの半透明で、見栄えがする。

　あれは結構レアな装備なのでは――？

　いやそう決めつけるのも危険か。見た目だけ立派で、しょぼい性能の武器なんてネトゲの世界ではありふれている。

　人はそれを産廃と言うわけだが――

　むしろ、いい装備で見た目も伴っている場合の方が少ないかも知れない。

　見た目ダサいが性能が良くて、入手難易度もお手軽な装備が大量に出回った結果、皆が皆くそダサい装備で世界を闊歩してる図っていうのも割とよくあると思う。

　俺おれも体験した別ゲーの話だが、装備したら攻撃速度とか速くなる素す晴ばらしい頭装備がくそダサいターバンだった事があった。

　あの時は世界中のプレイヤーが鎧よろいの上に頭ターバンだったんだよなー……

　でも性能には勝てないので、みんながターバンでホント異様だった！

　あきらもぶーぶー言ってたのだが、あの時はガチムチの獣人キャラでしかなかったからむしろターバンは似合う方だった。

　お前はむしろ似合うんだから文句言うなって、流してたなー俺。

　とまあそんなネトゲあるあるは置いておいて、しかし相手は雪乃先輩だ。見た目だけ立派で役に立たない武器で戦いに臨むはずもない。

　この戦場でのパフォーマンスを追求して全力で選んできた武器に違ちがいない。

　油断は禁物だな！

「さぁ行くよ！　ココール！」

「いや、むしろこっちから行くコケ！」

　あきらココールがミコットに向けて突っ込む！

　振り下ろした剣と両手斧がぶつかりガキンと金属音が響いた。

　あきらの先制攻撃だが、ミコットはしっかりガードしている。

　しかもガード削りも発生していないようだ。

　両手武器は盾たてほどではないがガード性能が高いからな。

　対して片手武器のガードブレイク性能は低めになる。

　片手武器の一撃では、両手武器のガードを抜ぬくのはなかなか難しい。

「あきらはいない――か。おい操舵手は戻ってアサルトアンカーの巻き上げを続けろ！」

「はいボス！　了りよう解かいです！」

　一人が離脱し、操そう舵だ室しつに戻って行く。

「ふふふ――人数は合わせておいてやるぞ、蓮！　さぁ勝負だ！」

「どうもです！　けどこっちも遠慮しねーっすよ！」

「無論だ！　行くぞっ！　『シャドウスレイブ』！」

　出たな分身！

　二刀流だし分身だし、ホント魔剣士ってのは恵まれてるな。

　しかも前回のレベル帯では二体分身だったのが、三体分身に増えている。

　この増えた分身を剥がして奥おう義ぎを当てないと俺に勝ち目はないわけだが――

　今回も、作戦はないわけじゃない！　やってやるぜ！

　ボンクラーズの王としては、魔剣士のような優遇ジョブを出し抜いてナンボなのだ。

「はあぁぁぁぁぁっ！」

　先輩が左の斧を俺に向かって投とう擲てき！　トマホーク系のアーツだな！

　唸りを上げて迫る斧を、俺はダマスカスステッキベースの仕込杖でガードする。




　蓮はガード。12のダメージ。
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　結果ガード削りが発生。だが痛くはない。

　しかし先輩もそれは織り込み済みだった。トマホークはあくまで牽制、斧を投げると共にそれを追ってダッシュし、ガードした俺のすぐ目の前まで突進してきていた。

　間合いに入ると、即そく座ざに上段蹴りが飛んで来る！

　このままガード体勢を維持すればガード可能だが――

「でえぇいっ！」

　俺はあえて、当て身の唯ゆい一いつの通常攻撃である単なるショルダーチャージを放つ！




　雪乃の攻撃。蓮に45のダメージ！

　雪乃の攻撃。雪乃の分身が一体消えた。




　雪乃先輩の攻撃はクリーンヒット、俺の攻撃は分身で避けられる。

　だがそれでいい――！

「む……!?　分身を……!?　そうか当て身は回避スウエイ無効か!?」

「ですね！」

　普ふ通つうの攻撃ならＤＥＸ器用を完全に捨てている俺の攻撃が、素のＡＧＩ敏捷も高い雪乃先輩の魔剣士に当たるわけがない。

　攻撃が回避スウエイされてしまうと分身を消費させることもできないが、回避スウエイ無効の格かく闘とう・当て身の通常攻撃であるショルダーチャージさんなら話は別である。近寄ってさえいれば、出だすだけで確実に分身を一枚剥げるぞ！

「それにダメージも前より減った……！」

「ＶＩＴ耐久極振りですから！」

　トマホークをキャッチした先せん輩ぱいの左の斧が振り下ろされる。

　俺はそれにも、ショルダーチャージを合わせて行く。




　雪乃の攻撃。蓮に67のダメージ！

　雪乃の攻撃。雪乃の分身が一体消えた。




「いい組み合わせじゃないか……！　当て身をそこまで活かせるのはお前だけだな、面白おもしろい！　さすが蓮だな！」

「あざーっす！」

　先輩のモーションは斧の攻撃の勢いそのままに回転、回し蹴りに繋がって来る。

　俺はそこにも懲りずにショルダーチャージ！

　ただただ愚直にショルダーチャージだ！　自分、これしかできませんから！




　雪乃の攻撃。蓮に62のダメージ！

　雪乃の攻撃。雪乃の分身が一体消えた。




「前より手強くなったな――が！　『シャドウスレイブ』！」

　分身復活か――！　やはり手数も多いしタレントの『闘神の息い吹ぶき』もあるしで、先輩の分身は天井知らずだな。

「その程度では私の守りは抜けんぞ！」

「……ですね！」

　一対一で分身を全すべて消しつつ奥義を当てるのは容易ではない。

　数人がかりで、あきら達に分身を消してもらってその隙すきを狙うならまだしも――

　しかしあきらはミコットとタイマンバトル中だし、前田さん矢野さん赤羽さんの方にも雪乃先輩のギルドの他ほかの三人が向かって行き３ｏｎ３状態である。

　俺は俺で何とかしなければならない。

　と、雪乃先輩が大きく後ろに跳ちよう躍やく、俺と距離を取る。

「蓮――今から私のこのゲームの中でもかなりお気に入りの奥義を見せてやる！　楽しみにしていろよ……！　前回はレベルが足りなくて使えなかったからな！」

　ほほう……!?　それは楽しみだな。

　先輩が気に入るくらいだから、きっと凄すごいに違いない！　純粋に面白そうである。

　俺が注視する中で、先輩は斧を大きく大きく振りかぶり、投擲の構えを取る。

　その体が、奥義発動のオーラに包まれ眩まばゆく輝かがやく。

「行くぞ、奥義『インフィニティリバース』！」

　光り輝くオーラに包まれた斧が、先輩の手から放たれた！

「これが――!?」

　先輩のお気に入りの奥義か!?

　確かにエフェクトは派手だが、軌道はさっきのトマホーク系と同じでは――？

　避けようと思えば避けられる――だが、ここは俺はあえてガードに出る。

　意図的にガード削りを受けてＡＰアーツポイントを溜めようという事だ。

　今日は『パリィリング』は持っていないので、完全ガードしてしまうとＡＰアーツポイントが溜まらない。

　だからこれまでも、あえて未だに俺の手持ちではガード性能最強の狂きよう信しん者しやの杖は使わずにガード削りを受けていたのだ。

　１でいいからダメージを貰っておけば、攻撃を喰らったという判定でＡＰアーツポイントが少し溜まる。

　これはダメージに関わりなく一発あたりで貰えるので、理想は１ダメージを大量に貰う事になる。これまでは、まあまあいい感じだろう。

　横目で見た所、本来の持ち主の矢野さんは『パリィリング』をつけて敵の攻撃をガードしている。『皆伝の証〈盾〉』のタレント持ちで盾装備できるから、矢野さんは『パリィリング』との相性が俺以上にいいのだ。

「よし――ガード！」

　俺はダマスカスステッキベースの仕込杖で、輝くトマホークをガードする。




　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。




　よしよし――！　しかし……だ。




　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。




　おお!?　こいつ一発当たったら戻るとかじゃないのか!?

　俺の仕込杖で組み止められつつも、ギャリギャリ回転を続けるのだ！




　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮はガード。17のダメージ。




　ギャリギャリギャリギャリギャリイィィィ！




　いや、うんＡＰアーツポイントは大量に溜たまってるけどさ！

　未だに止まらない――！

　考えている間にも視界がガード削りのログで埋め尽くされるんだが！

　おい怖こわいぞこれ！　マジで死ぬまで止まらんのか!?

　ちょっとＨＰがヤバくなってきた！　残り１０００ちょいになった！

　元は２０００超こえてるから、もう50％くらいだ！

「うおおおおっ!?　こいつ、ちょっと待てってば！」

　流石さすがに俺おれも斧を押し返しつつ、横に飛んで避けざるを得なくなった。

　すると斧はぐるりと旋せん回かいし、再び俺の方に戻ってくるのである。

「誘導弾!?」

　速度自体は、そこまで速くはない、避けようと思えば避けられる。

　だが、ヤツは諦あきらめない。俺が避けてもまた軌道を修正して向かってくる。

「どうだ蓮、面白いだろう!?　そいつは何度でも折り返してお前を追うぞ！　つまりは無限――インフィニティと言うわけだ！」

「なるほど――！　確かに面白い奥義っすね！」

　流石に効果時間なり何なり、何らかの消しよう滅めつ条件はあるだろうが――

　今すぐにそれを分かれと言っても……！

　雪乃先輩の本体を撃げき破はするくらいしかないか――!?

「そして――私もただ黙だまって見ているわけではないぞっ！」

　更さらに雪乃先輩が動き出す！

『インフィニティリバース』を避けて飛んだ俺の着地を、正確に狙ってくる。

「こいつを受けてみるがいい！」

　右のエメラルドグリーンの斧が繰り出される。

　これまで出してこなかった右の斧での攻撃！

　だがガードは間に合う！

　ガキィン！　と斧と仕込杖がぶつかり――

「っ!?」

　俺は圧倒的な圧力で、後方に弾き飛ばされていた。

　何だ!?　あの斧に触れたら弾かれる！

「こいつはボレアスという斧でな――！　強ノックバック効果付きのレア装備だ！」

「なるほ……うおぉぉぉっ!?」

　声を上げてしまったのは、ノックバックで弾き飛ばされた俺の身体がちょうど戻って来た『インフィニティリバース』に当たったからだ。

　先輩はこれを計算して俺を吹ふっ飛とばしたのだ――流石さすが対人戦マニアは強い！




　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮に１１７のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮に１１７のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮に１１７のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。蓮に１１７のダメージ。




　背中を抉られ直ちよく撃げきのダメージが！

「だあああぁぁぁっ！」

　何とか横に転がって避ける。しかし目の前には再び雪乃先輩が！

「もらったぞ、蓮！」

　またガードさせられた！

　またしても強ノックバックで吹き飛ばされ――

　元々甲かん板ぱんの端はしに詰められていた俺の身体は、リングアウトして思いっきり空中に投げ出された！

「一いち撃げきごとに相手を吹き飛ばしてしまうのは一長一短だが――こういう場所なら最大限に活きる！　バトルフィールドに合わせて最適装備を選ぶのも、対人厨の嗜たしなみだな！」

　狙ねらい通りだったのだろう。雪乃先輩は満足げだった。

「だあああああぁぁぁっ!?　また――!?」

　二機目のリングアウト負けとか――!?

　いや、まだだ――！

「『ウィンドミル』！」

　昇〇拳的に高く飛び上がる動きの杖アーツだ。

　足場のない空中で発動しても飛び上がれてしまうのが、何ともゲーム的だができるものは仕方なし！

　高く飛び上がった俺は、甲板から伸びるアサルトアンカーの鎖にギリギリでしがみつく事に成功した！

「きゅ～！　れん～！　たしゅけるたしゅける～！」

　リューが飛んできて、必死に俺の背中を咥くわえて引っ張り上げようとしてくれる。

　その甲斐もあって、何とか鎖の上に登ることができた。

「よし……何とか生き残ったぜ――！」

　土俵際でギリギリ踏みとどまったって感じですな！

「ありがとな、リュー！」

　俺はリューに礼を言いながら、立ち上がる。

　アサルトアンカーの鎖の上は足場が不安定だったが、文句は言うまい。

　こいつのおかげで俺は一機助かったわけだしな。

　ピーチサンダー号と繋がっている鎖だったので、距きよ離りが近いおかげでやや下に垂れ下がっていたのも幸いした。おかげで手が届いた。

　そして、もう『インフィニティリバース』は追いかけて来ないようだ。

　吹っ飛ばされて追跡レンジ外に出たのか、それとも効果時間が切れたのか――

　正確には分からないがそんな所だろう。

　流石に何の制約も制限時間も無く永遠に相手を追い続けるという事はないだろうし。

「ふっ！　流石にしぶといな、蓮！　だが！」

　と、雪乃先輩が甲板から伸のびるアサルトアンカーに近づく。

　こっちまで追撃に出て来るか――!?

　いや、先輩の行動がどうあれ俺のやる事は決まっていた。

「『ファイナルストライク』！　『ディアジルサークル』！」

　ピンでスキルの『ファイナルストライク』。

　そしてサークルで減らすＭＰは１狙いではなく、少し多めに。

　これで、いつでも狙いに行ける――！

　俺のその行動は、先輩には迎撃準備に映ったらしい。

「迎撃か――？　だが、無む駄だだ！」

　先輩は俺がいるアサルトアンカーの根元、発射台の目の前で歩を止める。

「はああぁぁっ！　奥義『シューティングスターラッシュ』！」

　アンカーの発射台に向け、光り輝く蹴撃が物もの凄すごい勢いで繰り出される！

　単純に手数で押すタイプの奥義のようで、高速の蹴りが弾幕のようにいくつも分裂しているように見える。

　先輩のあの綺き麗れいな脚あしに蹴られたら喜ぶ奴やつ多いんだろうなー。

　特に先輩のギルドの神秘の武技ミステイツク・アーツは半分先輩の親衛隊みたいなもんで、みんな先輩のファンらしいからな。

　先輩の繰り出した奥義は見た目だけでなく威い力りよくも半端では無く、発射台のＨＰゲージがあっという間に削れてゼロになった。

「なるほど……！」

　俺の足場を壊こわしに来たか――！

　発射台が弾け飛び、アンカーの鎖が支えを失ってだらんと垂れ下がる。

　俺も衝しよう撃げきで身体が空中に投げ出された。

「これで今度こそリングアウトだな！」

　言いながらも先輩は油断無く甲板の縁に詰めている。

　もし俺が『ウィンドミル』で甲板の縁を掴めたら、強ノックバックつきのボレアスで攻こう撃げきしてまた落とすつもりか――！

　これでは俺は、リングアウトするか先輩の攻撃でＨＰが尽きるかしかなくなる。

　――というのが先輩の計算だろう。

「これで新人戦の借りは返せたかな……？　お前から奪うばう１ポイントは格別だぞ、蓮！」

「いや、もうポイントマイナスなんで！」

　これ以上は減らされるわけにはいかん！　ポイントはやらんぞ！

　と言うわけでここから反転攻勢に出る！

「奥義――！」

　俺は仕込杖を抜いて高く高く放り上げる。

　そして何もない空中を踏み切ってハイジャンプ！

　見よこのゲーム的な動き！　できるもんはできる！　そういう世界ですから！

　そして、できる事はフルに活用して、ジャイアントをキリングするべし！

　飛び上がった俺はダマスカスソードの柄に乗ってドッキング！

「『下り青竜』！　行けえええぇぇぇっ！」

『下り青竜』のジャンプ力は『ウィンドミル』の二倍はある。

　余よ裕ゆうで甲板にいる雪乃先せん輩ぱいの頭上を越える高さに飛び上がり――

　天から下って地を襲う青竜のオーラに包まれると、急降下して突進。

「新奥義か!?　しかし――！」

　身構える雪乃先輩。

　その身は『シャドウスレイブ』の分身に覆われていた。

　そして俺は、先輩の頭上を通り過ぎ――

「!?　照準が狂ったようだな、蓮！」

　俺が奥義の制御をミスったと思った先輩はにやりとする。

　が、俺は断言する。

「いや、違うっすよ！」

「何!?」

　そう、違う。ミスっていない。狙い通りだ！

「おらあああぁぁぁ！　５ポイント寄越せえええぇぇぇ！」

　俺はあきらココールとタイマンバトルの最中のミコットに突とつ撃げきしていたのだ！




　ズガシャアアアァァァァッ！




「うわっ!?　きゃああああぁぁぁっ!?」




　蓮の下り青竜が発動！　ミコット・コープルに５７３５のダメージ！

　蓮はミコット・コープルを倒たおした。

　敵ＮＰＣを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+5。

　悪魔の仕業デモンズ・クラフトの合計戦功ポイントは０です。現在26／48位です。




　よっしゃああぁぁぁ！　狙い通り！

「５ポイント頂きました！」

「ミコット――!?　そうか、蓮！　お前初めから私と戦いつつミコットの隙を狙って！」

「その方が効率いいんで！」

　わざわざ雪乃先輩を倒す必要もない。最も取るのが難しい１アウトなのだから。

　だったらそこは敬遠して一気に５点狙う方が絶対いい。

　俺は対人戦が好きなのではない――ジャイアントキリングが好きなのだ！

　いやまあ対人戦も好きだけど、優先順位的な意味で！

　ここは絶対に勝たねばならない！

　チームの勝利のためなら、俺は５打席連続敬遠も厭わん！

「フッ……！　油断も隙もない奴だな、蓮は！」

「コケ～。倫理的には限りなく黒に近いグレーだコケ～」

「誉められたと思っておこう！」

「馬ば鹿か野郎！　よくやった！　って感じコケな～！」

　と言いながら、減った俺のＨＰを回復するために回復ダンスを飛ばしてくれる。

　いやしかしほんと、あきらはココールの声マネ上手いな～。

「あーもうやられたぁ！　くやし～～～！」

　復活したミコットが地団駄踏んでいた。

　そうだよな、復活ポイントは自チームの飛空艇ていだから、すぐ現れるよな。

「もう次はやられないからね！　ココール！　キミにもやられてもらうから！」

「ああ、それでチャラだからな！」

　俺の狙いが分かった以上、雪乃先せん輩ぱい達たちももうそう簡単にやらせてはくれない。

　ならば、勝ち逃にげを決めて次の獲物を探したい所だが――

「対多数の殲せん滅めつならば――こいつはどうだ!?」

　と、雪乃先輩はエメラルドグリーンの刀身の斧――ボレアスで『インフィニティリバース』を放つ構えを取った。

　強ノックバック付きの無限追跡――!?

　どうなるんだ？　下手すりゃ全員リングアウトに……!?

「やらせませんわよ！」




　希美の攻撃。雪乃に92のダメージ。

　希美の攻撃。雪乃に86のダメージ。




　雪乃先輩の真後ろから声と斬撃。そしてダメージログ。

『バニッシュフリップ』で秘かに近づいた赤羽さんが、雪乃先輩に攻撃を当てたのだ。

　ナイスカット！　今日持っている両手剣も『ハヤブサの極光石』のおかげか、通常攻撃が二段ヒットだ。

　どんな武器にも『ハヤブサの極光石』を用意できる従者力が彼かの女じよにはある！




　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　悪魔の仕業デモンズ・クラフトの合計戦功ポイントは１です。現在23／48位です。




　こんなログも見えた。赤羽さんが相手を一人撃破してくれていたらしい。

　その勢いに乗って雪乃先輩に仕し掛かけてくれたのか。

　さすがあきらのライバル的存在だな！　ＥＦエターナルフアンタジーでは俺おれ達たちの共通のフレンドであるスカーレットでもあるし、腕うでが確かだ！

「くっ――！　邪じや魔まをするか！」

「皆さま、これ以上の長居は無用ですわよ！　ここは離脱して、次の敵を探すのがよろしいですわ！」

　同感！　雪乃先輩スルーでミコット狙いの戦術がバレた以上これ以上やってもよくて互角、下手すれば雪乃先輩にボコボコにされてマイナスもあり得る。

　ここは利益確定のためにも切り上げるべきだ。

　で、こちらの動きがバレていない他のギルドを相手にしに行く。

　その方がポイントを稼ぎやすいのは間ま違ちがいない。

「わたくしが囮おとりになりましてよ！　アサルトアンカーも外れた事ですし、飛空艇にお戻もどりなさいませ！」

　囮を買って出てくれたのか。

　確かに１ポイント差し出す覚悟で囮役がいた方が、他の面子は引き揚げやすい。

「分かった、頼たのむな！」

　せめてもの援えん護ごにディアジルサークルをその場に展開！

　やや相手の動きが鈍るはずだ。

「よしみんな戻るぞ！」

「待て――！」

「お待ちなさい！　わたくしが相手ですわよ、スノウ！」

「!?」

　俺はそれを聞き咎めた。

　いや熱くなるのは分かるけどさ……！

　それ言っちゃマズくね!?　だってさ――！

「ふふっ！　いいだろうスカーレット！　お前とやるのも久しぶりだ！」

　そうだよね！　ああ言われたらそう返してもおかしくない！

　あきらにスカーレットだって隠かくしときたかったんだろ、赤羽さんは！

　この娘本質的におっちょこちょいだよ！　絶対間違いない、確信したわ！

「!?　あ――！　いやちょっと待って下さいませ、それは……！」

　いや今更何言ってんだ！

　しかもこんな時に――！

「ええええええぇぇぇぇぇぇぇぇっっ!?　希美さんがスカーレットくん!?」

　死ぬほど驚おどろいたらしいあきらココールが大声を上げた。

　もちろんココールの声マネをしている余裕も無く、完全に素のあきらだ。

　うわ、これもバレたな！

「あきらの声……!?　ひょっとしてあきらか!?　姿を変えて……!?　そういえばその武器はスカイフォールだな――やっぱりあきらか！　そいつは偽者だ！」

「ええっ!?　本物のココールじゃないの!?　じゃあ本物は!?」

「きっと向こうの飛空艇だろう。隠れる場所はそこしかない！」

　あああああバレた！　マズい早く逃げないと！

「の、希美さん本当なんですか!?」

「そ、それを今言っている場合ではありませんわ！　早くお戻りなさい！」

「で、でも……！」

「雪乃！　向こうに乗り込んで、ココールを倒そうよ！」

「ああ――！　今度こそ撃たせて貰もらうぞ！」

　またボレアスでの『インフィニティリバース』の構えだ！

　いかんこれで吹っ飛ばされている間にピーチサンダー号に乗り込まれてココールがやられたらポイントがマイナスになる！

　しかしその時――全くの別方向から声がした。




「「「「「『マジックエンゲージ』！」」」」」




　大量の掛け声だった。俺達は声のした方を向く。

「ほむら先輩――！」

　ほむら先輩たちの飛空艇がすぐ近くまで移動してきており、居並ぶ魔道士ウイザード達たちが合体魔ま法ほうを発動させようとしているのだ。

　先せん輩ぱい達たちもアサルトアンカーをぶち込まれていたし、それを外しに接近してきたのかもしれない。

「ふふふふふ――雪乃！　あたし達の踏ふみ台になりなさい！　あんたらのポイントであたし達が決勝に行かせてもらう！」

「ほむら!?　ちぃっ！　合体魔法が来る！　みんな船室に避難しろ！」

　ナイス乱入！　いいタイミングで割って入って来てくれた！

「高代君達は上手うまく逃げなさい！」

「分かりました！　みんな早くピーチサンダー号へ逃げるぞ！」

　一目散に逃げ、ピーチサンダー号の甲板に滑すべり込む。

「すぐに離はなれるわね！」

　前田さんが舵輪を握にぎる。

　一拍ぱく置いて――




「「「「「『グランドサンダー』！」」」」」




　ズガグドガシャアアアアアアァァン！




　轟音を巻き起こしつつ合体魔法が炸裂！

　前も見たが、多人数の合体魔法の迫力は凄い。

　極太の稲妻が天から落ち、雪乃先輩達の飛空艇自体に大ダメージを与える。

　多分中に隠れている人もダメージは免れないだろう。

　拡張パーツの大たい砲ほうよりもレンジは短いかも知れないが、威力はきっと上回っている。

　艦かん隊たい戦に魔道士ウイザード軍団は向いているかもしれない。

　大砲以外にも有効な飛び道具があるのだから。

　飛空艇ごとぶっ壊してしまえば、全員リングアウトに出来るもんな。

　これはかなりの脅きよう威いかも知れない。

　ブスブスと煙けむりを上げる飛空艇の甲板に、雪乃先輩達が再び姿を見せるのが見えた。

　今の一撃で、ほむら先輩達の飛空艇と繋つながっていたアンカーも破壊されていた。

　それを再び撃うちこむつもりのようだ。

　乗り込んで接近戦に持ち込んでしまえば雪乃先輩達がポイントを荒稼ぎできるだろう。

　それを察知したほむら先輩達の方から、距離を取る。

　雪乃先輩達はそちらを追いかける。

　どうやら、注意は向こうに行ったようだ。これで俺達はフリーに動ける。

「さぁどうする、高代くん？」

「そうだな――」

　と、考える俺達の横であきらが赤羽さんに尋ねていた。

「希美さん、さっきの話ですけど――」

「いけませんわ！　戦いはまだ続いていますもの！　終わってからにいたしましょう、ねえ高代君？　そうですわよね？」

　俺おれに振ふってくる。あー、後で説明するのをフォローしてくれってな。

　一人じゃどうしていいか分からんらしい。

　まあしっかりしてそうに見えて、ツンデレでコミュ障気味だもんなー赤羽さんは。

　普ふ段だん片かた岡おかが従者についててちょうどいいよな、正直。

　あいつはあれでマメだし、機転も利くやつだからな。

　あんな趣しゆ味みをしてなけりゃ、きっともっと手強いライバルになっていただろう。

「とりあえず赤羽さん、アサルトアンカー持ってるんだよな？　今借りてセットしていいか？　一個パーツの空きがあるからさ」

「ええ構いませんわよ」

　と言うわけでセットアップ！

　ピーチサンダー号の甲板に、アサルトアンカーの発射台が付いた。

　ふむふむ、一個セットすると発射台が二個なんだな。

　一スロット当たりアンカーが二本、使えると――メモメモ。

　さてじゃあ、次はどこを狩りに行くかだな――







第８章　艦隊戦とココール覚醒







「どうするコケか、蓮れん？」

　本当のココールが俺に尋ねてくる。

　ピーチサンダー号に待機している間、怪我けががないようで何より。

「そうだな――」

　雪ゆき乃の先輩達は離脱するほむら先輩達を追いかけて行き、他に雪乃先輩達がアサルトアンカーで捕まえていた飛空艇も合体魔法でアンカーが吹き飛んだため、散開している。

　今この瞬しゆん間かん、俺達に攻撃してくる他ギルドはいなかった。

　操そう舵だ室しつから正面右手に飛空艇が集団になっているのが見える。

　多くのギルドを巻き込んだ乱戦だな。

　砲ほう撃げきや魔法が乱れ飛んでいるのが見えた。

　左手の方は飛空艇の数がまばらだ。様子見のギルドが多いのだろう。

　さて乱戦に飛び込むか、密集が少ない所を狙って行くか――

「すまんコケ～、みんな。おいら留守番しかできんコケから、役に立てんコケ～。でも応おう援えんしてるコケ！　ポイントが増えてよかったコケ！」

「……」

　うーん、待機させてるだけだと可哀想か？

　ゴールデンイエロー・スウィーツで雇っておいたモンスターはこのバトルでは補ほ充じゆうが利かないからな。何せ仲間に出来るモンスターがこのフィールドにいない。

　リロード不能の弾が６発だけあるという状態のココールなので、弾は撃たせたくないのが本音だが――

　このままずっと隠しておくばかりなのは、戦略的に見れば合理的ではあるが、ココールのメンタル的には辛いかも知れない。

　これで自信を失ったせいで最後の最後で力が発揮できなかったりすれば、それはそれで戦略的な失敗になるわけだ。

　論理的最適解が、最終的な最適解にならない場合もある。

　人間ってヤツは理屈だけでは測れないのだ。

　まあココールはＮＰＣだけどな！　でもそんなふうに見えるぞ。

　俺的にココールをＮＰＣだからと区別するつもりもない。

　とりあえず、ココールには自信が必要だと俺は思う。

　銭ぜに投げで雇ったモンスターを使うスタイルで本体は弱いが、立ち回り次第でちゃんと戦える。クジャータさんだって倒そうと思えば倒せるはずだ。

　だが自信と言うやつは、人が言ったからといって急につくわけではないだろう。

　成功体験が必要だな、成功体験が。

　成功体験こそが自信を生むって、偉い人が言ってたぞ！

　ゲームだったかリアルだったか忘れたが！

「よし、じゃあ右方向！　乱戦のど真ん中に突っ込むぞ！」

「だいじょぶですし？　大量点ゲットできるかもしれないけど、逆に大量点ゲットされる可能性もありますし」

「四位以内に入ろうと思ったら、大量点ゲットしねーと始まらんからな。敵は多けりゃ多い方がいい！」

「同感ですわね。ちまちまとやっていたのでは、勝っても負けても結局決勝には届きませんもの」

「よしっ！　じゃあゴーゴー！　コケ！」

　これはココールのままのあきらだ。

「コケ！　あきら、おいらの喋り方のマネ、上手だコケ～！」

「うんうん、実はこっそり練習しといたコケ！」

　やっぱ練習してたんだな。

「分かったわ！　じゃあ右に行くわね！」

　がっちょん！

　前まえ田ださんがニトロのレバーを引く。

　今気が付いたが、アサルトアンカーの発射スイッチも舵輪の出っ張りがレバーになっているようだ。ニトロが赤のレバーでアサルトアンカーが青だな。

　超加速で乱戦の空域に突っ込みながら、前田さんは言う。

「高たか代しろくん、私早さつ速そくアサルトアンカーを試ためしてみたいんだけど――」

「ん？　白兵戦したいのか？」

「いいえ。ニトロとゴールデンドリルを併用するの。敵の飛空艇にアンカーを撃ち込んだ状態で、まずニトロからのドリルの突撃を入れるでしょ？」

「ああ」

「で、すぐに回頭してまたニトロを発動して突撃するの。次もまた、すぐに回頭してニトロで突撃。滅め茶ちや苦く茶ちやな動きだけど、アンカーが繋がっていれば相手とそんなに距離が離れる事は無いし、方向転てん換かんもしやすいから、できると思うの」

「つまり飛空艇ごと相手の撃げき墜ついを狙うと？」

「ええ。それが出来れば一番いいでしょう？」

　キラン！　と前田さんの目が輝かがやいている。うん、過激だ！

　何かロボットアニメみたいな変態機動による連続突とつ撃げき攻こう撃げきをイメージするぞ！

　呆れるほどに有効な戦術的な何かって感じで……

　ああしかし、やりたくてうずうずしてるって顔をしてらっしゃる。

　試すのはいいんだが、ニトロ＆ドリルの突撃殺法はこっちにもダメージが来るからな。

　俺達はいいとして、ココールは二、三連打されたら天に召されるだろう。

　変態機動やってる最中に回復は挟めないし、回復を挟むために動きを止めてしまったら効果は半減だろう。

　敵を倒せてポイントを稼げても、ココールがバックドラフト死してたら意味がない。

　ただ、前田さんの考えた呆れるほどに有効な突撃殺法は試してみたくはある。

　上手くいけば、大量点が期待できる。

　となると――うむ、これしかないな！

「よし――じゃあ一時的に二手に分かれるか！　俺とココールと赤あか羽ばねさんは飛空艇から出て、前田さん達は今言った手を試す、で！」

　まず前田さん戦術をやるにはココールが飛空艇の中にいてはまずいので、出てもらう。

　出ると言っても単に出てリングアウトでは話にならないが、ココールはゴールデンイエロー・スウィーツでフロストイーグルを呼べる。

　それを呼んでもらって、飛べる遊撃隊として別行動する。

　なので能力的にもココールが必ひつ須すだ。

　で、フロストイーグルは三人まで乗せて飛べるので、俺も行く。

　ちょっと奥おう義ぎで暴れてこようかと！

　俺との相性的には、もう一人はソードダンサーが欲ほしいのであきらか赤羽さん。

　ココールの姿をしていることによる囮効果を考えると、あきらはココールと一いつ緒しよにいない方がより敵の目を引き付けられる。というわけで赤羽さんをチョイスだ。

「いいなココール！　俺達は遊撃隊だ！　フロストイーグルに乗って暴れに行くぞ！」

「分かったコケ～！」

「赤羽さんも頼むぜ！」

「ええ、よろしくてよ！」

　赤羽さんは自信たっぷりに頷うなずくのだった。

　そして、乱戦の戦場に到とう達たつする直前――俺達は甲板に出た。

「フロストイーグル！　来てくれコケ～！」

　ココールがそうコールすると、どこからともなく青い翼つばさの大鳥が飛来した。

　そして、ココールの側に寄り添うように着地する。




　クエェェェェ！




　嘶いななくように鳴き声を一つ。

　おお、何かやる気あるっぽいな！　任せておけ！　って言ってるみたいだ。

「よし、おいらたちを乗せてくれコケ～！」

　そして俺達三人は、フロストイーグルの背中に飛び乗る。

「よし、後で合流するからな！　もしくはやられたら船に戻るからよろしく！」

「分かったわ！　こっちも上手くやるから！」

「そっちもがんばるですし！」

「ココールくん、しっかりね！　大だい丈じよう夫ぶだよ、できるから！」

「わ、分かったコケ～！」

　俺達遊撃隊は、ピーチサンダー号の甲板を飛び立った。

　眼前ではあちらこちらで砲撃や魔法が飛び交い、飛空艇の甲板では白兵戦も繰り広げられているのが見える。うーん盛り上がってるな！

　しかし赤羽さんはそんな熱い光景をガン無視して、おろおろしていた！

「ど、どどどど――どうしましょう……!?　わたくしがスカーレットであることが、あきらさんにバレてしまいましたわ……！」

「いや、まだそこ引き摺ってんのかよ!?」

　さっきはあきらの目がある以上、態度を取り繕っていただけなのか。

　内心の動揺が態度に出ないところは偉いが、内心で狼狽うろたえ過ぎだろ！

　表面上はガッツリ上流階級のお嬢じよう様さましてるが、中身が豆腐メンタル過ぎるな！

　しかもドジっ子属性も持ってると来た。手のかかるタイプですなあ。

「それは後で考えるとして、今は敵を倒しに行こうぜ！　しっかりしてくれよな」

「で、ですが高代君……！　あきらさんは怒おこっているのではありませんか？　何故なぜ言わなかったのかと――正体を黙だまって自分に近づいて、弱みを握ろうとしていたなどと誤解されたらどうしましょう……!?　わたくし心配で心配で――」

「大丈夫だって！　きっと喜んでるから、あきらは。後で一緒に説明してやるから、切り替えて切り替えて。な？」
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「わ、分かりましたわ……よろしくお願いしますわね――」

　本当に不安そうである。どんだけあきらに嫌きらわれたくないんだ――

　まあちゃんとフォローはしますけどね！

「蓮！　どこにつけるコケか!?」

「そうだな――お！」

　と、俺の目に入ったのは三艇の飛空艇が一塊かたまりになった船団の様子だった。

　トライアングル型の飛行編隊を組みつつ、三角形のそれぞれの辺に当たる部分をアサルトアンカーで連結しているのだ。

「アサルトアンカーをあんな風に使うのもアリなのか――」

　三国志的に言う所の連環の計的なやつなのか？　あれは――

　アンカーでお互たがいを繋いで隊列を組むことで、飛空艇の安定性を高めている。

　敵が来ても、側にいる二艇と共に砲撃の火力を集中して迎撃することができる。

　またアンカーを伝ってお互いの船を行き来することにより、戦力を一点に集中して敵に対し数的有利が作れる。

　あれは三つのギルドが同盟してるパターンだな。

　なるほどああいう陣形で密集して敵に当たることで、局面局面で常に数的有利を確保しようって事か。

　同じ同盟でも俺達とほむら先せん輩ぱいの所みたいなお互いに潰つぶし合わないだけという同盟と、この三艇のようにがっつりシフトを組む同盟と、まあどっちもアリか。

　どういう方針を取ろうと、最終的にポイントの上位四ギルドに入ればいいわけだ。

「あれは三艇密集だから、人は一杯いるよな――」

「斬り込むおつもりですか？　流石さすがに多勢に無勢ではないですの？」

「まともに行けばな――だけど、配置さえ上手くいけば大量点のチャンスあるぞ」

　三艇セットの船団は、今は自身の進行方向の右側の敵船に対して砲撃を加えている最中だった。プレイヤー達も右舷に注目しており、右側に位置する船に人も集まっている。

　左側と前側の飛空艇の甲かん板ぱんには人が手て薄うすだ。

　これは狙ねらい目かも知れない――！

「よしココール、左側の人が手薄な船の甲板に俺と赤羽さんを下ろしてくれ！　お前はフロストイーグルに吹雪ふぶきを使わせて攻撃な！」

「分かったコケ～！　フロストイーグル、行ってくれコケ！」

　フロストイーグルが俺が指示した所に飛ぶ間、俺はシステムウィンドウを開く。

　そして奥義のエディットメニューを開くと、『デッドエンド』を『朱す雀ざく一いつ閃せん』に置き換えた。これで現在アクティブな奥義は『下り青竜』と『朱雀一閃』だな。

　ＡＰアーツポイントはまだあるため、どちらも撃てる状態ではある。

「着いたな――よし降りるぞ、赤羽さん！」

「ええ、よろしくてよ！」

　俺達は手薄な左舷側の飛空艇へと飛び降りた。

「こっちだ赤羽さん！」

　俺は甲板の端はし、アサルトアンカーの発射台に向かい、アンカーの上に登って立つ。

「背中を守っててくれ！　俺が背中から殴なぐられないようにな！　ココールも頼む！」

　俺達の頭上に浮いているココールとフロストイーグルに呼よび掛かける。

「ええ！」

「了りよう解かいだコケ！」

　そこに、左舷の船にいた敵プレイヤーが姿を見せる。

「こっちに襲おそって来たかよ――！」

　ん――？

「おおおぉぉぉぉー！　希のぞ美み様あぁぁぁっ！　それに高代か！」

　片かた岡おかかよ！　そうかこれ、片岡のギルドだったのか――！

「おっ！　片岡じゃねーか！　お前こんな所にいたのかよ」

「まあなー。下っ端だから居残り役だけどな。先輩達はあっちで楽しそうにやってるぜ」

　と、右舷の飛空艇を指差す。

　あっちは交戦中で、甲板に多くのプレイヤーが出て、迫せまってくる敵ギルドに砲撃や魔法や銃じゆうや弓などの遠えん距きよ離り攻こう撃げきを浴びせている。

　完全に船を空にするわけにもいかないので、一人だけ空いた左舷側の飛空艇に残っていたようだ。

　そういう雑用は、下っ端の片岡に回ってくるわけだ。

　こいつのギルドである知識の泉ナリツジレイクは規模が大きいから、そういう序列になってるんだな。

「で、お前何しに来たんだよ？　一応敵が来たら合図する事になってるんだが――」

「あら片岡君、わたくしを敵だとおっしゃるのですか？」

　赤羽さんが片岡を冷たい目で見る。

　こうやってマウント取ってる時は、すげー完璧なお嬢様っぽいのになあ。

「そんなわけないじゃないっすか！　何なりとお命じ下さい希美様っ！　ポイントが必要だったら、俺を攻こう撃げきして外に落として下さい！　相手を落としても１ポイント入りますからね！」

　こいつホントにブレないな。常にHimechanに貢ぐことしか考えてない。

　今度はポイントを貢ごうってか。

「……どういたします？」

　そしてそれを普ふ通つうに受け入れそうなこの娘も問題あると思うぞ。

「いやそれはダメだろ！　それじゃ八百長になっちまうし！」

「そうですの？　わたくしの人望が生んだポイントという事で、ある意味正当な評価ではありませんの？」

「いやいや人望って言うよりかHimechan力って言うか――いやどっちでもいいけど、とにかくダメだからな！　それより片岡、合図を出せば向こうにいる奴やつ等らが戻って来るんだよな？」

「だろうな。敵が来た合図だからな。向こう側の敵も少なくなって来たし、全員向こうに集まってる必要は無いからな」

「よしじゃあ、合図出してくれ！」

「いいんですの？　囲まれてしまいますわよ？　そうなっても飛んで逃げれば済むかも知れませんが、ポイントが稼げませんわ」

「そうなる前にポイント大量ゲットしてるし大丈夫だ。任せてくれ！」

「そう仰おつしやるのであれば――」

「よし片岡、やってくれ！」

「分かった！　やるぜ！」

　と片岡が飛空艇の操舵室に引っ込んで行き――

　やがて大きな音と共に、煙玉が打ちあがって空で弾けた。

　それを合図に、右舷に集まっていたプレイヤー達が一いつ斉せいにこちらに注目した。

　そしてそのうちの半数くらいが、右舷と左舷を繋ぐアサルトアンカーを伝ってこちらに来ようと走り出だす。

「よっしゃチャンス！　『ファイナルストライク』！　『ディアジルサークル！』」

　奥義を放つ下準備の儀ぎ式しきだ。もはや様式美ですなあ！

　準備完了！　そして俺もアサルトアンカーの上を右舷側に進んで行く！

「ココール！　赤羽さんを乗せて、飛んで付いて来てくれ！」

　ココール達にはそう指示を飛ばしておく。

　そして俺が、アサルトアンカーの中間位まで進んだ時、向こう岸からは７～８人のプレイヤーがアンカーの上を進んで来ていた。

　ヒャア！　一いち撃げきでぶっ飛ばせる的が一列に並んでるぜ！

　そうなると、これだ！

　俺は腰を落とし半身を捻ひねった『抜ばつ刀とう術』の構えを取る。

　そして体が、真っ赤な炎ほのおに包まれる。その炎の形は火の鳥――朱雀を象かたどっていた。

「奥義！　『朱雀一閃』っっっ！」

　そのまま真っすぐ突進！




「「「「うわあああぁぁぁっ！」」」」

「「「「ぐあああーーーーっ!?」」」」




　火の鳥がアンカー上を疾走し、同時に一斉に上がる悲鳴。

　俺の放った『朱雀一閃』は、アンカーの上にいた敵プレイヤー達を一撃で薙ぎ払っていた。

　この一直線のアンカーの上では逃げ場も無いからな！

　前に大きく移動しつつ移動時に攻撃判定もある『朱雀一閃』には、うってつけのシチュエーションだったな！

　このために片岡にあえて人を集めて貰ったのだ。

　やっぱ連環の計は三国志でもこのゲームでも不ふ遇ぐう属性なんだな！




　敵プレイヤーを撃げき破はしました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　悪魔の仕業デモンズ・クラフトの合計戦功ポイントは９です。現在17／48位です。




「よっしゃあ！　大量点ゲットだぜ！」

「なるほど、大勢巻き込むためにあえて呼んだのですね――！　このアンカーの上では逃にげ場もありませんし……！」

「まあ、上に飛べば逃げれるっちゃ逃げれるけど、初見は中々反応できないだろ？　ガードしてＨＰ的に生き残ったとしても、押おされて落ちるしな」

「確かに、あの奥義にはこの地形がベストマッチでしたわ」

「蓮凄すごいコケ～！　一気に順位が上がってきたコケ～！」

「ああ、この調子で他ほかにも巻き込めそうな奴等を探そうぜ！」

　一回見られると対策されそうだから、初見の奴等を探してぶち込むとよく当たってくれるだろう。

　この辺りなら、大量に敵もいるしな。ガンガン狩かって行くぜ！

「よっしゃ次行くぞ次！」

　俺は近寄って来たフロストイーグルの背に飛び乗る。

　そこに、身に覚えのないログが流れた。




　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　悪魔の仕業デモンズ・クラフトの合計戦功ポイントは14です。現在13／48位です。




「おお!?　これはあきら達が敵撃破してくれたんだな！　例の戦法がうまく行ったのか――！」

「そのようですわね――！」

「凄すごいコケ！　こりゃあホントに四位以内行けるかもコケ！」

　喜びの声を上げるココール。

「それはどうかな――!?」

　声！　上からだ！

「む――!?」

　そうだよな。片岡のギルドには飛べるＮＰＣがいるもんな――！

「く、クジャータさんコケか……！」

「よっ！　クジャータさんじゃねーか！」

「やってくれたものだ。だが相手にとって不足はない。借りを返させて貰うとしよう！」

「ふっ。ちょうどいいじゃねーか鳥人種バードマンのトップがお出ましとは――ココールがあんたを倒たおして、下克上を決めさせてもらうぜ！」

　俺はクジャータさんに、ビシッと指を突つき付けた。

「コケエエェェッ!?　蓮、何言ってんだコケーーーッ!?」

「ほう……！　それは楽しみにさせて頂こう――！」

　クジャータさんは不敵な笑えみを浮かべ、得物の槍やりを構えるのだった。

「よし行けココール！　お前の力を見せてやれ！」

　ここはココールの成功体験ってヤツのために、ココールがクジャータさんとタイマン張るのを見守ることにしよう。

「む、無茶だコケ、蓮！　おいらじゃとても――」

「いいや、やれる！　お前も成長してるんだ、思いっきり試してみろよ！　家族も見てるんだろ？　いい所を見せてやれ！」

「け、けど蓮――じ、自信ないコケ～……！」

「勝負は単なるステータス比べじゃねぇんだ。弱かろうが頭使って考えて、結果的に相手を上回ることもできる！　少なくともこの状じよう況きようなら、打てる手があるはずだぜ！　お前なら分かるはずだ――！」

「こ、この状況コケか……？」

　ココールの頭は決して悪くない。

　商才あるからな、商才あるヤツの頭の回転が鈍いわけがない。

　だから確かにステータス的には不利だが、打ってみるべき手も考えつくはずだ。

　まあ、いきなりデッドリー・キングという邪道もあるが――もしここで浪費したとしても、文句は言うまい。

　ここで自信をつけるのは、ココールにとって必要な事だろうからな。

「赤羽さん、降りるぞ！」

　俺は赤羽さんを促して、フロストイーグルの背からアサルトアンカーの上に降りた。

「クジャータさん、俺おれ達たちは見てるぜ！　思う存分やってくれ！」

「おうっ！　ココール、お前が彼かれらの下で得たものを見せてみろっ！」

　クジャータさんが翼を強くはためかせ、ココールに向かって空を駆ける。

「コケーッ!?」

　ココールはフロストイーグルの手綱を操あやつり、その槍の一撃を回かい避ひした。

　うん、なかなか機敏な動き。鳥同士だから意思が通じやすいのか？

「逃がさんっ！」

　空中での追いかけっこが始まる。

　クジャータさんは突っ込んで槍の一撃を見舞おうとする。

　ココールはそれをかわして間を取って、フロストイーグルの吐く氷ブレスで攻撃をしようとする。

　機動性はクジャータさんの方が上か!?

　だが、ココールも十分応戦できている。

　俺はその様子を、腕うで組ぐみしてジッと見守っていた。

　頑がん張ばれココール！　ここで必ずしも勝つ必要はない。ポイントなら俺達が稼かせぐ。

　ただ、自信をつけてくれ！　お前はやれる！

　自信ってヤツを俺がつけさせてやることはできないからな。

　お前自身がやるんだ！

「らしくありませんわね？　先さき程ほどはスノウが一対一を望んでいたのを敬遠しましたのに」

「それはそれだぜ。時と場合によるからな。今はこれが必要なんだと思う」

「……邪じや魔まをする者がいましたら、わたくし達たちで止めましょう」

「ああ」

　そう言ってくれるあたり、赤羽さんも納なつ得とくしてくれているようではある。

　そして、ココールとクジャータさんの空中戦が決定打のないまま進み――

「――見切った！」

　クジャータさんは不意にそう叫ぶと、フロストイーグルの吐く氷ブレスを避けずに、真っ向から突っ込んだ！

　ブレスのダメージを無視し、そのままフロストイーグルに対して槍を放つ。

「奥義！　『雷電回天衝』ッッッ！」

　まっすぐに突き出した槍を軸に錐きり揉もみ回転しながら、高速で突とつ撃げき！

　そして槍は青白い稲妻を纏まとっていた。

　まるで、真横に稲妻が一閃するような、強きよう烈れつな一撃だった。

　高速回転しながら槍で突っ込むなんて動きは、飛べるクジャータさんならではだな。

　疾走する稲妻と化したクジャータさんが、フロストイーグルの胴どうを撃つ。




　キュオオオオッーー！




　フロストイーグルが叫さけび声を上げる。

「いけませんわ！　フロストイーグルが！」

　ＨＰバーが一気に削られていた。

　ココールはまだ無事だが――フロストイーグルなしでは飛べない！

「ふ！　こいつは氷のブレスを吐く瞬間、動きが止まる！　そこを突かせてもらった！」

「なるほど、肉を切らせて骨を断つだな――！」

　撃破されたフロストイーグルが透明に点てん滅めつし、消しよう滅めつして行く。

　結果ココールが空に放り出される。

「コ、コケーーーッ!?」

　飛べない翼をばたばた。

　ちょっとだけ空中での軌道修正に成功し、ココールは何とかアサルトアンカーにしがみついた。

「いいぞ！　粘れ！」

「だが隙すきだらけだ！　落とさせてもらう！」

　落ちないように必死なココールにクジャータさんの槍が迫る！

　このままでは落とされる！　だが、まだ――！




　ドガアァッ！




「ぬううぅぅっ!?」

　ココールを突き落とす寸前でクジャータさんが大きな鉄の拳に打たれ、吹っ飛んだ！

「よし！　いいぞ！」

　ココールが次のモンスターを呼んだのだ。

　中身ががらんどうの大柄な全身甲かつ冑ちゆう、いわゆるリビング・アーマー系のモンスターだ。

　全身オレンジ色の派手な色をした、インフェルノアーマーというレベル79のモンスターである。これでココールの残り傭兵モンスターは四体だな。

　だがここでデッドリー・キングに頼たよらないあたりは、ちゃんと冷静に考えられている証しよう拠こだろう。パニックになれば、頼りたくなってしまうものだろうから。

「引っ張り上げてくれコケー！」

　ココールの指示に従い、インフェルノアーマーはココールの体をアサルトアンカーの上に引っ張り上げた。

　デッドリー・キングには及およばないかもしれないが、このインフェルノアーマーはかなりココールと相性がいい。俺おれ的にはオススメのモンスターである。

　それはなぜかと言うと――

「よし今だ！　合体だコケー！」

　こくこく、と中身の無いインフェルノアーマーが頷いて――

　ボンっとバラバラに分解して滞空する！

　そして――




　ガシャンガシャン！　ガチャン！　ガキイィィィィン！




　かっこいい金属音を立てて、各パーツがココールの体を覆って行く！

　元々の体型が全然違ちがうが、そこは空気を読んで変形までするのである。

　そして、ココールの丸っこいコケ族ボディが、完全なフルアーマーに包まれた！

　フルアーマーココールの完成である！

「コケーッ！　装着完了コケ！」

　このインフェルノアーマーは、元々仲間モンスターの体を覆う『装着憑ひよう依い』という特とく殊しゆ技を使って来る。

　ココールはそれを使用させたわけだ。

　命令して発動させるにはココール自身のＡＰアーツポイントが必要だが、それはこれまでの戦いで溜たまっていたわけだ。

　仲間モンスターがＡＰアーツポイントを得るとその一部がココールにも加算される仕組みになっているのだ。

　だから『装着憑依』をするためのＡＰアーツポイントをフロストイーグルに稼いでもらったというわけだ。

　初めから本命は『装着憑依』だったのである。

『装着憑依』だと、ダメージは全すべて外側のインフェルノアーマーに行くため撃破されるまではココールは無傷でいられる。

　最大ＨＰも防ぼう御ぎよ力りよくも低いココールにはうってつけの効果である。

「なるほど鎧よろいを着てしまえば……！　いいですわね！」

「ああ――！」

「なるほどな。鎧の魔物を纏ってしまうか――面白おもしろい！」

　クジャータさんが体勢を立て直し、再び槍を繰り出す。

　フルアーマーココールも、同じく槍を取り出して迎撃。

　これは、ココールが所持していた装備アイテムである。

　クジャータさんの槍と、フルアーマーココールの槍が交錯する！




　クジャータの攻撃。インフェルノアーマーに72のダメージ。

　インフェルノアーマーの攻撃。クジャータに91のダメージ。




　一発のダメージは、こちらが勝っているようだった。

　というより防御力的にこっちの方が大分固いからダメージ勝ちしたのか？

　どちらにせよ、いいことだ！

　ちなみにログ上は、フルアーマーココールはインフェルノアーマー扱あつかいである。

　ここが、この合体のミソである。

　本来のココールは『ノミの心臓』持ちで絶対相手にダメージを与あたえられないはずだ。

　しかし、フルアーマーココールはあくまでシステム上インフェルノアーマーだ。

『装着憑依』中はステータス的にもインフェルノアーマーだし、『ノミの心臓』の効果も適用されない。

　このステータスがインフェルノアーマーになる効果を、雑魚モンスターと同等レベルにパワーダウンしてしまったと取るか、インフェルノアーマーさん程ほどのお方のステータスに劇的パワーアップしたと取るかは、合体した者次第だろうが――

　ココールの場合、絶対的に後者である。

　弱点でしかなかったココール本体を隠ぺいしつつ戦える上、『ノミの心臓』の効果も回避できるのだから。

「ならば――ファイアボール！」

　離はなれた位置から魔ま法ほうを放つクジャータさん。

　ああそうか、魔法戦士って説明を見た気がする！　初めのドラフトの時に！

　飛べなくなったココールは、アサルトアンカーの上に陣取って迎撃をするしかない。

　離れて魔法を撃たれれば、悪い足場に気を付けて避ける他はない。

　そして、体勢が乱れた所にクジャータさんが再び突撃！




　クジャータの攻撃。インフェルノアーマーに76のダメージ。




　今度は相打ちに出来なかったか――！

　一方的に攻撃を喰らっていてはまずいが――

「まずいですわ！　一方的になって来ましたわ！」

　クジャータさんの残りＨＰ７割、フルアーマーココールは２割という所か。

　元々、フルアーマーココールには足場の不利がある。

　更さらにクジャータさんは鳥人種バードマンの英雄ともいうべき歴戦の戦士。

　戦せん闘とう経験の差というやつも大きいかも知れない。

　ココールはまだ余り戦い慣れていないからな。

「いや――それでいいんだよ……！」

「ですが――いえ、いいんですのよね。確かによく頑張りましたわ、わたくしココールを見直しましたわ」

「いや、そうじゃなくてさ」

「どういうことですの？」

「まだ勝ち目はあるぜ――！」

　そして多分俺がココールでも、ここまで同じ展開にしたと思う。

　ここから狙える逆転の手が――ココールにはある。

　少なくとも俺の見た限りでは、だ。

　ココールがそれに気づいているか――気づいててくれよ！

「ここまでよくやった――さぁ沈め！　『雷電回天衝』おぉぉッ！」

　クジャータさんがトドメの奥義を繰り出す――！

　致命の一撃が、ココールに迫って――！

「パージだコケ！」

　何とココールはこの土壇場で『装着憑依』を解除してしまった！

「ええぇっ!?」

　赤羽さんが声を上げる。

　フルアーマーココールで受ければまだインフェルノアーマーがやられるだけで済むのだが、本体で受けてしまったらほぼ確実に一撃死で５ポイントを失う。

　赤羽さんの反応も当然だろう。

　だが俺は、手を叩いていた。

「よぉしっ！　いいぞっ！」

　これをやって欲ほしかったからだ、ココール分かってるな！

　ならば次は当然――！

「『装着憑依』だコケ！」

　そうそれ！

　ただし、合体相手はココールではない、目の前のクジャータさんだ！




　ガシャンガシャン！　ガチャン！　ガキイィィィィン！




　かっこいい金属音！　今度はクジャータさんがフルアーマー化した！

「ぬああああぁぁぁっ!?」

　そしてすぐさま悲鳴を上げる。ガクンと体勢を崩くずしてふらつく。

　それを見て赤羽さんは事態を把は握あくしたようだ。

「あ――！　そうですのね……！　向こうに鎧を装着させれば――！」

「そう……！　『装着憑依』後はインフェルノアーマーだからな！」

　クジャータさんが持っていた飛行能力は消えるのだ――！

　重くて飛べなくなったと考えればいいかも知れない。

　いずれにせよ、ココールの『ノミの心臓』が消せたのだからクジャータさんの飛行能力も消せるだろうという推測だ。ゲーム的にそういう仕様だろうと。

　そして――このロケーションで飛行能力を奪われれば――！

「うおおおぉぉぉぉぉっ!?」

　悲鳴を上げて、フルアーマークジャータさんが落下して行く。

　あの人普通に飛べるから、墜落するなんて初めてだろうな。

　さぞかし怖こわい思いをしているに違いない。

　クジャータさんの姿が眼下に消えていくと、ピロンとログが表示される。




　敵ＮＰＣを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+5。

　悪魔の仕業デモンズ・クラフトの合計戦功ポイントは19です。現在10／48位です。




　この場所ならではの戦術だったな。

　ココールが臨機応変にやってくれて非常に良かった！

　もう十分お前は一人前だよ、ココール！

「や、やったコケか……!?　おいらが勝ったのかコケ……？」

　ココールが唖然と呟つぶやいている。

「あのクジャータさんにおいらが勝てるなんて……あのダメダメだったおいらが――！」

　自分がやった事が、まだ信じられないと言う様子である。

　そんなココールの背中を、俺はバシッと叩く。

「よっしゃナイスココール！　な、言ったろ!?　お前は出来るって！」

　俺的にも鼻が高いぜ！

　今確かに、ココールはクジャータさんにジャイアントキリングをぶちかましたわけだからな！

　あの英雄候補ドラフトの時は考えられなかった事が起きたのだ。

　やっぱ弱者の戦術が強者を倒すところを見るのは気持ちがいい！

　これがロマンってやつですな！　かなり満足だぞ俺は！

「蓮がヒントをくれたおかげコケ～！　確かにこの場所でしかできない邪道技だったコケなー」

「それでいいんだよ。勝負ってのはやったもん勝ちだ！　それにその場の状況を利用して立ち回るのは邪道でも何でも無い。プレイヤースキルだ！　何はともあれお前はクジャータさんに勝った、ちゃんとやれるんだよ。だから自信持てよ！」

「コケー！　ありがとうだコケー！　おいら蓮達たちに指名して貰えてよかったコケ～！」

「お互たがい様さまだぜ、俺もココールはワシが育てたって言えるからな――さぁ続いてガンガンポイント稼ごうぜ！」

「おうだコケ～！」

「けどココールは抑え気味にな、ポンポンモンスター使うと、弾切れが怖いからな」

「分かったコケよ～！」

　山やま吹ぶき色いろのお菓か子しで雇っておいたモンスター６体のうちもう２体が消えた。

　できればこの先の決勝まで４体は維持しておきたいわな。

　特にデッドリー・キングは確実に温存しておきたい。

　決勝で呼んで度ど肝ぎもを抜ぬいてやるぜ！

「ですが、どうやって移動するのです？　フロストイーグルは倒されてしまいましたけれど……もう一体おりますの？」

「いや、いないけど？」

「……そういやそうだったコケーーーっ！」

「えぇ!?　ではどうしますの？」

「飛び降りればリングアウトでピーチサンダー号に帰れるぞ」

「それはそうですが、せっかく稼いだポイントがパーですわよ!?」

「いいんだよ俺達三人で-7ポイントだろ。ここで稼いだ分と比べりゃ黒字だろ」

　俺が８、ココールが５ポイント稼いでいるから合計で13だ。

　-7喰らっても６も黒字、十分だろう。

「ですが少々勿体ないですわねえ……」

「いいんだよ、ここにはポイントより大事なものがあったって事で！」

　ココールが身に着けた自信はプライスレス！

「まあ、それもそうですわね……よろしいですわ、では飛び降りて戻もどりましょうか」

「ああその前に向こうにちょっと止まって貰もらっといた方がいいよな。ニトロ中に再配置されていきなり吹ふっ飛とばされて場外とかあり得るし」

「そりゃとんでもない事だコケ～」

「ちょっとメッセージ送って、返信待ちしよう」

　と、俺がシステムからあきらにメッセージを投げようとしていると――




　ゴオオオゥッ！




　俺達の側を、火球がかすめた。

　む――魔ま法ほう攻こう撃げきか！

「こちらを狙ねらっていますわね――！」

　赤羽さんの言う通りで、アンカーの中央あたりにいる俺達に対し、左舷右舷両方の飛空艇ていから魔法や弓矢が飛んで来始めたのだ。

　さっき倒した敵プレイヤーが再配置されて、再び俺達に攻撃してきたのである。

　今度は下手にアンカーの上に立って俺の『朱雀一いつ閃せん』で一掃されないように、アンカーの外からの遠えん距きよ離り攻こう撃げきで攻めてきたのだ。

　まあ当然の対策だわな――

　創意工夫で相手を一度やっつけたら対策を取られ、今度はそれを上回るためまた創意工夫を繰り返す。延々と続く化かし合い。対人戦ってそういう事だろう。

　野球とかサッカーとか、その他のスポーツでも一いつ緒しよだよな。

「よし――せっかくだ、１ポイントでも多く稼いでから死に戻りするか！」

「いいですわね！」

「コケ～！」

　と、俺達は左舷側に特攻を仕掛けようとしたが――




　ギャリイィィィ！　ガチャン、ガシャーーーン！




　重くけたたましい金属音！

　アサルトアンカーが、左舷の船に撃うち込まれたのだ。

　そしてアンカーを放った何者かの船は、即そく座ざに物もの凄すごい加速をして、左舷の船に突っ込んで行く！

　その船体は目に痛いくらいの全身ピンク。

　船首には金ピカのいかついドリルが装着されている――

　うん、俺達のピーチサンダー号！　客観的に見るとすげー異彩を放ってるな！

　ピーチサンダー号はドリルで左舷の船の船体を抉りながら、超速で通り過ぎて行く。

　ニトロだからな。そりゃ凄いスピードだ。

　しかし、繋つながったアンカーのおかげである程度の所でピタッと止まる。

　通り過ぎようとする勢いは、アンカーに引っ張られて遠心力となるが、逆にそれを利用してぐるんと一気に反転すると船首のドリルを再びターゲットに向ける。

　回頭は成功したが、まだ推進力はターゲットから離れるベクトルだ。

　だが、そこで――




　ドウゥゥゥゥン！




　再びニトロ点火！

　外向きのベクトルをニトロの加速で無理やり打ち消しキャンセル、また突っ込む！

　再び大きく抉れる左舷の船の船体。

　ピーチサンダー号は再び旋せん回かい＆ニトロで突撃をかける！

「すげーな前田さん……！　なんちゅう動きだあれ――！」

　ニトロに次ぐニトロで硬直キャンセルしつつゴールデンドリルの突撃連打。

　想像した以上の恐ろしい変態機動だ――！

　そして連続四発目のドリルアタックが決まった時、ターゲットの飛空艇は完全に破壊され、煙けむりを吹きながら落下して行った。

「おお――飛空艇ごと沈しずめたな！　すげー！」

　あの中に片岡もいたよな……？　哀あわれ！




　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　敵プレイヤーを撃破しました。悪魔の仕業デモンズ・クラフトの戦功ポイント+1。

　悪魔の仕業デモンズ・クラフトの合計戦功ポイントは24です。現在７／48位です。




「やりますわね――！」

「琴こと美み、凄いコケ～！」

　だが問題もある。

　左舷の船が沈んで無くなったため、アンカーも支えを失った。

　俺達は右舷から垂れ下がるアンカーに辛うじてしがみ付いていたのだ。

　だが――敵船を沈めたピーチサンダー号が、俺達に近づいてきた！

「おーい、蓮くーーん、希美さーーん、ココールくーーーん！」

　甲かん板ぱんで、制服姿に戻ったあきらが手を振ふっている。

　気が付いて迎えに来てくれたらしい。

「おーーーーい！　ここここーーーー！　助かったぜ！」

　ポイント消費せずに帰れるな、ラッキー！

　合流した俺達は、その後も順調にポイントを稼いで行った。

　途と中ちゆうまたほむら先せん輩ぱい達たちと出くわしたので、今度こそ協力プレイで戦ったりもしつつ。

　夢中になってやっていたら、結構すぐに制限時間が来た感じだった。

　そして――ポイント的には全体二位！

　見事、最終決戦に駒を進めることになった！







第９章　最終決戦と隠しイベント







「「「「にいちゃーーーーん、カッコよかったピヨーっ！　すげーピヨ～！」」」」




　バトルロイヤルを終えて桟さん橋ばしに戻ると、ココールの弟のぴよぴよ達がココールを熱烈に迎えていた。

　クジャータさんを撃げき破はする活かつ躍やくを見せたココールを、尊敬の眼差しで見つめている。

「ははは。運がよかっただけコケよ～」

　と、照れくさそうにしているココールだった。

　そこに頭上から影かげ。ココールが見上げるとそこにはクジャータさんがいた。

　クジャータさんは着地すると、ココールの丸い肩かたをポンと叩く。

「運も実力のうちと言う――お前は立派に私に勝った。それが結果だ。よくぞここまで成長した。同じ鳥人種バードマンとして強い若者が現れてくれた事は喜ばしい。いつか名実ともに私を超こえてくれ」

「あ、ありがとうだコケー……」

「ではな、敗者はべらべらと喋らぬものだ」

　クジャータさんはそう言い残すとさっと立ち去って行く。

　うーん潔い。武士だなクジャータさん。

「本当によくやったコケな～！　父ちゃんも鼻が高いコケ～！」

「見違えたわコケ～。母さんも嬉うれしいコケ～！」

「こりゃあ帰ったら祝いのパーティーだなコケ～！　お前はコケ族の英雄だコケ～！」

「ええ！　盛大にお祝いしましょうコケ！」

　俺も渾こん身しんの魔改造が炸裂してくれて満足だぜ！

　みんなも喜んでくれて何よりだ。

「父ちゃんも大げさコケな～。まだ予選突とつ破ぱしただけコケよ？　それにホントに凄いのは蓮れんだコケ、おいらみたいなのを真っ先に見つけて引き受けてくれて、ここまで鍛えてくれたコケ～」

　ココールがそう言うと、ぴよぴよ達が一いつ斉せいに俺を見た。




「「「「師し匠しよう～！　おいら達も強くしてくれピヨ～！」」」」




　纏わりつかれる。うおおおーー。可愛かわいい！

「お？　そうか、じゃあ第二回があったら俺のとこ来るか？　プリンセススカルリングは置いといてやるぞ」

　俺はぴよぴよ達をもふもふしながら応じる。

「高たか代しろ君――！」

　と、俺の袖を引く赤あか羽ばねさんが。

「ん？　なんだ？」

「何だではありませんわ！　約束でしょう、あきらさんに説明するのを手伝って下さるのでしょう……!?」

「ああ、そうだったなぁ」

　いまさらあきらが怒おこるわけもないし、ニコニコ笑え顔がおで受け入れてくれるだけだろ。

　軽く実はそうでしたーって言って、一言謝っとくだけで十分だろうに。

　何をそんなに脅おびえてるんだか――

「じゃあ行くか――」

　前まえ田ださん達と話してるあきらの所に。

　赤羽さんは、俺の背中に隠れるようについてくる。

「おーいあきらー」

「なーに蓮くん？」

　笑顔で振り向むくあきらだが、俺が話を始める前に、更に横から声を掛けられていた。

　あ、あきらの家で働いてる人だな。有馬さんだったな確か。

「お嬢じよう様さま！　お疲つかれさまでした――！」

「あ、有馬さん」

　あきらはそう応じながらこっちをチラッと見て、意味ありげな目配せをしてくる。

　ばれなかったね、よかった。と言いたいのだと思う。

　ミミックファンのおかげで、うまい事あきらの姿を隠しながら乗り切れたなー。

　前田さんが白兵戦以前の飛空艇バトルで敵船を沈めまくってくれたから、白兵戦自体そこまで多く発生しなかったし。

　まま、無事に楽しみつつ乗り切れそうで何より。

「ゲームの中とはいえ、迫力がありましたので見ていて楽しめました。参観をお許しいただきありがとうございます」

「いえ、気に入っていただけたのなら嬉しいです」

「ええ。それにお嬢様はとても楽しそうで、輝かがやいておられたように思います。私はあんなにも楽しそうなお嬢様は初めて見ました」

「ふふっ。普ふ段だんは猫を被っているって言いたいんですか？」

「はははは。滅相も無い」

　と、和やかなセレブ的なトーンの会話が。

　ふーん。リアルのあきらってこうなんだなー。

　何かすげぇな、貴族っぽい！

　と、有馬さんがこっちを見た。

　やや警けい戒かい感のようなものを帯びた瞳ひとみと目が合った――と思ったら違った。

　この人は俺の背後の赤羽さんを見ていたのだった。

「ですが……よろしいのですか？　そちらは赤羽家の希のぞ美み様かと思うのですが……」

　家同士、仲悪いんだっけか。

　そのせいであきらと赤羽さんも初め微び妙みような感じだったもんな。

　あきらも一緒に赤羽さんを見る。

　赤羽さんが、ちょっと緊張したように息を呑のむのが分かった。

　有馬さんに睨にらまれたとかはどうでもよくて、スカーレットであることを黙だまっていたせいで、あきらに怒られはしないかと脅えているのだろう。

　本当にとてもとてもあきらと友達になりたいみたいだからなー、この娘は。

　そしてあきらが口を開く――

「家がどうこうとか、関係ないんです。わたし達友達だったんです。友達だった人がたまたま希美さんだっただけで――仲良くなれる事が分かっているのに、しない理由もないですよね？　だからいいんです。ね、希美さん！」

　にこっと明るい笑顔。

　うん、やっぱりあきらならこうだよな。

　怒るわけないって俺は分かってたよ、付き合いが長いですから。

「そ、そうですわ……！　それにこれまでの関係が悪かったとしても、これからもそうだとは限りませんのよ？　わたくし達若者は、未来志向でしてよ！」

　ふぁさっ！　と髪をかき上げお高く決めたつもりだろうが、余よ程ほど嬉うれしかったのか安心したのか、口元が半笑いになってるぞ。

「はははは。私もまだ二十代の若者と言えば若者なのですがね――」

「自分でそう言う人って、多分もう若者じゃないんだと思いますよ？」

「そうでしょうか？　これはこれは――ですが了りよう解かいいたしました。出過ぎた事を申しました。お許し下さい」

　さてさて、次は優勝決定戦。本当のファイナルバトルだな――！

　ちなみにベスト４に残ったのは――

　俺おれ達たち悪魔の仕業デモンズ・クラフト。

　成長率Ｎｏ１のアルフレッド君がいる悪役中の悪役ヒール・ザ・ヒール。

　雪ゆき乃の先せん輩ぱいの神秘の武技ミステイツク・アーツ。

　ほむら先輩の全覧博物館グランミユージアム。

　である。

　成長率Ｎｏ１のアルフレッド君が上がってくるのは順当か。

　全体で一二を争うほどの実力の英雄候補ＮＰＣであるミコットがいて、更に構成員がバリバリの対人厨である雪乃先輩のところも順当。

　ほむら先輩のところはＮＰＣが初期レベル７か８くらいのおっさん商人キャラのブルーノさんだから、割と驚おどろき。

　そして俺達はあの最弱のココールを選んだのに――！

　って事で凄すごい驚きだろうな。

『はいそれでは！　最終決戦に残ったギルドは本部席に集合してくださーい！　最後の対戦方法を決定します！』

　そう仲なか田た先生のアナウンスが。

　さーて、最終決戦行くぞ！




　　◆◇◆




『さてさてやって参りましたギルド対たい抗こうミッション最終決戦！　今年は初の試みとしてＮＰＣの育成要素を盛り込んだ『英雄育成』イベントを行ってまいりましたが、果たしてどの英雄が頂点に立つのか!?　それを今から決めてみましょう！　さぁ最後に残った英雄はこいつらだ！　出てこいやあぁぁぁぁっ！』

　仲田先生の威勢のいい実じつ況きようが、会場に響ひびく。

　ここは先さき程ほどまでのバトルロイヤルを親達が見ていた観客席である。

　スタジアム型になっており、中央にはファンタジックな大モニターがデンと四方に向いて配置され、皆それを仲田先生の実況付きでお楽しみ頂いていたらしい。

　そして今仲田先生の呼び込みと共に、モニターがすうっと消えて無くなり、代わりに円形をした石のリングがゆるゆると地面からせり上がって来た。




　ドンドンドンドン！　バシュウウウゥゥゥ！




　爆発、発煙そして花火！

　プロレスの演出っぽい感じだな！　実況もそれっぽいし！

　そしてせり上がって来たリングの上には、四人の英雄候補ＮＰＣが！

　ココール、ブルーノ、ミコット、アルフレッドの四人である。

　わあっと歓かん声せいが上がり、彼かれらを包み込む。

　この面子は、きっと意外な組み合わせに映るだろう。

　多分ココールとブルーノさんが外れて代わりにセルフィとクジャータさんあたりが入っていれば順当と言われただろうな。

　セルフィは所属球団が育成方法を誤ったばかりに――

　クジャータさんは惜しかったんだよな。五位だったから。

　しかも四位のほむら先輩達とは３ポイント差。

　ココールに撃破されてなきゃここに残れたんだよなー。

　ココールはクジャータさんの分も鳥人種バードマン代表として頑張らないとな。

「ココール！　がんばれよーーーー！」

「ココールくーーん！　勝てるからねーーー！　自分を信じてーーー！」

　俺おれとあきらは、リングサイドすぐ側の関係者席からココールに声援を送った。




「「「「にいちゃーーーーん！　ファイトだピヨ～～～！」」」」




　弟のぴよぴよ達も気合入ってるな！

　ココールは俺達に視線を送ると、きりっとした表情で頷うなずいた。

　おう、いいねビビってない！　クジャータさんと戦って、自信付いたな！

　もはやココールは覚かく醒せいしたと言っても過言ではあるまい。

　さぁ優勝して、早く俺に言わせてくれよ――！

　あの一言を――！　あの伝説の台詞を――！

　滅め茶ちや苦く茶ちや楽しみにしてるからな！

「ドゥフフフ……」

「!?　あははは……蓮くん早くもココールくんが優勝する気満々だねー」

「お？　何故なぜ分かった!?」
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「いや分かるに決まってるよ～……その怪あやしい含ふくみ笑わらいは、ココールはワシが育てたって言いたくて仕方ないって顔だもん。それを想像して既すでに気持ち良くなってるんだよね？」

「ふーむ。その通りなんだが、そんなに分かりやすいか？」

「うんうん。だってね、わたしも言いたいもん！」

　キラーン！　とあきらの目が輝く。

　なるほど気が合いますね！

「ココールくんが強くなってくれて嬉しいから！　初め見た時は心配だったけど！」

　初見は他ほかの鳥人種バードマンにいじめられてる図だったな――

　あきらはそれに大層ご立腹だったな。本気で怒ってた。

　もうあんなことは起こるまい――ココールは強く成長したからな。




「「「「師匠～！　にいちゃんは勝てるピヨか!?」」」」




　すっかりぴよぴよ達の中で俺は師匠ポジションになったらしい。

　いつかお前たちもワシが育てたさせてくれるなら、喜んで師匠になるぞ！

「ああ勝てる！　何せココールはまだ切り札を残してるからな」

「うんうん、絶対勝てるから安心してて♪」

　あきらが嬉しそうにピヨピヨをなでなでしている。

　やはり可愛いので触りたいらしい。

「そうですわよ、お兄様を信じなさいな」

「凄い切り札だからね」

「よゆーだからよゆーで見てりゃいいですし」

　赤羽さん前田さん矢や野のさんも話に入って来て、ピヨピヨをなでなでしていた。

　皆触りたいんだな。

　ピヨピヨの魔ま力りよくは凄いな。俺ですら可愛くて撫なでたくなるレベルだからな。

　女子陣じんが我が慢まんできるはずもないって事か。

　だが俺の一番はやはりリューなので、俺はリューを抱だっこしておく！

　ちなみに最終決戦の内容だが、俺達が全員リング外にいる事からも明らかなように、各ギルドの英雄候補のみによる一斉バトルだ。

　対人厨の雪乃先輩は自分達も参加したがったが、俺はＮＰＣのみによるバトルロイヤルを提案した。確率的にそれが最も勝ちやすいと踏んだからだ。

　アルフレッド君の所のロリッ娘ギルドマスターの聖ひじり澤さわ先輩はどちらでもと言い、ほむら先輩は俺の意見に合わせてくれた。

　なのでＮＰＣのみが二個、プレイヤー込みが一個のくじを仲田先生に引いてもらい対戦方法を決めた。結果確率的に順当になり、ＮＰＣのみの最終決戦となった。

　不確定要素が最小になるバトルだ。

　やはり関わる人数が多いほど、不確定要素が紛まぎれ込みやすくなる。

　ＮＰＣのみのバトルなら、ココールがデッドリー・キングを呼べば勝てる！

　一いち撃げきで他三人を全ぜん滅めつさせてハイ終しゆう了りよう、って感じだな。

『さぁそれでは決勝戦――！　レデイイイィィィィ――ゴオオオオォォォォォーッ！』

　仲田先生の声が、高らかに鳴り響いた！

　最後の戦いの火ぶたが切られ、リング上の四人がそれぞれに戦闘態勢を取る。

　最初は様子見――にはならなかった。

　ココールが真っ先に動いたからだ。

「コケ！」

　速攻でアイテムを取り出して、使用する！




　ココールはティーソナの秘薬を使用した。

　ココールのＡＰアーツポイントが１００増えた！




　うむ、初手ドーピングだ！　いいね！




　ティーソナの秘薬（ＯＥＸ）

　　種類：消費アイテム

使用者のＡＰアーツポイントを１００増加させる

スキル『鯨波』と同一の効果




　ちなみに効果はこれだ。

　仲間モンスターの特とく殊しゆ技を使わせるためには、ココールのＡＰアーツポイントが必要だが、残念ながら素のココールは攻こう撃げきを敵に当てられないため、ＡＰアーツポイントを得るためには攻撃を被弾して溜めなければならない。

　しかしココールのＨＰは低い。

　下手すればＡＰアーツポイントが溜まる前にやられる。

　そこを開幕でＡＰアーツポイントを得るためにこのアイテムに頼った。

　だが、アイテムの属性はＯＥＸ。

　Ｏが一つしか持てない。ＥＸが他人に渡わたせない、だ。

　つまり自らドロップするやつを倒たおして取りに行くしかない。

　ええ、行きましたよ！　ゴールデンバニーの情報リークで他の狩かり場ばが空いたんでね。

　今日の大会中の補ほ充じゆうはできないため、ここまで温存する必要があったのだ。

「インフェルノアーマー！　来てくれコケー！」

　と、ココールがコールする。

　ドン！　オレンジ鎧よろいのインフェルノアーマーが再び登場！

　ただし先程のクジャータさんを道連れリングアウトにした彼とは別個体だ。

　ココールのゴールデンイエロー・スウィーツのモンスターストック数は６だが、そのうち３がインフェルノアーマーだった。ココールと相性いいからな、こいつは。

　それからフロストイーグルに切り札デッドリー・キング、最後は回復も手伝えるようにと、回復魔ま法ほうが使えるバニー系統モンスターであるクレリックバニーを雇っておいた。

　ココール的にはゴールデンバニーにぼこぼこにされながらレベル上げをしたせいか、バニー系統のモンスターは苦手らしく、見てるだけで体が痛い気がしてきたコケーと言っていたが。

「『装着憑依』だコケ！」




　ガシャンガシャン！　ガチャン！　ガキイィィィィン！




　これだけ見たら完全に聖〇士がクロス装着するシーンだなぁ。

　まあオレンジのド派手な色だし、中の人がニワトリだけどな！

「皆まとめてかかってくるコケ！」

　ココールが他の三人のちょうど中央に進み出る。

　その狙いは俺にも分かる。相手を一か所に集めるためだ。

　それでいいぞ、ココール！

　大胆なココールの行動を見たアルフレッド君がギュッと表情を引き締める。

「ココール。成長したんだね――前の君とは大違いだよ。だけど僕も！」

　アルフレッド君が剣けんを抜く。おおいつの間にか二刀流になってるし！

「はああぁっ！」

　アルフレッド君の剣が真っ白な光のオーラに覆われる。

　おお？　光の魔ま法ほう剣けんか？

　流石さすが成長率Ｎｏ１、初め弱くても大器晩成で最後は最強ってか。

　なんて言うか、勇者っぽいよなーアルフレッド君は。

　勇者属性、主人公属性ってか。

　――そんな優遇キャラに負けんなよ！　ココール！

「こっちがホンモノのココールね！　キミに恨みはないけど、キミの所のギルドマスターは気に食わないからね！　真っ先に倒してやるから！」

　うん。不意打ちで５ポイント頂いてしまったからな。

　その事でミコットに恨みを買ってしまっているようだ。

　すまんココール頑がん張ばって！

「ええと――じゃあ私も――」

　と、ブルーノさんも武器を構える。ホントどこにでもいそうな普ふ通つうのおじさんだ。

　持っているのは、両端に殴打用の鉄球と棘が付いたバトルスタッフ系の両手杖だな。

　ほむら先輩の所とは同盟組んでるわけだが、最後はもう英雄候補ＮＰＣに任せて恨みっこなしという事で、好きに戦ってもらう事にしている。

　アルフレッド君、ミコット、ブルーノさんが三人でココールに攻撃を仕掛ける。

　間合いが接近する。三対一の接近戦が始まった。




　アルフレッドの攻撃。インフェルノアーマーに66のダメージ。

　ミコットの攻撃。インフェルノアーマーに97のダメージ。

　ブルーノの攻撃。インフェルノアーマーに21のダメージ。

　インフェルノアーマーの攻撃。アルフレッドに71のダメージ。




　明らかにフルアーマーココールが押おされて行くログの流れ。

　しかしブルーノさんだけちょっとダメージ落ちるな。

　まあそれ程ほど注目のＮＰＣでも無かったしな。

　レベル的にはココールが１００、ミコット78、アルフレッド君75、ブルーノさん73でそこまで大おお幅はばな差じゃないんだが……

　やはり才能の差か――ミコットもアルフレッド君もエリートだからなあ。

　ココールは才能の壁かべを魔改造でクリアしたけどな！

　これでも上がって来れたのは、ほむら先輩達の魔道士ウイザード軍団が艦かん隊たい戦向きだったのが大きい。俺達とも協力したしな。




　インフェルノアーマーの攻撃。ブルーノに１８７のダメージ。




「ぐはぁ……！　つ、強い――！」

　ブルーノさんだけフルアーマーココールにやられそうな勢いだぞ！

　どうせならエリート二人より生き残って、ココール対ブルーノの頂上決戦にして欲ほしいんだがな――！　粘れブルーノさん！

　しかしその前に――

「行くよココール！　奥おう義ぎ『スターゲートストラッシュ』！」

「ボクもだよ！　奥義『グランドブレイカー』！」

　エリート二人の奥義が、フルアーマーココールを直ちよく撃げきする！

　そしてインフェルノアーマーが倒され、点てん滅めつしながら消え去っていく。

　中からココールの本体が現れる。




「「もらった！」」




　そのココール本体に襲い掛かるアルフレッド君とミコット。

　ブルーノさんも近くにいる。

　――ベストな位置取りだ！　ＡＰアーツポイントも問題ない！

「デッドリー・キング！　出て来てくれコケ～！」

「オオオオオオォォォォーーーー！」

　出たぞ切り札！　苦労して仲間にしたデッドリー・キングさんだ！

　今日もいかつい体格に金ピカの鎧に、カッと真っ赤に輝く瞳がカッコいいぜ！




「「「!?」」」




　アルフレッド君達が警戒感を露わにするがもう遅おそい！

「今だ速攻だコケ！」

　ココールの声を受け、デッドリー・キングが剣を地面にぐっさりと突つき立てる。

「刮かつ目もくセヨ！　『赤き災厄レツド・デイザスター』！」




　ズゴオオオオォォォォッ！




　地面に突き立たてた剣を中心に猛もう烈れつな炎ほのおが吹き上がった。

　それは放射線状に広がって行き、他三人を巻き込んだ。

　攻めにかかっていた所をカウンターで発動され、反応できなかっただろう。




　デッドリー・キングの赤き災厄レツド・デイザスターが発動。

　アルフレッドに２５２５のダメージ。デッドリー・キングはアルフレッドを倒した。

　ミコットに２５２５のダメージ。デッドリー・キングはミコットを倒した。

　ブルーノに２５２５のダメージ。デッドリー・キングはブルーノを倒した。




　うむ！　流石切り札、期待通りの活躍だな！

『おおぉっと！　ここで大逆転だああぁぁぁっ！　一撃で他三人を倒したあああぁっ！』

　フハハハハハ！　見たか、このために切り札を温存しといたんだよ！

「よっしゃああぁぁぁ！　計算通り！」

「やったね蓮くん！」

　俺とあきらはハイタッチを交わしていた。

『決まったあぁぁぁーーーっ！　悪魔の仕業デモンズ・クラフトのココール選手が呼び出したデッドリー・キングが一撃で決めたあああぁぁぁっ！』




「「「「にいちゃーーーーん！　すげーピヨ～～～！」」」」




　ぴよぴよ達も大騒さわぎだ。

「どうだ!?　見ただろ、お前の兄ちゃんはすげーだろ！」

　興奮したぴよぴよ達が俺にまとわりついてくる。




「「「「ホントだピヨ～～！　師匠最高だピヨ～～～！」」」」




　うむうむ！

『さぁそれでは優勝ギルド悪魔の仕業デモンズ・クラフトギルドマスターの高代蓮くん！　優勝が決まりましたが、一言お願いいたします！』

　すすすっと、羽の生えたマイクが俺の目の前に飛んできた。

　一言!?　何を言うかなんて決まってるだろ！

「ココールはワシが育てたっっ！！！！！」

『はい！　どーもありがとうございましたー！』

　俺の一言を受け取った羽付きマイクは、そのまますすっと観客席の中に設けられた実況席に返っていくが――

　観客席と、俺達のいるグラウンドレベルとの間で止まってしまった。

　いつの間にか現れた、薄紫をした障壁に阻はばまれてしまったのだ。

「ん――!?」

「蓮くん！　上も！」

　あきらが指を上に向ける。

　いつの間にか薄紫の障壁が、グラウンド部分を覆うようなドーム状に広がっていた。

　……完全なイメージで悪いが、こういう紫系のアレって絶対敵の色だろ！

　出会え出会え！　敵が来るぞーーー！

　しかし俺の決めつけもあながち間ま違ちがってはいなかった――

「クックックックック――！」

　アルフレッド君とミコットがまだ赤き災厄レツド・デイザスターのダメージから立ち上がれない中、ブルーノさんがすっと立ち上がっていた。

　まるで何事も無かったように。そして怪しい含み笑いを漏もらしながら。

　そしてその姿が、見る見る変わっていった。

　現れたのは――淡い水色の髪の、神経質そうだが整った顔立ちの青年キャラ。




　フロイ・ヤシン　レベル80　王おう冠かんアイコン（レアモンスター）




「ああああっ！　フロイか!?」

　ココール達の出身国であるミシュリアと敵対しているカラナート教主国の幹部だ。

　前にプリズンタートルが大量発生した時も浮ふ遊ゆう都市ティルーナに現れたが、英雄候補ＮＰＣに化けて潜伏してたのか！

　フロイはリングサイドにいる俺達をギロリと睨みつける。

「よう――久しぶりだな！　前は邪じや魔ましてくれやがったが、カラナート教主国ウチとやり合ってるミシュリアに英雄なんざいらねえんだよ」

　言いながら、蹲ったままのアルフレッド君を踏ふみつける。

「や、やらせないコケ～！　デッドリー・キング！」

　ココールはデッドリー・キングを戦わせようとするが――

　その声に応える者は誰だれもいなかった。

「!?　コケ？　どこ行ったコケ～!?」

　ああー！　デッドリー・キングめ！　もう戦せん闘とう終しゆう了りよう判定で帰りやがったのか!?

　なんてこった肝かん心じんな時に――！

　いやまあいい所で赤き災厄レツド・デイザスター決めてくれたけどさ！

　値段の割に労働時間短すぎだろ！

「フン――！」

　フロイがココールの首根っこを掴んで締め上げる。

「ここで永遠に消し去らせてもらうぜぇ？　こいつらがトップ３だからなぁ！」

　フロイが凶悪な笑えみを浮かべる。

「蓮くん！　助けなきゃ！」

「おう！」

　しかし、その場にいるのは俺達ばかりではない。

「ふふん、私の目の黒いうちはそんな事はさせんぞ――！　無能な妹のやらかした不祥事は姉のこの私が尻拭いしてやろう、その代わりに今後永遠にこの失態を責め続けさせてもらうとしよう――！」

「あんたの助けなんかいらないから！　ウチのミュージアムにプリズンタートルの卵を置いたのもあんたね？　あのせいで配置が乱れて大変だったんだから――それにあたし達をだましてたなんていい度胸よ。あたしがぶっ飛ばしてやるから！」

　雪乃先輩とほむら先輩もいるのだ。

　レベル２００クラスの先せん輩ぱい達たちだぞ！　フロイが多少レアモンスター補正で強くなってようが、レベル80じゃ相手にならないだろう。

　更さらにはアルフレッド君の所の聖澤先輩もいるしな！

「うーんどうしよっかな――アルフレッド君はピンチかもだけど、悪役中の悪役ヒール・ザ・ヒール的には敵に回りたくてウズウズするんですけど……！」

　……聖澤先輩はどうなんだこの人は――

　まあ雪乃先輩かほむら先輩のどっちかが足止めして、どっちかがフロイを倒せば問題ないな。これは俺やあきらが手を出だすまでもなく終わるかも――？

　しかしフロイは、余よ裕ゆうの笑みを絶やさない。

「クックックックック――！　そうは行かねえ！」

　フロイの声と共に、ドーム状に覆われたグラウンドにこれも薄紫のもやのようなものが立ち込めた。そして――




　フロイの冥界の霧が発動。

　蓮のレベルの上限が80に制限された！

　あきらのレベルの上限が80に制限された！

　琴こと美みのレベルの上限が80に制限された！

　優ゆう奈なのレベルの上限が80に制限された！

　希美のレベルの上限が80に制限された！

　雪乃のレベルの上限が80に制限された！

　ほむらのレベルの上限が80に制限された！

　愛あい子このレベルの上限が80に制限された！




「むお!?　レベル制限の効果かよ!?」

　俺達はそもそも80まで行ってないからいいが、雪乃先輩達は大幅戦力ダウンだ。

「こいつらは俺自ら地獄に送り込んでやるぜ――！　二度と戻もどってこれんようにな！」

　フロイの足元に、禍まが々まがしいデザインの光の魔ま法ほう陣じんが現れる。

「コキュートスフォウル……！　こいつで地獄に落ちた奴やつは、永遠に戻らねえ……！　せっかく育てたのに残念だったな！」




　フロイのコキュートスフォウルの発動まで１８０秒！




　発動までのカウントダウンのログが出た！

　おいこれマジで３分経たったらココール達が消されるのか――!?

『おおおぉぉぉっとこれは大変なことになっております！　正直このイベントは私も聞いておりません！　どうなってしまうのかあぁぁぁっ！　結界に覆われて外からは手が出せません！　内部にいる決勝進出ギルドの彼らに託すしかない！』

　隠かくしイベントみたいなものなのか？

　条件は多分フロイが化けたブルーノさんが決勝進出か？

　俺達も図らずも協力してしまったことになる。

　とにかく止めないとまずいな！

　細かい事は色々置いといて、ココールは友達だからな！

「３分もあれば――！　蓮！　みんな！　やるぞ！」

　レベル80に落とされたが、雪乃先輩は雪乃先輩。

　勇ましく真っ先に突っ込んでいく。

「おっとぉ！　私がいるのを忘れてない!?　雪乃っ！」

　聖澤先輩が雪乃先輩の前に立ち塞ふさがって、デカい鎌を振り下ろす！

「くっ――！　貴様……！」

「頑張って育てた英雄候補達の消しよう滅めつの危機での対人戦って言うのも、結構オツよね!?　ねえ雪乃ちゃ～ん？　対人厨としては燃えるよねえ!?」

「馬ば鹿かを言うな！　時と場合を選べ！」

「ふっふん！　この間のお返しだよ～！　先に謝っとくね、ごめんなさいね～！」

「お前の所のアルフレッドも消えるんだぞ！　それでいいのか！」

「そうとは言わないよ、私もそこまで鬼おにじゃないし～」

　と、聖澤先輩がアルフレッド君を見る。

「あ、愛子さん……！」

「お～いフロイ君。すっごい魔法唱えてる所ちょっと悪いんだけど、アルフレッド君だけ放してちょうだいな？　そしたら君に協力したげるけど？」

「あぁん!?　黙れクソガキ！　てめぇの手なんざいらねえよ、帰ってママのおっぱいでももらってな！」

　まぁ、確かに聖澤先輩って先輩だけどロリッ娘だからなー。

　下手すりゃ小学生に見えるが――言われた先輩はカチンと来たようだ。

「かっち～ん！　こう見えても私もう十八歳さいなんだけど！　じゃあいいし！　雪乃！　敵の敵は味方という事でここは協力するわ！　あくまでも仕方なくだからね！　そこんところよろしく！」

　なんだかちょっと芝居がかったような――

　しかも少しほっとしたような表情にも見える。

「素す直なおじゃないやつだ。協力したいなら初めからそう言え！」

「そ、そそそそんなわけないじゃない！　言ったでしょ！　敵の敵は味方ってだけ！」

　普ふ段だん悪役をエンジョイしてるロールプレイを保ちつつ、協力プレイするためのポーズを整えた的な？

　まぁココール達を抹消したいフロイがそう簡単に応じるわけもないし、断られるのを見み越こして交こう渉しようするふりをしたのだろう。

　さすがに聖澤先輩もアルフレッド君に情が移っているらしいな。

　しかしまあ協力してくれるのはいいが、このやり取りで１分近くは過ぎたぞ！




　フロイのコキュートスフォウルの発動まで１２０秒！




　残り２分！

「さっさと片付けるわよ！　ヴォルカニック・フレイム！」

　ほむら先輩の炎の魔法が、フロイに降り注ぐ――！

「フン――出でよ呪氷樹ども！」




　ケケケ！　ケケッ！　ケケケケケーッ！




　あちこちから、煌きらめく氷に覆われた木がせり上がってくる！

　木の幹には顔が浮き出ており、枝を手のように動かし根の部分を足のように動かして移動する。いわゆるトレント系のモンスターだな。
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　数が多いな――！　十は下らない。

　しかも――

「ケケケケケーッ！」




　ほむらのヴォルカニック・フレイムが発動。

　コキュートストレントはフロイをかばった！　１２２のダメージ！




　ログの通りコキュートストレントがフロイに覆いかぶさり、攻撃を代わりに受けた！

　更には現れたコキュートストレントの半数程がフロイの周囲を取り囲むように輪になって、がっちり枝と枝を絡からみ合わせて防壁と化すのだった。

「完全に時間稼ぎに来てるぞこれ！」

「早くしないと！」

「ケケケ！　ケケッ！　ケケケケケーッ！」

　そして半数は、こちらに向かってかかって来る！

「みんな集まって！　強化をかけるわ！」

　ほむら先せん輩ぱいが呼よび掛かけてくる。

　俺おれ達たちは即そく座ざに先輩の周囲に集まる。

「高いんだから感謝してよね！」

　と、ほむら先輩がランプのようなものを取り出して掲かかげる。

　中からキラキラした赤い粒子が溢れ出て俺達に降りそそぐ！




　ほむらは武神の香炉を使った！

　蓮の攻撃力と魔ま法ほう攻こう撃げき力が上じよう昇しようした！

　あきらの攻撃力と魔法攻撃力が上昇した！

　琴美の攻撃力と魔法攻撃力が上昇した！

　優奈の攻撃力と魔法攻撃力が上昇した！

　希美の攻撃力と魔法攻撃力が上昇した！

　雪乃の攻撃力と魔法攻撃力が上昇した！

　ほむらの攻撃力と魔法攻撃力が上昇した！

　愛子の攻撃力と魔法攻撃力が上昇した！




　なるほど攻撃力強化か、これで一気に行けと――！

「あざっすほむら先輩！」

「元はと言えばお前の不祥事だ、この位は当然だな」

「はぁ!?　ちょっとは感謝しなさいよ！　どうせ脳筋はこんなアイテム持ってないでしょうが！」

「ふん！　蓮！　私は敵の壁を崩す！　向かってくる奴らの処理方法を考えてくれ！」

　言いながら、雪乃先せん輩ぱいは壁の方に向かう。

「だったらあたしにお任せ！　ほむほむ先輩！　こっち来る奴やつ範はん囲い魔ま法ほうで巻き込んで欲しいですし！　その後あたしがまとめてタゲ取りますし！」

　ほむら先輩の範囲魔法⇒矢野さんのギルティスティールで全ヘイト引き受けだな。

「リューは矢野さんの側にくっついてろ！」

「きゅ～！　りょうか～い！」

　ディアジルサークルでマラソンできるようにしよう！

　これで敵を引き付けておける。

「じゃあわたくしはその補助に！」

「私もね！」

「あきら、聖澤先輩！　俺達は雪乃先輩と一いつ緒しよに壁を！」

「おっけー蓮くん！」

「いいよ～。ここは言うこと聞いてあげようじゃん」

「よしじゃあやるわよ――！」

　ほむら先輩が範囲魔法を敵に向かって打ち込む！

「グケケケッ！　グケケケケケーッ！」

　巻き込まれたコキュートストレントはほむら先輩へ向かう！

「ギルティスティール！」

　そこで矢野さんがほむら先輩からヘイトを引き抜ぬく！

　一いつ斉せいに敵の注目が矢野さんに。

「ディアジルサークル！」

　俺おれもすかさずリューをターゲットに鈍どん足そくサークルを展開。

　範はん囲いはかなり大きめ、奥義のためのＭＰ調整も兼ねている。

「よっしゃ後任せるですし！」

　盾たてを構えた矢野さんが頼もしい事を言ってくれる。

　元々盾ジョブ志向だからなーこういう凌ぐシチュエーションが好きだよな。矢野さん。

「よし、俺達は奥おくに――！」

　後は矢野さん達たちに任せる！　雪乃先輩についていくぞ！

「あの先輩。ちょっと姿を借りていいですか？」

　と、制服姿のあきらが聖澤先輩に交渉していた。

　こんな場合とはいえ、見られたらマズいもんな。

「ん？　いいけど？」

「やった！　じゃあ――」

　先輩をミミックファンでちょんとやり、すぐに擬ぎ態たいを発動！

　ぽん！　と煙けむりが立って聖澤先輩が二人になる。

「うわっ！　軽くて動きやす～い！」

　あきらは驚おどろいたように声を上げる。

「ちょっとそれ胸の事でしょ！　何それ自じ慢まん!?　自分が大きいからって！」

「あ、ご、ごめんなさいごめんなさい……凄すごい楽だったから、つい――」

「そこまで！　もう残り90秒だぞ！」

　俺は二人を止めつつ、一足先に壁に攻撃を仕し掛かけている雪乃先輩に視線を向ける。

　雪乃先輩は斧の二刀流と蹴けりの複合攻撃で、ガンガン壁になっているコキュートストレントを攻撃している。




　雪乃の攻撃。コキュートストレントはガード。40のダメージ。

　雪乃の攻撃。コキュートストレントはガード。52のダメージ。

　雪乃の攻撃。コキュートストレントはガード。44のダメージ。




　いやらしいな、あいつ！　完全に攻撃を捨ててガードに徹している。

　ガードの姿勢のまま動かないのだ！

　ほむら先輩の強化アイテムの効果もあるはずなのだが――

　ヤツのガードはかなり固い！

　俺達も加わって攻撃参加！　俺も通常攻撃でＡＰアーツポイント溜めないと！

　ガードの上から四人でゴリゴリ攻撃するが、ＨＰバーは三割も削れない。

　マズいなこれ――！




　フロイのコキュートスフォウルの発動まで60秒！




　これじゃ壁すら削けずり切れん！

「ならば――『インフィニティリバース』！」

　ボレアスでのインフィニティリバースが来た！




　雪乃のインフィニティリバースが発動。

　コキュートストレントはガード。77のダメージ。

　コキュートストレントはガード。73のダメージ。

　コキュートストレントはガード。75のダメージ。

　コキュートストレントはガード。72のダメージ。

　コキュートストレントはガード。77のダメージ。

　コキュートストレントはガード。74のダメージ。

　コキュートストレントはガード。76のダメージ。




　削りの速度は速くなったか――！

　だが、ヤツ自身はノックバックしてくれない。その場に踏みとどまったままだ。

　強ノックバックも無効なのか――！

　そして更に――

「グケケケケケーッ！」

　コキュートストレントの身体がキラキラした光に包まれる！




　コキュートストレントは日光浴を発動。

　コキュートストレントのＨＰが１３４８回復！




　一気にＨＰバーが満タンまで戻る！

「!?　回復技かよ！」

　ヤツ自身攻こう撃げきはして来ていないが、こちらの攻撃のダメージを与えているので被弾ＡＰアーツポイントが溜たまっているはずだ。

　それを使用して回復とは――！

　これじゃあ、いくら攻撃してもＨＰが減らせん……！

　今の感じは、こちらの与えるダメージと、ヤツの獲かく得とくする被弾ＡＰアーツポイントによる回復が均衡してしまっている。

　手数を少なくして与えるＡＰアーツポイントを減らしてヤツを削らないと！

「グケケケー！　グケケケケケーッ！」

　更に奴らに動きが！

　日光浴を発動した両サイドのコキュートストレントの目が、サーチライトのように光ってこちらを照らしたのだ。




　コキュートストレントはアンチマジックライトを発動。

　蓮にかかっている特とく殊しゆ効こう果かが消え去った！

　雪乃にかかっている特殊効果が消え去った！




「うっ……！　強化の解除か！」

「そうみたいっすね！」

　俺達は眩しさに目を細めながら言い合う。

　俺達を照らしたのは、日光浴をやったヤツの左側に立っている個体だ。

　右側の奴も、同じように発動していた。

　それが、あきらと聖澤先輩に向かう！

「あきら！　装備戻せ！　見えるぞ！」

　こっちに先に来てくれてよかった。あきらに警告することができた。

「装備変更セツトチエンジ、セットＣ！」

　あきらがコールした直後に光が当たる。




　コキュートストレントはアンチマジックライトを発動。

　あきらにかかっている特殊効果が消え去った！

　愛子にかかっている特殊効果が消え去った！




　光に包まれたあきらの姿は元に戻る。

　だが、装備変更が間に合って制服姿だった。

　ふー！　あぶないあぶない！

「蓮くんありがとう！」

「ああ！」

　しかし、俺達が攻撃していた個体の両横がアンチマジックライトを発動してきた。

　一体の回復に合わせて両横がアンチマジックライトを撃つ仕組みか？

　しかし――今度は更にその横の個体の目が光り出す！

　うわ、連続で全員がアンチマジックライトを撃つのか!?

　これじゃあ、あきらがもう一回変身してもまたすぐ解かれる――！




　フロイのコキュートスフォウルの発動まで30秒！




　だーーー！　まずい！

　しかし攻撃力強化も消えた今、ますますこいつは削りにくくなってる！

　ガードされてしまえば、俺の奥義ですらこいつを削り切れない。

　どうする――!?　どうする――!?

　あああああ！　考えれば考えるほど答えが一つしかないんですが!?

「蓮！　あきら！　今のうちに言っとくコケ～～～！　二人に選んでもらってよかったコケ～～～！　ありがとう、バイバイだコケ～～！」

　魔法陣に捕らわれて動けないココールが声を上げた。

「ココール……！」

「ココールくん――！」

「雪乃ーーーー！　ボク楽しかったよ！　ありがとねーーー！」

「ミコット！　まだ諦あきらめるな！」

「あ、愛子さん！　僕も……！　いろいろ変な事もさせられましたけど、お世話になりました――！　感謝しています！」

「アルフレッド君――あ、悪役に感謝なんかいらないからっ！」

　ダメだこれじゃ別れのシーンだ！　そうはいかんぞ！

　鬱うつ展開は嫌いだからな、鬱フラグは全力で折りに行くべし！

　そしてそうなると、ここはもうアレしか――！

「あきら！　ヤバいのは分かってるけど、こうなったら――」

「うん分かってるよ蓮くん！　このまま黙だまってられないもん！」

　アンチマジックライトが降り注ぐ中、あきらは高らかに叫ぶ。

「装備変更セツトチエンジ、セットＢ！」

　そして現れたのは――『エンジェルチャーム』を装備したあきらだ。

　いつものことながら、いいものなのだが――

　あきらの家の人が見てるのに晒すのはかなりヤバいらしい。

　だが、今はもうこれを使うしかない！

　正直防具としての防ぼう御ぎよ力りよくもレベルの上がった今では心許ないのだが、『エンジェルチャーム』にはそれを覆くつがえす性能がある。

　そう、ガード無効だ！　ヤツの鉄壁のガードも『エンジェルチャーム』を装備したあきらには無力！

「行くよ蓮くん！　後に続いて！　雪乃さん！　聖澤先輩も！」

　あきらが先さき程ほどのコキュートストレントに肉薄する！




　あきらの攻撃。コキュートストレントに１４０のダメージ。

　あきらの攻撃。コキュートストレントに１５２のダメージ。

　あきらの攻撃。コキュートストレントに１４４のダメージ。




　うん、通常攻撃が思いっきり通っている！

　更に――

「行くよ！　奥おう義ぎ『エリアルクレセント』っっっ！」

　三日月エフェクトの掬すくい上げの一いち撃げきが、コキュートストレントをドームの天井付近まで打ち上げた。

　そして二段目の三日月型の剣閃を撃うち込む！

　更に二刀流効果でもう一段の追撃。

　三日月エフェクトで隠されているが、スカイフォールの衝しよう撃げき波はも当たっているはず。

　大ダメージになるはず、それに何より――
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「今だよ！　通り抜けて！」

　そう、敵を持ち上げてくれたので壁に穴が開いた！

　ナイスあきら！　これで戦況は劇的に動くぜ！

　俺と雪乃先輩と聖澤先輩は、敵の防壁を突とつ破ぱしていた！

「グケケケケケーッ！」

　囲みの中に侵しん入にゆうを許すと、コキュートストレント達はそれまでのガード一辺倒で動かないという動作を止め、俺達を排除しに攻撃に出てきた。

「どいてなさい！　サイクロン・サーーーーイズッ！」

　聖澤先輩のアーツが発動！

　巻き上がるサイクロンが、コキュートストレント達を吹き飛ばした！

　ガード専念してなけりゃノックバックも効くわけだ！

「奥義『インフィニティリバース』！」

　雪乃先輩が『インフィニティリバース』をフロイに放つ！

「ちいぃぃぃぃっ！」

　フロイはガードして『インフィニティリバース』を組み止める。

　ガード削りは発生しているが、やはりガードされるとそこまでのダメージは出ない。

　一発50程度の削りダメージか。やはりフロイはコキュートストレントより固い！

「背中ががら空きだよ～♪　バッサリ行くから！　奥義『ダブルクロス・リーパー』！」

　Ｘを二つ重ねた軌道の四段攻撃の奥義！

　それがフロイの背中側から炸裂した！




　愛子のダブルクロス・リーパーが発動。フロイ・ヤシンに１６４０のダメージ！




「ぐううううぅぅぅっ！　てめえぇぇぇ！　背中から斬きるとは卑ひ怯きようモンが！」

「ふっ――私達にとって卑怯は誉め言葉っ！　誉めてくれてありがと～！」

　それを見ながら俺もスキルを発動していた。

「『ファイナルストライク』！　からの奥義――！」

　抜き放った仕込杖を上に放り投げる！　そしてジャンプ！

　眼下では背後から攻撃を受け仰け反ったフロイに、ガード中だった『インフィニティリバース』も直ちよく撃げきし始める！




　雪乃のインフィニティリバースが発動。フロイ・ヤシンに１８７のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。フロイ・ヤシンに１８７のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。フロイ・ヤシンに１８７のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。フロイ・ヤシンに１８７のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。フロイ・ヤシンに１８７のダメージ。

　雪乃のインフィニティリバースが発動。フロイ・ヤシンに１８７のダメージ。




　まだまだ続く――！

「喰らええぇぇぇぇ！　『下り青竜』っっ！」




　蓮の下り青竜が発動！　フロイ・ヤシンに５７３５のダメージ！




「ぐああああぁぁぁぁっ!?　てめええぇぇぇ！」

　一気にＨＰバーが半分以下まで削れている！




　フロイのコキュートスフォウルの発動まで15秒！




　まだまだ！　時間も無い！　このまま一気に持って行く！

　俺は最速で仕込杖を再合成し直して装備する動きに。

　その間も雪乃先輩がさらなる攻撃を繰り出す。

「はああぁぁっ！　奥義『シューティングスターラッシュ』！」

『インフィニティリバース』の効果中の上、更に光り輝かがやく連続蹴りを合わせて行く！

　ダメージログが洪水の様にウィンドウに流れまくる！

　俺は一撃大ダメージのみを突つき詰めたロマン砲ほうだが、雪乃先輩はとにかくラッシュで攻めるスタイルだな！　これはとんでもない手数だ！

　無論トータルな削り能力もえぐい事になっている。




　フロイのコキュートスフォウルの発動まで５秒！




　だがまだ、フロイを削り切れない！

　聖澤先輩も攻撃を加えているが、まだもう一手欲ほしい！

　俺は準備を整え、フロイに突進していた。

　そこに必ずあきらが――あきらなら――

「蓮くん！　『剣の舞まい』！」




　あきらの剣の舞いが発動。蓮の全すべてのスキルが再使用可能になった！




　うむ、来るって分かってた！　流石さすがマイベストフレンド！

『エンジェルチャーム』で踊ってる姿もガン見しておきたかったが、今は見てる暇ひますら惜しい。完全にノールックでの連携だった。

　さぁ最後の一発は、俺が頂くぜ！

　俺は腰を落として構えを取り、『仕込杖』のトップを捻ひねって刀身を抜き放つ。

「最後だ！　奥義『デッドエンド』ーーーーっっ！」




　ズシャアアアアアアアァァッ！




　紫むらさき色いろの光が一いつ閃せんし、フロイの身体を斬り裂いた。




　蓮のデッドエンドが発動。フロイ・ヤシンに４２７９のダメージ！

　蓮はフロイ・ヤシンを倒たおした。




「ぐうぅぅぅぅ……！　て、てめぇ――！　やるじゃねえか、褒ほめてやらあ……！」

　言いながらフロイは倒れて、体が点てん滅めつするとそのまま消えて行った。

　同時にコキュートスフォウルの魔法陣も消えた。

「こ、コケー？　も、もう動けるコケーー！　助かったんだコケーー！　みんなありがとうだコケーーーっ！」

　よかったよかった、間に合ったみたいだ。

「ふー……何とかギリギリ間に合ったなぁ」

　ほっと一息つく俺に、あきらが駆け寄ってくる。

「やったね、蓮くん！　ココールくん達無事だよっ！」

「ああ！　やったな！」

　ハイタッチ！

「ああ、でもあれだなー……結局隠せなかったなぁ……」

　エンジェルチャーム姿俺は好きなんだがなー。

　これが問題になるんだなー。あきらの家だと。

「まあ、仕方ないよ。あそこはこれしかなかったもん。後悔はしてない！」

　あきらは笑え顔がおでそう言った。

　うーん、やはりマイベストフレンドはいい娘だなー。

　俺はしみじみそう思うのだった。




　　◆◇◆




　戦いが終わった後の、観客席で――

「ごめんなさいっ！」

　あきらは有馬さんにがばっと頭を下げていた。

　有馬さんはふうとため息をつき、苦い顔をする。

「お嬢じよう様さま。青あお柳やぎ家のご息女ともあろう方が、人前であのような恰好をなさるなど――ゲームとは言え見過ごすわけには参りません。この事は旦那様と大旦那様には報告させていただきます。よろしいですね？」

「…………」

　あきらは黙って俯いてしまう。

「ちょっとお待ちなさい！　あきらさんは人助けのためにやったんですのよ！　それを咎めるのはおかしいのではなくて!?」

「それを問題視しているのではありません。青柳家のご息女として、相応ふさわしい装いがあるという話です。青柳家はそちらと違ちがって貞てい淑しゆくと慎みを重視いたします」

　有馬さんは表情を変えずに赤羽さんに返した。口調も堅い。

　赤羽さんはソードダンサー装備だからなー。

　青柳家的にはそれはＮＧなんです、と言うわけだ。

「まあ！　では我が家は恥はじ知らずの出たがりだとおっしゃいますの!?　高々ゲーム内の事でございましょう!?」

　いやまあ、お宅のお兄様はゲーム内だからって好き勝手し過ぎだと思うがな！

「ゲーム内のアイテムと言えばそれまでですが、ああいったものを捨てずに所持なさること自体、自覚が足りておられないと思われても仕方がありません。意識の問題は、ゲーム内だろうと現実だろうと変わらないでしょう？」

「――頭が固いですわね。石頭ですわ！」

　赤羽さんがふんと顔をそむける。

「旦那様や大旦那様の名代として来させて頂いている以上、それに相応しい見方をせねばなりませんので」

　つまり有馬さん的にあきらの家の人はあれを見たら怒おこると思っていると。

　まずいよな――下手したら学校辞めさせられちゃうってあきらは言ってたし。

　ココール達のためにあえてやってくれたのに、放っておけるか！

　俺は赤羽さんに代わって前に出た。

「あのー……すいません。いいですか？」

「君は――確か高代君だったね」

「あ、はい。で、その――装備の事なんですけど、それ使って欲しいって言ったの俺なんです。使えるジョブになって欲しいって言ったのも俺だし――だから基本的に全部俺のせいなんです！　すいませんでした！　怒らないであげて下さい！」

「君が――!?」

「はい。初めは嫌いやがっていたんですけど、俺が頼み込んだから――」

「……ならば、今後君がお嬢様に近づかなければ問題ないと？」

「！　だめだよ、そんなの！　ソードダンサーやるって決めたのはわたしだもん！」

　と、あきらは有馬さんにきりっとした瞳ひとみを向ける。

「有馬さん、お願いです！　今日の事はお父さん達には言わないでおいて！　それから蓮くんは悪くないから、変な事はしないでください！」

「お嬢様。しかし――」

「お願いです！　今回だけですから――！　もし聞いてくれないなら……」

「？　お嬢様？」

「も、もし聞いてくれないなら――わたし、どんな手を使ってもあなたの事クビにしますから！」

　まさかの強権発動予告だった！

　それは倫理的にどうなんだと思わなくもないが、あきらは物凄く真剣だった。

　真っすぐに有馬さんを見据えている。

「お嬢様――ふっふふふふ……ははははは――」

　と、有馬さんは可笑おかしそうに笑い始める。

「な、なにが可笑しいんですか！　わたしは本気です！」

「い、いえ――すみません。お嬢様は青柳のお家の事に関しては消極的で、なるべく関わらないようにしていたと思いますが……それをそうまで言って、お家の力を使う事を厭わず私の口を封じようとするのですから、余よ程ほど今の環かん境きようが気に入っておられるのですね」

　有馬さんは優しそうな瞳であきらを見る。

　この人なりにあきらの事を心配してるのかな。

「はい！　わたし、今が一番楽しいんです！　だからまだこのまま――！」

「私が見てきたお嬢様はいつもどこか物憂げで、籠の中の鳥のようでした。ですが、ここにいるお嬢様はとても活き活きしていらっしゃる――それは喜ばしい事です……」

　ふう、とため息を吐く。

「分かりました。このことは私の胸の内にしまっておきましょう。ですが、これは私だけの独断ですからね。他の者まで同様にするとは限りませんので、お気を付け下さい」

「あ、ありがとうございます！　有馬さん！」

　と、有馬さんが俺を見た。

「お嬢様が活き活きされているのは、君のおかげなのだろう。見ていてわかったよ。礼を言っておく。だがあまり恥はずかしい格好はさせないでくれよ」

「はあ……わ、分かりました」

　と言うわけで、あきらの実家問題も何とかなりそうだった！

　めでたしめでたし！

　そして大会の表彰式やら何やらを終えて、ギルド対たい抗こうミッション最終バトル兼保護者参観は終しゆう了りようした！

　しかしなかなか濃い一日だったなー……




　そして一日の最後、強制ログアウトのリアル午後十時直前――

　俺はギルドハウスのバルコニーでのんびり空を眺ながめていた。

「あー今日は色々あって疲つかれたな～」

「お疲れ様、蓮くん♪」

　真後ろから声。振ふり向むくとニコニコしたあきらが立っている。

「おーあきら。先にログアウトしたんじゃ？」

「うん、まだいるかなーと思って戻もどって来たの」

　すっとあきらが俺の横に並ぶ。

「今日はありがとね、庇かばってくれて嬉うれしかったよ」

「いやいや、結局あきらの説得がモノを言ったみたいだしな」

「無理やりだけどねー……有馬さんはまだ話が通じるから。お父さん達ならこうはいかなかったよ。それにね、有馬さんがわたしの我わが儘ままを聞いてくれたのは蓮くんのおかげなんだよ、きっと」

「うん？　そうなのか？」

「そうそう！　きっとね、わたしがすっごい楽しそうにしてるから、やめさせるのは可哀そうだって思ってくれたんだよ？　ここが楽しいのは主に蓮くんのおかげだからね～。だから蓮くんのおかげだよ、ありがとね」

「どういたしまして！　って言ってもお互たがい様さまだよな。俺だって楽しいのはあきらのおかげだし」

「じゃあこれからもよろしく～！　ってことで！」

「おう！」

　俺おれ達たちはバシッとハイタッチを交かわす。

「しかしまあ、ソードダンサー装備については何か考えねえとな――あんな大事になっちまうとは――」

「そうだねー。まあ、何とかなるよ」

　あきらはタッチした手を離さず、そのままギュッと握にぎったままにした。

　その行動に、俺はちょっとドキッとした。

「えっと――どうしたんだよ……？」

「ん？　まあいいじゃない♪　もうすぐログアウトだから、それまでこのままでねー」

　俺達は手を繋いだまま、強制ログアウトの時間を迎えたのだった。







あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　ＶＲＭＭＯ学園で楽しい魔改造のススメの４巻になります。

　早速ですが、一つ謝っておかないといけない事がありまして――

　今巻も番外編を書きたかったんですが、本編の分量が多すぎて入りませんでした……

　申し訳ないです。次巻では入れられるようにちゃんと調整しますので。。

　とはいえ次巻で何を書くかはあまり決まっていないので、あれなんですが……

　とにかく楽しそうにゲームをやっている姿を書くという以外は出たとこ勝負なのが本作でして、それさえ守っていれば何を書いてもいいので逆に困ったり……

　かっちり目標の定まったお話ですと、最後から逆算して次はこうあるべきというのが計算できますが、本作にはそういうのがまるでありませんので。

　この４巻に至るまで読んで頂いている方は『だがそれがいい』派の方だろうと思いますので、これからも本作が続く限り、こんな感じの雰囲気で進むと思います。

　最後だけはどうなるか個人的に決めてるんですが、どうなってそこにたどり着くのかなというのは全く分かりません！

　小説家になろうさんでは本作はじめ、他にも色々書かせてもらっていますが、最近全部が全部ノリ任せになりつつある気がしてちょっと怖いですが……！

　がっつり設計した戦記とかまた書きたいですが、需要はありますかね……!?

　それはそうと、先程も言いました通りこれで本シリーズは４巻目となりました。

　個人的な最長記録になりますので、これが結構嬉しいです。

　スポーツ的に言う所の自己ベストってやつですね。

　もっと自己ベストを更新できるように頑張りたいです！

　最後に担当編集Ｎ様、イラスト担当頂いた晃あき田たヒカ様、並びに関係各位の皆様、多大なるご尽力をありがとうございます。

　今回もイラストいい出来ですよね！

　毎回楽しみなので、できるだけ多く見させて頂きたいです。

　それでは、また。
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